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ごあいさつ

常陸大宮市大宮地域は茨城県の北部に位置し、久慈川と那珂川に挟まれ、全体的に北部が高

く、南部が低い傾斜をした丘陵地を形成しております。この二大河川の沿岸には、肥沃な土地

が開け、豊かな自然に恵まれ古くから人々の生活の場となり、多くの歴史を重ねております。

そのためこの地域には、古墳・塚・集落跡など数多くの遺跡が存在しております。これらの遺

跡は当時の様子を知る手がかりとなることはもちろんのこと、現代の私たちが豊かに生活をす

ることができる先人の業績でもあります。

このような貴重な文化遺産を後世に伝えることは、私たちの大切な任務であり、郷上の発展

のためにも貴重なことと考えております。

このたびの調査は養護老人ホーム晏如荘建て替え工事に伴い、周知の遺跡である高ノ倉遺跡

の発掘調査による記録保存を目的に行ったものであります。遺跡内からは縄文時代中期の上坑、

柱穴状遺構、土器、石器等が多数検出されました。この調査報告によって、地域の祖先の遺業

をしのぶことができるとともに、文化財に対する認識がいつそう深まり、遺跡愛護の精神や郷

土の文化を培う上で貴重な資料として役立てていただければ幸いであります。

最後になりますが、発掘調査にあたり格別のご指導を賜りました茨城県埋蔵文化財指導員川

崎純徳先生、そしてご協力いただきました地元の関係者、また、調査経費についてご協力いた

だいた社会福祉法人若葉会理事長茂垣裕様各位に心から厚く感謝を申し上げます。

平成17年 3月

茨城県常陸大宮市教育委員会



例  言

1,本書は、老人ホーム建設に伴い、有限会社日考研茨城により行われた発掘調査報告書であ

る。

2.本書は、下記の遺跡を収録したものである。

本調査 高ノ倉遺跡 (たかのくら) 常陸大宮市小野字南高倉2167他に所在する。

3.(有)日考研茨城が社会福祉法人若葉会からの委託を受けて、茨城県教育委員会および常陸

大宮市教育委員会の指導のもとに発掘調査を下記の期間に実施した。

発掘調査 第 1次調査 平成16年 3月 17日 ～平成16年4月 15日

第 2次調査 平成16年 6月 28日 ～平成16年8月 7日

4.発 掘調査組織は下記の通りである。

調査担当者 大渕淳志 日本考古学協会員  (有)日考研茨城

調査員   遠藤啓子  (有)日考研茨城

調査員   大渕由紀子  (有)日考研茨城

事務局   常陸大宮市教育委員会生涯学習課
整理作業は、常陸大宮市教育委員会の指導のもとに、小川和博

。大渕淳志・遠藤啓子 。大

渕由紀子 。大久保敦子・中野富美子 。大野美佳 (以上 (有)日考研茨城)が行つた。

5。 本書の編集は、小川和博(日本考古学協会員 (有)日考研茨城)が行つた。

6.本 書の執筆は、小川和博 。大渕淳志のほか、執筆はそれぞれ文末に記載した。

7.本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。

8,本 書中の色調に関する表現は新版標準土色帖 (農林水産技術会議事務局監修2000年版)

に従った。

9.遺構および遺物の写真撮影は大渕淳志 。小川和博が行つた。

10。 記録および出土遺物は、常陸大宮市教育委員会が保管している。

11.発掘調査および報告書の作成に当たり、以下の方々のご教示・ご高配を賜った。記して、

深く謝意を表す次第です。 (敬称略・順不同)

茨城県教育委員会、 (財)茨城県教育財団、常陸大官市歴史民俗資料館大宮館、ひたちなか市

埋蔵文化財センター、土浦市上高津貝塚ふるさと歴史の広場、日本窯業史研究所、川崎純徳、

阿久津久、佐藤政則、瓦吹堅、市毛美津子、川井正一、斉藤弘道、鴨志田篤二、片平雅俊、

鈴木素行、石川功、黒澤春彦、関口満、比毛君男、稲田義弘、川村満博、戸村勝司朗、荒井

世志紀、鬼沢昭夫

12.各調査には以下の者が参加した。

井澤良忠、井澤しつい、宇留野まつえ、海老原龍生、大堀隆昭、小野豊、川崎東功、川澄守、

菊池等、五町文雄、佐藤富夫、佐藤賞、佐藤豊、永山うめ子

13,遺構の略称に使用した記号は以下の通りである。

竪穴住居跡 :SI 土坑 :SK 撹乱 :K
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第 I章 序章

第 I章 序章

第 1節 調査に至る経緯
この地域は「大宮町史」「大宮の考古遺物」等の報告で紹介されている小野天神前遺跡が近隣に存在し、縄文時

代の遺物等が多く出土する大宮地域の埋蔵文化財の重要な地域の一つになっている。

今回の発掘調査は老朽化に伴い新たな老人ホームの建て替えが計画され、そのため平成15年 12月 、主体者であ

る社会福祉法人若棄会から常陸大宮市教育委員会に埋蔵文化財の有無の紹介があり、これに基づき教育委員会は平

成16年 2月 に試掘調査を県埋蔵文化財指導員川崎純徳先生に依頼し、建設予定地となっている駐車場を中心に試

掘 トレンチを設定し実施したところ、各 トレンチから縄文時代の遺構と遺物が多数確認され、埋蔵文化財であるこ

とが判明した。その後茨城県教育委員会との協議により、建物建設部分について本調査することとなり、 (有 )日考

研茨城に調査依頼を行う。承諾後教育委員会、社会福祉法人若棄会及び (有)日考研茨城との三者協議を行い、建

物建設予定地のうち現在駐車場や道路部分について第 1次調査として平成16年 3月 17日 から同年 4月 15日 まで、

さらに旧建物解体後に第 2次調査として平成16年 6月 26日 から同年 8月 7日 まで 2回に分けて計画予定地の全面

調査を実施した。

(常陸大宮市教育委員会)

第 2節 調査の概要

本遺跡の発掘調査は、平成15年度に実施された試掘調査の結果に基づき、調査範囲が確定したものの、結果的

に建物建設予定地全域が対象となるほど、遺構がほぼ全面に分布していた。したがって、部分的な発掘調査は不可

能となり、計画予定地全面が対象となったため旧建物の解体計画に沿つて 1・ 2次の 2回に分けて実施することと

なった。まず第 1次調査は建物建設予定地のうち、現状で駐車場や道路部分で建物敷地以外のEXl域を対象とする

491� を平成16年 3月 17日 から同年 4月 15日 まで記録保存の措置がとられることとなった。ここでは検出された

遺構は縄文中期の上坑72基 に、多量の縄文土器や石器が発見された。次の 2次調査は建物敷地部分で、1,048∬ を

建物解体終了後の平成16年 6月 26日 から同年 8月 7日 まで実施し、やはり多量の遺構と遺物が検出されており、

平安時代の堅穴住居跡 1軒と縄文時代中期の土坑151基、やはり多量の縄文土器と石器が検出された。したがつて

1・ 2次調査分合わせて約 2ヶ 月半の調査期間となり、総数で縄文時代中期の土坑数は224基 となった。

なお、調査範囲は建物の解体計画に合わせたため不規則で、座標地区割りは設定できず、部分調査から開始し、

最終的には対象地全域を完了することとなったものの、 1次調査で部分的な確認であつたものが、 2次調査で完掘

できた土坑もいくつかある。これらは報文中の記載では明記していないが、遺物の取り上げで同一土坑の出土遺物

の日付が異なるのはそのためである。なお、建物部分、駐車場部分など表土が踏み固められ堅緻なため、表土層除

去から遺構確認面まではバックホーによる機械作業を優先して実施し、遺構確認後人手によるジョレン精査を行い

遺構の掘り下げをすすめた。出土遺物の大半は遺構である土坑に帰属し、それ以外は地区名を付して一括して取り

上げた。またフラスコ状土坑で出土する大半の遺物は復元可能な完存品が多く、可能な限り微細出土状況図を作成

して記録として取り上げた。遺構番号は、 1・ 2次調査にかかわらず調査時点において検出された遺構に対して精

査を行った順に一連番号を付した。

(小川和博 。大渕淳志)



第3節 調査日誌

第 3節 調査 日誌

第 1次調査2004(平成16)年 3月 17日～4月 15日          7.06 土坑調査 (上坑SK100～ 117)の継続。土坑セクシ
3.17 高ノ倉遺跡第 1次調査を開始する。西側調査区A区よ      ョン実測。断面除去。
り重機による表土除去作業を開始する。          7.07 土坑調査 (土坑SKl10～ 123)の継続。土坑セクシ

3.18 A区の重機による表土除去終了。中央調査区B区の重      ョン実測。断面除去。
機による表土除去。                  7.08 土坑調査 (土坑SKl19～ 130)の継統。上坑セクシ

3.19 A区・B区の人力による遺構確認作業。             ョン実測。断面除去。

3.22 A区での遺構検出作業を開始する (土坑SK l～ 6)。    7.09 土坑調査 (土坑SK120～ 135)の継続。
3.23 A区での遺構検出作業を継続する (土坑SKl～ 10の   7.10 土坑調査 (土坑SK130～ 140)の継続。
検出作業)。                      7.12 土坑調査 (土坑SK133～ 145)の継続。土坑セクシ

3.24 A区の遺構検出継続 (土坑SK 9～ 20)。             ョン実測。

3.25 A区土坑調査 (上坑SK18～ 35)。 セクション写真撮   7.13 土坑調査 (土坑SK143～ 160)の 継続。土坑セクシ
影 '実測作業。                        ョン実測。

3.26 A区写真撮影。実測作業を行い、遺構検出作業終了。   7.14 土坑調査 (土坑SK150～ 170)の継続。土坑セクシ
B区の遺構検出作業開始。                   ョン実測。

3.29 B区での遺構検出作業継続 (土坑SK36～ 45)。       7.15 土坑調査 (土坑SK160～ 175)の継統。上坑セクシ
330 B区での遺構検出作業継続 (土坑SK42～ 52)。         ョン実測。

331 B区での遺構検出作業を継続する (上坑SK50～ 63を   716 土坑調査 (土坑SK170～ 180)の継統。土坑セクシ
検出する)。                         ョン実測。

401 B区での土坑セクション写真撮影 。実測作業。除去作   717 土坑調査 (土坑SK167～ 180)の継続。上坑セクシ
業。                             ョン実測。

4,02 B区平面実測作業を行う。                720 土坑調査 (土坑SK173～ 185)の継続。土坑セクシ
4,03 B区土坑の平面図測量作業。A区の写真撮影および遺      ョン実測。
物取り上げ作業。                   7.21 土坑調査 (土坑SK183～ 191)の継続。土坑セクシ

4.04 B区写真撮影作業。同じく、B区の遺物取り上げ作業      ョン実測。
を行う。                       7.22 土坑調査 (土坑SK188～ 192)を行う。土坑セクシ

4.06 B区平面図、等高線測量図を実測する。A区平面図・      ョン実測。
エレヴェーション図実測作業。              7.23 土坑調査 (SK190～ 197)の継続。土坑セクション

4.07 A区の平面図・エレヴェーション図・全測図・等高線      実測。
測量図作成。                    7.24土 坑調査 (土坑SK194～ 200)の継続。土坑平面

4,08 A区の重機による埋め戻し作業。 C区の重機による表      図・全景写真撮影。
土除去作業を開始する。                7.26 土坑平面図・エレヴェーション図実測。上坑調査

4.09 B区の重機による埋め戻し作業。 C区の遺構検出作業      (SK195～ 204)を継続。
を行う。                      727 土坑平面図 。エレヴェーション図実測。上坑調査

4.12 C区 の遺構検出作業の継続。                 (SK202～ 210)を継続。

4.13 C区のセクション写真撮影・平面図作業を実施する。    7.28 遺構調査 (SK208～ 217、 風倒木 1)の継続。土坑
4.14 C区のセクションベルト除去作業。 C区の平面図・全      セクション実測。
測図・等高線測量図を実測。              7.29 土坑調査 (SK214～ 222)の継続。土坑の発掘調査

4.15 C区の埋め戻し作業。発掘機材搬出。本日で高ノ倉遺      を終了する。
跡第1次調査を終了する。                730 遺構写真撮影作業を開始する。

731 遺構平面図・エレヴェーション実測作業。遺構写真撮
第 2次調査2004(平成16)年 6月 26日 ～8月 7日             影作業。

626 発掘機材を現場へ搬入する。               802 エレヴェーション図実測。セクション図・全測図測量

628 本日より高ノ倉遺跡第2次調査を開始。重機による表      作業。
上除去作業を始める。                  8.03 遺構平面図を実測し、終了する。エレヴェーション図

6.29 重機による表土除去作業を継続する。              測量作業を行う。

6.30 重機の表土除去継続。人力による遺構精査。確認作業   8.04 エレヴェーション図実測、遺物取り上げ作業を実施し、
を開始する。                         終了する。

7.01 表土除去作業の継続。遺構検出作業を開始する (上坑   8.05 器材搬出作業を行い、午前中で終了する。
SK l・ 10。 11。 17・ 27・ 29・ 73～ 89)。        8.06 重機による調査区の埋め戻し作業を開始する。

7.02 重機による表土除去作業終了。土坑調査 (土坑SK80   8.07 重機による埋め戻し作業を終了し、高ノ倉遺跡第2次
～99)の継続。                       調査の現地作業を完了する。

705 土坑調査 (土坑SK93～ 106)の継続。                                (大 渕淳志)

2
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Fig.1 高ノ倉遺跡発掘区
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第 4節 遺跡の位置と環境
高ノ倉遺跡は常陸大宮市小野字南高倉2167番地外の現養護老人ホーム晏如荘敷地内に所在する。常陸大宮市は

茨城県の北部で、八溝山系から延びた丘陵の先端部にあたり、東に久慈川、西に那珂川といつた県内を代表する二

河川に挟まれ、さらにそのほぽ中央に玉川が流れ、大宮支台を大きく三分している。

本遺跡はJR水郡線常陸大宮駅の南西約4kmの ところにあたり、西端で南流する那珂川の左岸台地上に立地する。

ここは南北幅200mの 幅狭な舌状台地を形成し、那珂川に向かつて突出しているが、台地は那珂川の浸食を激しく

受けていたためか単調な地形を呈し、しかも河川に面する南西端や南東端は急崖する。標高52mでほぼ平坦であ

り、現那珂川との比高差は34.5mで ある。

周辺の台地には、縄文時代から奈良・平安時代の遺跡が多いことで知られている。とくに当市だけではなく、茨

城県を代表する小野天神前遺跡は本遺跡と同じ那珂川水系にあたり、ここから直線距離にして北へ1.7kmに位置す

る。縄文時代早期・中期から晩期を経て、弥生時代までの期間、拠点的な集落を形成する。なかでも弥生時代中期

の再葬墓の存在については特筆される。さて、縄文時代については40ヶ 所を越える遺跡が存在する。なかでも当

遺跡と同時期の拠点的集落が多く、玉川左岸の坪井上遺跡は平成 5年に発掘調査が実施され、竪穴住居跡 8軒、土

坑43基が検出された。またそれ以前の昭和59年 に調査された梶巾遺跡でも土坑16基、平成 2年の諏訪台遺跡では

堅穴住居跡 1軒に土坑13基が検出されている。これら3遺跡における土坑はいずれもフラスコ状もしくは袋状を

呈している。そのほか当遺跡の南側 2kmで同じ那珂川水系に接する小場八幡山遺跡や玉川水系に接する若林A遺

跡が知られており、この那珂川、久慈川両河川に挟まれた大宮支台は縄文時代中期中棄から後葉にかけて広範囲の

拠点的集落を形成しており、これらの遺跡群の関わりが注目される。

(小川和博・大渕淳志)
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Fig。4 高ノ倉遺跡遺構配置図



第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

第 1節 概要
高ノ倉遺跡は縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良・平安時代の複合遺跡として知られているが、今回の第 1次、

2次調査ともに、主体は縄文時代中期中葉から後葉の時期にほぼ限定されている。わずかに平安時代の遺構として

竪穴住居跡を 1軒調査したものの、集落跡としての構成は確認できなかった。あくまでも主体は縄文時代で、検出

された遺構はすべて土坑である。その数は223基にのぽり、形態的にみると大半が円形系で、断面形の種類として

フラスコ状、袋状、円筒状のほかに、方形や長方形の箱型も数基確認された。これらは今回の調査区のすべてに分

布し、空間部がまったく見られないことから、群集土坑群のほぼ中心部に当たった考えられる。またこれら土坑群

からは縄文土器をはじめ多量の遺物が出土している。縄文土器のほかに、石器類 (石鏃、石錐、石匙、石皿、磨石

類)がある。時期は阿玉台 Ia式から加曽利E3式までで、大木 7b式、 8a式 、 8b式 のほか、勝坂Ⅲ式や火焔
土器、七朗内Ⅱ群等その種類は豊富である。これらは絶対的に資料が不足している茨城県北部における中期中葉か

ら後葉にかけて形成された大集落の一端を垣間見ることができた意義は大きい。

第 2節 遺構
1)縄文時代の土坑

土坑SK01(F ig.5・ 6)

調査区 1次 A区に位置する。SK02と SK07を切っている。径269× 332cm、 長軸方向をN-82° ―Eに とる楕

円形。深さ99cmを測り、壁面は外傾する円筒形。底面はほぼ平坦で東壁際にサイ ドピット1本 (Pl)、 径20× 28

cm、 深さ19cmの円形。覆土は5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期・大木 8b式の上器と磨石が出土。

土坑SK02(F ig.5 ・ 6)

調査区 1次A区に位置する。上面径229× 260cm、 長軸方向をN-83° ―Eに とり楕円形を呈する。深さ41cn

を測り、壁面は外傾する円筒形。底面は平坦で内部施設としてサイドポケットとサイ ドピット2本検出された。 P

lは、北東壁際径90× 125cm、 深さ23cmの精円形。 P2は、北西壁際径31× 35cm、 深さ34cmの 円形。 P3は、南壁

際径15× 15cm、 深さ20clllの 円形。覆土は2層からなる自然堆積である。本跡は北東側でSK01、 南東側でSK07、

南側でSK06を切っている。遺物は縄文中期 。大木 8b式。

土坑SK03(F ig.5)

調査区 1次 A区に位置する。上面径240× 246cmの 円形を呈する。深さ43cmを測り、壁面は外傾する円筒形。底

面は平坦で内部施設としてサイ ドピット2本検出された。 Plは、北壁際径16× 16cm、 深さ22cmの 円形。 P2は、

北東壁際径 18× 20cm、 深さ28cmの 円形。覆土は2層からなる自然堆積である。本跡は北側でSK06、 東側で

SK04,05を切っている。遺物は縄文中期 。大木 8b式の土器と打製石斧が覆土から出土した。

■ttSK04(F ig.5)

調査区 1次 A区に位置する。上面径210× 228cmの円形を呈する。深さ19.5cmを 測 り、壁面は外傾する円筒形。

底面は平坦である。覆土は2層からなる自然堆積である。本跡は西側で S K03に よって切られ、北西側でSK06、

南側でSK05を切っている。遺物は縄文中期 。大木 8b式の上器片が覆土から出土した。

土塊SK05(F ig.5 ・ 6)

調査区 1次A区に位置する。確認面上面径122× 195cm、 長軸方向をN-34° 一Wに とる楕円形。深さ1 3cmを

測り、壁面は外傾する円筒形。覆土は1層からなる自然堆積。北側でSK03・ 04に よって切られている。図示でき

る遺物は出土していない。

■ttSK08(F ig.6)
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1にぶい責掲色土(10YR5/4)

Fig.5 土坑SK01、  02、  03、  04、  05、  06、  07

SK05
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調査区 1次 A区に位置する。北側を上坑SK09、 35によって大半を切られ、南側の一部が撹乱を受けている。上

面径 (254)× (212)cm、 底面径 (235)× (180)cm、 長軸方向をN-58° 一Eに とる楕円形。深さ1 5cmを測り、壁面

は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。本跡は北側がSK09。 35によって切ら

れている。遺物は縄文中期 。大木 8b式の土器片が覆土から出土した。

■ttSK09(F ig.6)

調査区 1次 A区に位置する。北側をSK87に より切られている。上面径213× 170cmの 不正円形。深さ27cmを測

り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期 。大木 8b式

の土器片が覆土から出土した。

上坑SK10(F ig.6)

調査区 1次A区に位置する。北側をSK87により切られている。上面径213× 170cmの 不正円形。深さ27clllを測

り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期・大木 8b式

の上器片が覆土から出土した。

■lttSKll(F ig.7)

調査区 1次A区に位置する。上面径181× 2 14cmの 円形。深さ24cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる袋状。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが西壁際lヶ所検出された。径48× 57cm、 深さ46clllの 円形である。

覆土は自然堆積である。本跡は南側がSK16によって切られている。遺物は縄文中期 。大木8a式の上器片が出土。

主JttSK12(F ig.8)

調査区 1次 A区に位置する。上面径230× 231cmの 円形。底面が全周外側に張り出したフラスコ状で、深さ81cm

を測 り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 4層からなる自然堆積である。本跡は南側で

SK13に切られている。遺物は縄文中期・大木 8a式を中心に多量の土器と石皿が出土した。

土坑SK13(F ig.8)

調査区 1次A区に位置する。上面径204X225cmの 円形。底面が南側に張り出した袋状で、深さ58.5cmを 測 り、

壁面は垂直して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 5層からなる自然堆積である。本跡は北側がSK12によっ

て切られ、西側でSK22を切つている。遺物は縄文中期・加曽利El式の土器片と石器が覆土から出土した。

■ttSK1 4 (F ig.8)

調査区 1次A区に位置する。北側でSK22に切られている。上面径250cmの円形。深さ1 9cmを測り、壁面は外傾

して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期・加曽利El式

の上器片と石器が覆土から出土した。

■ttSK15(F ig.8)

調査区 1次 A区に位置する。西側でSK34を切つて構築している。確認面上面径147× 170cmの 円形。深さ24cm

を測り、壁面は内傾して立ち上がる袋状。底面は平坦で、覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の上器と石器が

覆土から出土した。

■ttSK16(F ig.7)

調査区1次 A区に位置する。上面径139× 248cmの円形。底面が外側に張り出した袋状で、深さ40cmを測り、壁

面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設としてサイ ドピット2本検出された。西壁際が径63× 70cm、 深

さ35clllの円形。北東壁際が径25× 3 1cm、 深さ17.5cmの 円形。覆土は自然堆積である。本跡は北側をSKll切 り、

南側がSK17によって切られている。遺物は縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

■ttSK17(F ig.7)

調査区 1次 A区に位置する。上面径214× 222cmの 円形。底面が西側に張り出した袋状で、深さ45cmを測り、壁

面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが2ヶ 所検出された。 Plが径20× 2 1cm、

深さ22.5cmの 円形。 P2が径30× 34cm、 深さ40.5cmの 円形。覆土は自然堆積である。本跡は北側でSK16、 西側で
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

SK79を切っている。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■1丸SK18(F ig.7)

調査区に位置する。北側が未調査区域に広がっている。上面径146× 214cm、 長軸方向をN-21° 一Wに とる楕

円形。壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所。Plは径30×
30cmの円形で、深さ24cm。 覆土は 2層からなる自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSK1 9 (F ig.7)

調査区 1次 A区に位置する。南東側でSK201こ切られている。上面径152cmの 円形。深さ47cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器が覆土

から出土した。

■ttSK20(F ig.7)

調査区 1次 A区に位置する。北西側でSK19を切って構築している。上面径212× 250cmの楕円形。深さ64c皿を

測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設としてサイ ドピットが 1本所検出された。 Plは

径27× 38clllの 円形で、深さ25cmで ある。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と石器が

覆土から出土した。

■1兒SK21(F ig.9)

調査区 1次 A区に位置する。西側は未調査区域に広がる。確認面径235cmの 円形。底面が東側に張り出した袋状

で、深さ74cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 6層からなる自然堆積である。遺

物は縄文中期 。大木 8b式の上器片と磨石が覆土から出土した。

土塊SK22(F ig.3)

調査区 1次 A区に位置する。東側でSK13に切られ、南西側でSK14を切って構築している。上面径250× 255clll

の円形。深さ58cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる袋状。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ

所検出された。センタービットPlは径21× 27cmの 円形で、深さ27cmである。覆土は 3層からなる自然堆積であ
る。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSK23(F ig。 9)

調査区 1次 A区に位置する。西側は未調査区域に広がる。確認面径210cmの 円形。底面が東側に張り出したフラ

スコ状で、深さ65cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 7層からなる自然堆積であ

る。遺物は縄文中期 。大木 8b式の土器が覆土から出土した。

土坑SK24(F ig.9)

調査区 1次A区に位置する。東側でSK23を切って構築している。上面径216× 223cmの 円形。深さ76cmを測り、

壁面は内傾して立ち上がる袋状。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 6ヶ所検出された。南側 Plは径

44× 55cmの円形で、深さ35cm。 北側P2は径55× 62cmの 円形で、深さ41cm。 西側 P3は径4958cmの 円形で、深
さ34cm。 サイ ドポケットP4は径32× 95cmの楕円形で、深さ1 3cm。 小ピットP5は径13× 14cmの 円形で、深さ

20cmと P6は径12× 14cmの円形で、深さ14cmである。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期 。大

木 8b式の土器片が覆土から出土した。

上坑SK25 A (F ig。 9)

調査区 1次A区に位置する。南東側でSK26に切られ、SK25 B、 32を切つている。上面径155cmの 円形。深さ

68cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる袋状。底面は平坦である。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は

縄文中期の上器片が覆土から出土した。

■ttSK25 B (F ig.9)

調査区 1次 A区に位置する。南側でSK20、 26に切られている。上面径120cmの 円形。深さ68cmを測り、壁面は

外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。図示できる遺物は出土しなかった。

11
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■ttSK26(F ig.9)

調査区に位置する。東側でSK25。 32、 西側でSK33を切つて構築している。上面径243× 265cmの円形。底面

が南側に張り出した袋状で、深さ88cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦。覆土は 6層からなる自

然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と磨製石斧が覆土から出土した。

土坑SK27(F ig.lo)

調査区 1次 A区に位置する。北東側でSK31を切っている。上面径173X175cmの長軸方向をN-14° 一Eに と

る楕円形。深さ55cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 3本検

出された。南壁際Plは径18× 36cmの 円形で、深さ32cm。 西壁際P2は径30× 44cmの楕円形で、深さ34cm。 北
西壁際P3は径21× 29cmの 円形で、深さ20cm。 覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と石器が覆土か

ら出土した。

■ttSK28(F ig.9)

調査区 1次 A区に位置する。南東側でSK24に切られている。上面径181cmの 円形。深さ52cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。図示できる遺物は出土しなかった。

ユJttSK29(F ig.lo)

調査区 1次 A区に位置する。北西側でSK30を切つて構築している。上面径 183× 230cmで長軸方向をN―

54° 一Eに とり楕円形。深さ56cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設としてサイ ドポケ

ットが 2本検出された。南壁際Plは径48× 59cmの楕円形で、深さ24cmである。北壁際P2は径50× 54cmの 円

形で、深さ43cmである。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と石器が覆土から出土し

た。

土婚 K30(F ig.lo)

調査区 1次 A区に位置する。SK29・ 31に切られている。上面径300cmの 円形。深さ30cmを測り、壁面は内傾し

て立ち上がる袋状。底面は平坦である。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期 。大木 8b式の小破

片が覆土から出土した。

■ttSK31(F ig.lo)

調査区 1次 A区に位置する。南西側でSK27に切られ、東側でSK31を切って構築している。上面径 1 78cmの 円

形。底面が側に張り出したフラスコ状で、深さ64cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆

土は自然堆積である。図示できる遺物は出土しなかった。

土坑SK32(F ig。 9)

調査区 1次 A区に位置する。北側でSK25 Aに切られている。上面径 1 36cmの 円形。深さ34cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。図示できる遺物は出土しなかった。

■ttSK33(F ig.9)

調査区 1次 A区に位置する。東側でSK26に切られ、大半が未調査区域に広がっている。上面径66cmの円形。深

さ41cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる袋状。底面は平坦である。覆土は 2層からなる自然堆積である。図示

できる遺物は出土しなかった。

ユJttSK34(F ig.8)

調査区 1次 A区に位置する。本跡は側でSK09に切られ、南側でSK03を切っている。上面径150× 160cmの 円形。

深さ39clllを 測り、壁面は外傾する円筒形。覆土は 2層からなる自然堆積。図示できる遺物は出土しなかった。

■ttSK35(F ig.6)

調査区 1次 A区に位置する。東側でSK091こ切られ、南側でSK03を切って構築している。上面径150× 160cmの

円形。深さ39cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。

■ttSK36(F ig.11)

14
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調査区 1次 B区に位置する。SK37、 220に切られている。上面径130× 192cmの 円形。深さ45cmを測り、壁面

は外傾して立ち上がる。底面は平坦。覆土は 4層からの自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出上した。

上塊SK37(F ig。 11)

調査区 1次 B区に位置する。南側でSK41に切られている。上面径144× 156cmの 円形。深さ29cmを測り、壁面

は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 2層からなる自然堆積。図示できる遺物は出土しなかった。

■ttSK39(F ig.12)

調査区 1次 B区に位置する。東側でSK38を切って構築している。上面径206× 235cmの円形。底面が全周外側

に突出したフラスコ状で、深さ74cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 2層からな

る自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出上した。

土坑SK40(F ig。 11)

調査区 1次 B区に位置する。北側の大半をSK41に切られている。上面径300cmの円形。底面が全周外側に突出

したフラスコ状で、深さ1 2cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。

遺物は縄文中期の土器片が覆土から出上した。

上境SK41(F ig. 11)

調査区 1次 B区に位置する。南側でSK40を切って構築している。上面径236× 290cmの円形。底面が全周外側

に突出したフラスコ状で、深さ127cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積で

ある。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK42 (F ig.12)

調査区 1次 B区に位置する。上面径227× 232cmの円形を呈する。底面が南側に張り出したフラスコ状で、深さ

73cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文

中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK43 (F ig。 12)

調査区1次 B区に位置する。北側大半が未調査区域に広がっている。上面径1 89clllの円形。底面が全周して張り

出した袋状で、深さ73cmを測り、壁面はわずかに内傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は5層からなる自然

堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK44 (F ig.13)

調査区 1次 B区に位置する。上面径242× 323cmの 円形。底面が北側に張り出した袋状で、深さ77cmを測り、壁

面は北側が内傾し、南側は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが東側半分に集中し

5ヶ所検出された。北側から時計回りにPlか らP5までの番号を付した。 Plは径22× 22cmの 円形、深さ18cm。

P2は径30× 35cmの楕円形、深さ26cmo P 3は径24× 38cmの楕円形、深さ20cmo P 4は径25× 25cmの 円形、深

さ1lcmo P 5は径25× 25cmの 円形、深さ33cm。 いずれもサイ ドピットである。覆土は 5層からなる自然堆積で

ある。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSK45(F ig。 13)

調査区 1次 B区に位置する。SK29。 31に切られている。上面径300cmの 円形。深さ30cmを測り、壁面は外傾し

て立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は 2層からなる自然堆積。遺物は縄文中期の小破片が 2点出上している。

■ttSK46(F ig.13)

調査区 1次 B区に位置する。上面径180× 184cmの 円形。底面が全周して張り出した袋状で、深さ57cmを測り、

壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で、内部施設はない。覆土は 4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中

期の土器片と石器が 4点覆土から出上した。

土境SK47(F ig.14)

調査区 1次 B区に位置する。上面径206× 224cmの 円形。底面が北側に張り出した袋状で、深さ66cmを測り、壁
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第2節 遺構

面は北側が外傾し、南側は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設はない。覆土は 2層からなる自然堆積であ

る。遺物は縄文中期の土器小片が覆土から出土した。

土塊SK48(F ig.14)

調査区 1次 B区に位置する。東側の一部が未調査区域に広がっている。また南側でSK49によって切られている。

上面径200× 205cm、 底面径214× 214cmの円形。底面が全周して張り出した袋状で、深さ63cmを測り、壁面は内

傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設はない。覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期 。大木8

a式の上器が底面から10cmほど浮いた状態で南壁際に集中して出上していた。

上坑SK49(F ig.14)

調査区 1次 B区に位置する。北東隅でSK48を切って構築されている。上面径216X244cmの 円形。底面が東側

に張り出した袋状で、深さ82.5cmを 測り、壁面は東側が内傾し、北 。南側は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、

覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と石器が覆土から出上した。

■ttSK50(F ig.13)

調査区 1次 B区に位置する。東側の一部が未調査区域に広がっている。上面径215× 238cmの円形。底面が全周

外側に突出したフラスコ状で、深さ55cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設としてサイ

ドピット1本検出された。西壁際に位置し、径33× 44cmの楕円形で、深さ20cmで ある。覆土は 4層からなる自然

堆積である。遺物は縄文中期阿玉台Ⅲ式 。大木8a式の土器が底面から10～ 1 5cmほ ど浮いているものの、東側に

寄って完形もしくは完形に近い 8個体が集中して出土していた。

■ttSK51(F ig.14)

調査区 1次 B区に位置する。南側でSK52によって切られている。上面径218× 265cm、 底面径235× 265cm、 長

軸方向をN-22° 一Eに とる楕円形。底面がわずかに全周して張り出した袋状で、深さ82cmを測り、壁面は内傾

して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが2ヶ所検出された。東側のPlは径45× 50cmの 円

形で、深さ38cm。 西側のP2は径34X38cmの 円形で、深さ21cmで ある。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺

物は縄文中期の大木8b式上器がPl脇から集中して出土している。

ユJttSK52(F ig.14)

調査区 1次 B区に位置する。本跡は北側でSK51および南側でS K54を切っている。上面径220× 235cm、 底面

径222× 249cmの 円形。底面ほぼ全周外側に突出したフラスコ状で、深度さ81cmを測り、壁面は内傾して立ち上が

る。覆土は3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期阿玉台Ⅲ式、大木8a式の土器 1～ 3の 3個体が北から

東壁際に沿つて底面から20cmほ ど浮いた覆土から、また石器として石皿と磨石も覆土から出土している。

■ttSK53(F ig.15)

調査区 1次 B区に位置する。北側でSK571こよって切られ、南側は未調査区域に広がつている。上面径223cmの

円形。底面が東側に張り出した袋状で、深さ42cmを測り、壁面は東壁が内傾し、西側は外傾して立ち上がる。覆

土は2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期大木8a式の完形土器が西壁際で33cm浮いた覆土から出土した。

■ttSK54(F ig.15)

調査区 1次 B区に位置する。北側でSK52に切られ、南側でSK55を切つている。上面径265× 298cmの 円形。底

面がわずかに西側に張り出した袋状で、深さ59cmを測り、壁面は西側が内傾し、東側は外傾して立ち上がる。覆

土は6層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK55(F ig.15)

調査区 1次 B区に位置する。北側でSK54、 南側でSK571こ切られている。上面径189× (200)cmの 円形を呈する。

深さ34cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒状である。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中

期の上器片が覆土から出土した。

■ttSK56(F ig.16)

20
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

調査区 1次 B区に位置する。南西側にSK63を切られている。上面径234cmの円形。底面が北側に張り出した袋

状で、深さ95cmを測り、壁面は北側が内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 3層からなる自然堆積で

ある。遺物は縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

■ttSK57(F ig.15)

調査区 1次 B区に位置する。北側でSK55、 南側でSK53を切っている。上面径215× 237cmの 円形。底面が全周

外側に突出したフラスコ状で、深さ11lcmを測り、壁面は大きく内傾して立ち上がる。覆土は 3層からなる自然堆

積である。遺物は縄文中期の上器と石器が覆土から出土した。

上塊SK58(F ig.15)

調査区 1次 B区に位置する。西側で風倒木痕に切られている。上面径228× 285cmの円形。底面が全周外側に突

出したフラスコ状で、深さ85cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 5層からなる自

然堆積である。遺物は縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

■ittSK59(F ig。 16)

調査区 1次 C区に位置する。SK61に切られ、SK62を切っている。上面径300cmの円形。深さ52cmを測り、壁

面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は 2層からなる自然堆積。遺物は縄文中期の土器が覆土から出

土した。

■JえSK60(F ig.16)

調査区 1次 C区に位置する。南側でSK63に切られている。上面径220× 272cmの円形。底面が南側に張り出し

たフラスコ状で、深109cmを測り、南壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 9層からなる自然堆

積である。遺物は縄文中期・阿玉台Ⅳ式 。大木8b式の土器片が覆土から出土した。

■ttSK61(F ig.16)

調査区1次 C区に位置する。北側でSK63に切られ、南側でSK59を切って構築している。上面径233× 235cmの

円形。底面が全周外側に突出したフラスコ状で、深さ119cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦であ

る。覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期・大木8b式・火焔系の土器と石器が覆土から出土した。

■ttSK62(F ig.16)

調査区 1次 C区に位置する。SK59に 切られ、南側は半分が未調査区域に広がっている。上面径300cmの 円形。

深さ72cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は 4層からなる自然堆積である。

遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSK63(Fig.16)

調査区 1次 A区に位置する。SK56、 60、 61を切っている。上面径265× 335c皿、長軸方向をN-87° ―Wに と

る楕円形。深さ60cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は 3層からなる自然堆

積である。遺物は縄文中期大木8b式の土器と石器が覆土から出土した。

■1虎SK64(F ig.17)

調査区 1次 C区に位置する。東側でSK66を切っている。上面径192× 199cmの 円形。深さ80.5cmを 測り、壁面

はほぼ垂直気味に立ち上がる。底面は平坦で内部施設としてセンターピットが 1本検出された。中央やや西寄りに

位置し、径16× 22cmの構円形で、深さ16cm。 覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆

土から出土した。

■ttSK65(F ig.16)

調査区 1次 C区に位置する。南側の大半は未調査区域に広がっている。上面径2 17cmの 円形。深さ56cmを測り、

壁面は内傾して立ち上がる。覆土は 7層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSK66(F ig.16)

調査区 1次 C区に位置する。西側でSK64に切られ、東側は未調査区域に広がっている。上面径184cmの 略方形

23
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を呈する。深さ57cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる袋状。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄

文中期の上器片が覆土から出上した。

■ttSK67(F ig.16)

調査区 1次 C区に位置する。北東側でSK68を 切って構築され、南西側は未調査区域に広がっている。上面径

239cmの円形。円筒状底面で、深さ46cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。覆土は 2層からなる自然堆積であ

る。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出上した。

■ttSK68(F ig.17)

調査区 1次 C区に位置する。北東側でSK67に切られ、東側役1/3は未調査区域に広がっている。上面径230cm

の円形。底面が南側に大きく張り出した袋状で、深さ79.5cmを測り、壁面は南側が内傾し、北側は垂直気味に立ち

上がる。覆土は 6層からなる自然堆積である。図示できる遺物は出土しなかった。

■ittSK69(F ig.18)

調査区 1次 C区に位置する。東側でSK70に切られ、南側が未調査区域に広がっている。上面径164cm、 底面径

202cmの 円形。底面が全周外側に突出したフラスコ状で、深114cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平

坦で内部施設として柱穴状掘り込みが2ヶ 所。南側Plは径38cmの 円形で、深さ2 1cm。 北側P2は径20cmの 円形
で、深さ15cm。 覆土は 7層からなる自然堆積。遺物は縄文中期大木8b式の土器と石器が覆土から出上した。

■ttSK70(F ig.18)

調査区 1次 C区に位置する。西側でSK69を切り、南側が未調査区域に広がっている。上面径140cmの 円形を呈

する。深さ1 3cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は黒褐色土の単一層からなる自然

堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

土坑SK71(F ig.18)

調査区 1次 C区に位置する。南側が未調査区域に広がっている。上面径213cmの方形を呈する。深さ125cmを 測

り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 7層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器

片が覆土から出土した。

■ttSK72(F ig.18)

調査区 1次 C区に位置する。南側が未調査区域に広がっている。上面径220cmの 円形。底面が北側に張り出した

袋状で、深さ69cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 9層からなる自然堆積である。

遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSK73(F ig.18)

調査区 2次 A区に位置する。北東側でSK74に切られている。上面径186× 197cmの 円形。深35cmを測り、壁面

は垂直気味に立ち上がる袋状。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■FASK74(F ig。 18)

調査区 2次 A区に位置する。西側でSK73を切っている。上面径190× 205cmの円形。深さ35cmを測り、壁面は

外傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

ユJttSK75(F ig.19)

調査区 2次 A区に位置する。東側でSK76を切っている。上面径159× 173cmの 円形。深さ20cmを測り、壁面は

外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSK76(F ig。 19)

調査区に 2次A区位置する。SK75、 781こ切られている。上面径196× 232clll、 N-67° 一Eをとる楕円形。深

さ1 2cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出さ

れた。 Plは径27× 28cmの円形で、深さ26cm。 覆土は自然堆積である。図示できる遺物は出土していない。
■ttSK77(F ig.19)

26
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

調査区 2次 A区に位置する。本跡は3/4を保存区域に広がっている。深さ35clllを 測り、壁面は内傾して立ち上

がるフラスコ状。底面は平坦。覆土は 2層からなる自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSK78(F ig.19)

調査区 2次 A区に位置する。西側でSK76を切り、一部保存区域に広がっている。上面径267cmの円形。底面が

全面に張り出した袋状で、深さ5 1cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積で

ある。遺物は縄文中期の上器が覆土から出上した。

■ttSK79(F ig.7)

調査区 2次 A区に位置する。西側でSK17に切られ、東側が未調査区域に広がつている。上面径267cmの 円形。

底面が全面に張り出した袋状で、深さ5 1cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 3層

からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

■ttSK80 (F ig。 19)

調査区 2次A区に位置する。上面径211× 216cmの円形。深さ1 7cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる袋状。底

面は平坦で、覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

kttSK81(F ig.19)

調査区 2次 A区に位置する。南側でSK83を切っている。上面径240× 250cmの円形。深さ24cmを測り、壁面は

外傾して立ち上がる。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片と石器が覆土から出土した。

上坑SK82 (F ig.20)

調査区 2次 A区に位置する。上面径196× 222cmの 円形。深さ36cmを測り、壁面は外傾して立ち上がり、底面は

平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土塊SK83(F ig.19)

調査区 2次 A区に位置する。南側でSK811こ切られている。上面径236× 250cmの円形。底面が北東側に張り出

したフラスコ状で、深さ56cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。

遺物は縄文中期阿玉台 Ib式・大木7b式の土器と石器が覆土から出土した。

上坑SK84 (F ig.20)

調査区 2次 A区に位置する。上面径217× 220cmの 円形。底面が南東側にわずかに張り出した袋状で、深さ22cm

を測り、南東壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片と

石器が覆土から出土した。

上坑SK85 (F ig。20)

調査区 2次 A区に位置する。上面径60× 75cmの 円形。深さ52cmを測り、壁面は内傾して立ち上がり、底面は平

坦な袋状である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK86 (F ig.20)

調査区 2次A区に位置する。上面径121× 130cmの 円形。深さ23clllを 測る円筒形。底面は平坦である。覆土は自

然堆積である。図示できる遺物は出上しなかった。

ユJえSK87(F ig.6)

調査区 1次 A区に位置する。東側を未調査区域に一部広がる。上面径210× 205cmの 円形。深さ26clllを 測り、壁

面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが4ヶ所検出された。 Plは、北壁

際径27× 41cm、 深さ3 1cmの楕円形。 P2は、北壁際径59× 66cm、 深さ33cmo P 3は 、西側径26× 26cm、 深さ35

cmの円形。 P4は、南壁際径75× (53)cm、 深さ44cmの 円形。覆土は自然堆積である。本跡は南側でSK10を切つて

いる。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK88 (F ig.20・ 21)

調査区 2次 A区に位置する。北西側でSK126に 切られている。上面径175cmの 円形。深42cmを 測り、壁面は外
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第2節 遺構

傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱六状掘り込みが 2ヶ所検出された。Plは径24cmの 円形で、

深さ13cmo P2は 径30cmの円形で、深さ14cm。 覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSK89(F ig.21)

調査区 2次 A区に位置する。上面径95× 1 12cmの 円形。深さ63cmを測る。遺物は縄文中期の土器片が覆土から

出土した。

■ttSK90(F ig.21)

調査区 2次 A区に位置する。上面径100× 102cmの 円形。深さ78例を測る。遺物は縄文中期の土器片が覆土から

出土した。

土坑SK91(F ig.22)

調査区 2次 A区に位置する。上面径 124× 175cm、 長軸方向をN-59° 一Eに とる楕円形。深さ1 0cmを 測り、

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みがlヶ所検出された。 Plは径24× 28cmの 円形で、深さ32cmで ある。

図示できる遺物は出土しなかった。

土坑SK92 (F ig.22)

調査区 2次 A区に位置する。西側を見調査区域に広がる。上面径190cmの 円形。深さ1 3cmを測り、壁面は外傾

して立ち上がる袋状。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所。 Plは径28× 33cmの 円形で、深さ

24cmo P2は径35X44cmの円形で、深さ34cm。 覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK93 (F ig.22)

調査区 2次A区に位置する。東側でSK94を切って構築している。上面径189cmの 円形。深さ1 2cmを測り、底面

は平坦で内部施設としてセンターピットとサイ ドポケットの 2ヶ所。Plは径60× 7 7cmの 精円形で、深さ 3 cm。

P2は径19X31cmの 楕円形で、深さ46cm。 覆土は自然堆積である。図示できる遺物は出土しなかった。

上坑SK94 (F ig。22)

調査区 2次A区に位置する。西側でSK93に切られている。上面径256× 264cm、 底面径271× 274cmの 円形。底

面が全面外側に突出したフラスコ状で、深さ52cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土

は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器と石棒が覆土から出土した。

土坑SK95 (F ig.22)

調査区 2次 C区に位置する。南西側でSK96に切られている。上面径207× 224cmの 円形。深さ23cmを測り、壁

面は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土はにぶい黄褐色土の単一層からなる自然堆積である。遺物は縄

文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK96 (F ig.22)

調査区 2次 C区に位置する。北東側でSK95を切っている。上面径205× 226cmの円形。深さ33cmを測り、壁面

は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、内部施設として東壁際に柱穴状掘り込みが lヶ 所検出された。Plは径
84× 88cmの円形で、深さ52cmである。覆土は 3層からなる自然堆積である。図示できる遺物は出土しなかった。

土坑SK97 (F ig.23)

調査区 2次 C区に位置する。南側が未調査区域に広がる。上面径 1 97cmの 円形。深さ19cmを測り、壁面は外傾

して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期・大木 8b式の土器片が覆土から出上した。

土坑SK98 (F ig。23)

調査区 2次 C区に位置する。上面径237× 256cmの円形。深さ35cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。 Plは径48× 6 1cmの楕円形で、深さ39cmであ

る。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK99 (F ig.23)

調査区 2次 C区に位置する。西側でSK100を 切り、大半は南側未調査区域に広がっている。上面径 163cmの 円

32
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形。深さ23cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。図示でき

る遺物は出土しなかった。

土坑SK100 (F ig.23)

調査区 2次 C区に位置する。西側でSK100に 切られ、東側の一部が未調査区域に広がっている。上面径190×

210cm、 底面径255× 256cmの 円形。底面が全周外側に突出したフラスコ状で、深さ84cmを測り、壁面は内傾して

立ち上がる。底面は平坦。覆土は 4層からなる自然堆積。遺物は縄文中期の土器片と石器が覆土から出土した。

上坑SK101(F ig.24・ 25)

調査区 2次 C区に位置する。上面径170× 2 13cm、 底面径317× 318cmの円形。底面が外側に突出したフラスコ

状で、深さ104cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 4層からなる自然堆積である。

遺物は縄文中期の上器片が覆土から出上した。

上塊SK102 (F ig.24・ 25)

調査区 2次 C区に位置する。上面径80× 95cmの 円形。深さ22cmを測る。遺物は縄文中期・浅鉢の胴部破片が覆

土から出土した。

土坑SK103 (F ig.24!25)

調査区 2次 C区に位置する。西側でSK104に切られている。上面径166cmの 円形。深さ20clllを 測り、壁面は外

傾して立ち上がる。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期 。大木 8a式の小破片が覆土から出土した。

上坑SK104 (F ig.24・ 25)

調査区 2次 C区に位置する。東側でSK103を切り、西側の大半が未調査区域に広がっている。上面径 193cm、

底径194cmの 円形。深さ26clllを測り、底面がわずかに外側に張り出す袋状で、壁面は内傾して立ち上がる。底面

は平坦である。覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK105 (F ig.24・ 25)

調査区 2次 C区に位置する。南側でSK107を 切っている。また西側半分が未調査区域に広がっている。上面径

285cm、 底径300cmの円形。底面が全周外側に張り出した袋状で、深さ32cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。

底面は平坦である。覆土は 6層からなる自然堆積。遺物は縄文中期の土器片と石器が覆土から出土した。

土坑SK106 (F ig.24・ 25)

調査区 2次 C区に位置する。西側でSKl16に 切られている。上面径2 14cmの 円形。底面が南側に張り出したフ

ラスコ状で、深さ68cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱六状掘り込みがlヶ所

検出された。 Plは径44cmの 円形で、深さ59cm。 覆土は自然堆積。遺物は縄文中期大木8b式の土器が覆土から出

土した。

■ittSK107(F ig.24)

調査区 2次 C区に位置する。北側でSK105と 南側でSKl16に 切られ、西側半分が未調査区域に広がっている。

上面径202cm、 底面径272cmの円形。底面が全面外側に突出したフラスコ状で、深さ1 12cmを測り、壁面は内傾し

て立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 7層からなる自然堆積。遺物は縄文中期の土器が覆土から出上した。

上坑SK108(Fは 23)

調査区 2次 C区に位置する。北側の半分が未調査区域に広がっている。上面径2 10cmの 円形。深さ2cmを測り、

底面は平坦で袋状である。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出上した。

上坑SK109 (F ig.23)

調査区 2次 C区に位置する。上面径86× 90cmの 円形。深さ1 9cmを測り、底面は平坦である。図示できる遺物の

出土はなかった。

■JttSKl 10(F ig.25)

調査区に 2次 C区位置する。北側でSKlllに切られている。上面径217× 250cm、 底面径259× 268cmの円形。
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第2節 遺構

底面が全面に張り出したフラスコ状で、深さ66cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土

は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SKlll(F ig.25)

調査区 2次 C区に位置する。南側でSKl10を 切って構築している。上面径244cmの 円形。底面が東側に張り出

した袋状で、深さ40cmを測り、壁面は一部内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺

物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSKl12(F ig.26)

調査区 2次 C区に位置する。上面径184× 206cm、 底面径184× 230cmの円形。底面が全面外側に突出した袋状

で、深さ57cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺

物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

土坑SKl13(F ig.26)

調査区 2次 C区に位置する。北側の一部が未調査区域に広がっている。上面径230cmの 円形。底面が西側に張り

出した袋状で、深さ39cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺

物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSKl14(F ig.26)

調査区 2次 C区に位置する。上面径195× 210cmの 円形。底面が北側と南側に張り出した袋状で、深さ5 1cmを測

り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器

片が覆土から出土した。

■ttSKl15(F ig.26)

調査区 2次 C区に位置する。西側でSKl17に大半が切られている。上面径104cmの 円形。深さ1 2cmを測り、底

面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SKl16 (F ig.24・ 25)

調査区 2次 C区に位置する。SK106、 107を切り、西側の半分は未調査区域に広がっている。上面径222cmの 円

形。深さ62cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる袋状。底面は平坦である。覆土は 2層からなる自然堆積であ

る。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSKl17(F ig.26)

調査区 2次 C区に位置する。西側でSKl15を切つている。上面径178× 201cmの 円形。底面がほぼ全面に張り出

した袋状で、深さ7 1cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は

縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

土坑SKl18(F ig.26)

調査区 2次 B区に位置する。上面径151× 157cmの 円形を呈する。深さ3 1cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として南側に掘り込みが lヶ所検出された。径80cmの 円形で、深さ33cmで ある。覆土は自

然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

kttSKl19(F ig.27)

調査区 2次 B区に位置する。南側約1/4は未調査区域に広がっている。上面径204cm、 底面径231cmの 円形。底

面が全周外側に突出したフラスコ状で、深さ63cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土

は 4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

土坑SK120(F ig.28)

調査区 2次 B区に位置する。上面径200× 219cm、 底面径196× 2 19cmの 円形。底面が全面外側に張り出したフ

ラスコ状で、深さ57cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は

縄文中期の土器片が覆土から出上した。
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第2節 遺構

■ttSK121(F ig.27)

調査区 2次 B区に位置する。南側でSK122に切られている。上面径156cmの 円形。深さ35clllを測り、壁面は外

傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出上した。

土塊SK122 (F ig。 27)

調査区 2次 B区に位置する。北側でSK121を 切っている。上面径205× 233cmの円形。深さ61cmを測り、壁面

は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK123 (F ig.28)

調査区 2次 B区に位置する。上面径209× 220cmの円形。底面が北側に張り出した袋状で、深さ35cmを測り、壁

面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK124 (F ig.28)

調査区 2次 B区に位置する。上面径193× 21lcmの円形。深さ43cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。

底面は平坦である。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出上した。

土坑SK125(Fは 28・ 29)

調査区 2次 B区に位置する。北東側でSK1331こ切られている。また南側の一部が未調査区域に広がっている。

上面径297cm、 長軸方向をN-25° 一Wに とり隅丸方形を呈する。深さ53cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが中央に lヶ所検出された。センターピットPlは径44× 50clllの 円

形で、深さ47cmで ある。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK126 (F ig.20・ 21)  ′

調査区 2次 B区に位置する。南東側でSK88を切っている。上面径173cmの 円形。深さ1 0cmを測り、底面は平坦

で内部施設として柱穴状掘り込みが2ヶ所検出された。 Plは径57× 59cmの円形で、深さ49cmo P 2は 径26× 30cm

の円形で、深さ28cm。 覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

土切iSK127(F ig.29)

調査区 2次 B区に位置する。大半が未調査区域に広がっている。上面径 1 63cmの 円形。深さ42cmを 測り、底面

は北壁が外側に張り出した袋状で、北壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土はにぶい黄褐色上の単

一層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK123 (F ig.29)

調査区 2次 B区に位置する。上面径175× 222cm、 長軸方向をN-3° 一Eに とる楕円形。深さ31cmを測り、壁

面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK129(F ig.23)

調査区 2次 B区に位置する。西側の大半は未調査区域に広がっている。上面径195cmの 隅丸方形。底面がわずか

に外側に張り出した袋状で、深さ32cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積

である。図示できる遺物出土しなかった。

上坑SK130(F ig.29)

調査区 2次 B区に位置する。上面径217× 230cm、 底面径225× 239cmを測り、円形。底面が西側から南側に張

り出した袋状で、深さ35cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。覆土は 3層 らなる自然堆積である。遺物は縄文

中期大木8b式の土器と石器が覆土から出土した。

■ttSK131(F ig.29)

調査区 2次 B区に位置する。上面径200× 213cmの円形。底面が北側と南側に張り出した袋状で、深さ5 1cmを測

り、壁面は北側と南側が内傾し、東側と西側が外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘

り込みが 2ヶ所検出された。サイ ドピット西側Plは径32× 34cmの 円形で、深さ38cmである。サイ ドピット東側
P2は径32× 45cmの 円形で、深さ27cmで ある。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期大木8b式
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

の土器が南壁際から底面から7cm浮いて出土した。

上坑SK132 (F ig.30)

調査区 2次 B区に位置する。上面径192× 228cm、 底面径232× 264cmの略円形。底面が全周外側に突出したフ

ラスコ状で、深さ108cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期阿玉台Ⅱ・

Ⅲ式・大木8b式の土器が東壁際に集中して出土している。完形の深鉢・浅鉢土器が纏まっていた。

上坑SK133 (F ig.28)

調査区 2次 B区に位置する。北側でSK135、 南西側でSK125を切つている。また東側約半分は未調査区域に広

がる。さらに中央付近は大きな撹乱を受けている。上面径 152cm、 底面径195cmの 円形。底面が全周外側に突出し

たフラスコ状で、深さ52cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦。覆土は 6層からなる自然堆積。遺

物は縄文中期の土器が覆土から出土した。

土坑SK134 (F ig.30・ 38)

調査区 2次 B区に位置する。上面径172X180cmの楕円形でN-5-Eを 指す。深さ49cmを測り、底面がわずか

に外側に突出する袋状で、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検

出された。サイ ドピット南側 Plは径28× 29cmの 円形で、深さ43cmで ある。覆土は 3層からなる自然堆積である。

遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

上坑SK135 (F ig.23)

調査区 2次 B区に位置する。南側でSK133に 切られ、東側半分は未調査区域に広がっている。また上面から南

側にかけて大きな撹乱を受けている。上面径204cmの円形。深さ30cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。

覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器が中央底面から8cm浮いて出土した。

土坑SK136 (F ig.30)

調査区 2次 B区に位置する。北東側でSK141を 切っている。上面径215× 221cmの略円形。深さ39cmを 測り、

壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。南壁際のサ

イ ドピットPlは径29× 55cmの精円形で、深さ29cmで ある。覆土は 4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中

期大木8a式の土器が南壁際で 3個体纏まって出土した。

土坑SK137 (F ig。 20・ 21)

調査区 2次 B区に位置する。北側でSK142に 切られている。上面径163cmの 円形。深さ49cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径42× 49cmの 円形

で、深さ19cmである。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

ユJttSK138(F ig.30)

調査区 2次 B区に位置する。上面径 180× 204cm、 長軸方向をN-50° 一Eに とる楕円形。深さ14cmを測り、

壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが中央付近に 2ヶ所検出された。

Plは径14× 17cmの 円形で、深さ1 5cm。 センターピットであるP2は径30× 36cmの 円形で、深さ8 1cmである。

覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器が覆土から出土した。

土坑SK139 (F ig.20・ 21)

調査区 2次 B区に位置する。北側でSK140を切っている。上面径154× 176clllの 略円形。底面が西側に張り出し

た袋状で、深さ90cmを測り、西壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として南側に柱穴状掘り込み

が 2ヶ所検出された。Plは径76× 87cmの 円形で、深さ27cmo P 2は 径28× 29cmの 円形で、深さ3 1cm。 覆土は 3

層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期有孔鍔付土器や土器片が覆土から出土した。

土坑SK140 (F ig.20・ 21)

調査区 2次 B区に位置する。南側でSK139に切られている。上面径259cm、 底面径295cmの 円形。底面が全面外

側に突出したフラスコ状で、深さ68cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 4層から
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

なる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

■ttSK141(F ig.30)

調査区 2次 B区に位置する。南西側でSK136に切られている。上面径128cmの 円形。深さ1 8cmを測り、壁面は

外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。図示できる遺物は出土しなかった。

土坑SK142 (F ig.20・ 21)

調査区 2次 B区に位置する。SK137、 143を切つて構築している。上面径150× 184cmの 円形。深さ57cmを測り、

壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。 Plは径

50× 65cmの円形で、深さ54cmo P 2は 径36× 56cmの楕円形で、深さ44cmで ある。覆土は自然堆積である。遺物は

縄文中期の土器片が覆土から出上した。

土坑SK143(F ig。20・ 21)

調査区 2次 B区に位置する。南側でSK140、 142に切られている。上面径280cmの 円形。深さ25cmを測り、壁

面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は黒褐色土の単一層からなる自然堆積である。遺物は縄

文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK144 (F ig。 30)

調査区 2次 B区に位置する。北東約半分は未調査区域に広がつている。上面径116cmの 円形。深さ40cmを測り、

壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径60cmの

円形で、深さ59cmである。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK145(F ig.31)

調査区 2次 B区に位置する。南側でSK150を切つている。上面径235clll、 底面径232cmの 円形。底面が南側に張

り出した袋状で、深さ50cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は3層からなる自然堆積

である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出上した。

■ttSK146(F ig.31)

調査区 2次 B区に位置する。上面径280× 302cmの円形。深さ50cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。

底面は平坦である。覆土は 3層からなる自然堆積である。図示できる遺物は出土しなかった。

土坑SK147 (F ig.27)

調査区 2次 B区に位置する。北西側でSK148を 切つている。上面径222X260cmの 円形。深さ46cmを測り、壁

面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK148 (F ig。 27)

調査区 2次 B区に位置する。SK147、 149に切られている。上面径 190cmの 円形。深さ32cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

土坑SK149 (F ig.27)

調査区 2次 B区に位置する。南東側でSK148を切つて構築している。上面径186× 196cm、 底面径224× 233cm

の円形。底面が全周外側に突出したフラスコ状で、深さ42cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦で

ある。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

ユJttSK150(F ig.31)

調査区 2次 B区に位置する。SK146、 152を切つている。上面径252× 255cmの 円形。深さ29cmを測り、壁面は

外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。サイドピットPl

は径39× 41cmの 円形で、深さ24cm。 センターピットP2は径34X36cmの 円形で、深さ28cmで ある。覆土は自然

堆積である。遺物は縄文中期の上器が覆土から出上した。

土塊SK151(F ig.20・ 21)

調査区 2次 B区に位置する。南側でSK143を 切つている。上面径159× 192cmの 円形。深さ47cmを測り、壁面

47
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第2節 遺構

は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。 Plは径29×

34cmの円形で、深さ32cmo P 2は径17× 27cmの楕円形で、深さ26cmである。覆土は 4層からなる自然堆積である。

遺物は縄文中期の土器片が覆土から出上した。

■ttSK152(F ig.31)

調査区 2次 B区に位置する。SK150、 151を切って構築している。上面径233× 234cmの 円形。深さ2 1cnを測り、

壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土塊SK153 (F ig.32)

調査区 2次 B区に位置する。上面径221× 234cmの円形。深さ24cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。センターピットPlは径30× 32cmの 円形で、

深さ33cmである。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK154 (F ig.32)

調査区 2次 B区に位置する。北東側でSK157を 切っている。上面径214× 236cm、 底面径233× 266cnの円形。

底面が全周外側に突出したフラスコ状で、深さ68cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆

土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

上坑SK155 (F ig.32)

調査区 2次 B区に位置する。上面径142× 157cm、 底面径236× 257cmの円形。底面が全周外側に張り出したフ

ラスコ状で、深さ125cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は

縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK156 (F ig.32)

調査区 2次 B区に位置する。上面径205× 226cmの円形。深さ66cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。

底面は平坦である。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期大木8b式上器の上器片が覆土から出土

した。

土塊SK157 (F ig。 32)

調査区 2次 B区に位置する。南西側でSK154に切られている。上面径148cmの 円形。深さ1 3cmを測り、壁面は

外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。図示できる遺物は出上しなかった。

土坑SK158 (F ig。 33)

調査区 2次 B区に位置する。上面径185× 225cm、 長軸方向をN-68° 一Eに とる楕円形。深さ37cmを 測り、

壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

上塊SK159(F ig.33)

調査区 2次 C区に位置する。南側でSK162を 切つている。上面径234× 257cmの円形。深さ34cmを測り、壁面

は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

上坑SK160 (F ig.33)

調査区 2次 C区に位置する。北側でSK161に切られている。上面径180cmの 円形。深さ19cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。Plは径26X32cm

の円形で、深さ29cmo P 2は 径28× 32cmの円形で、深さ40cmで ある。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の

上器片が覆土から出土した。

■ttSK161(F ig.33)

調査区 2次 C区に位置する。南側でSK160を切つて構築している。上面径195× 202cnの円形。深さ12cmを測

り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。図示できる遺物は出土しなかった。

土坑SK162 (F ig.33)

調査区 2次 C区に位置する。北側でSK159に切られている。上面径190cmの 円形。深さ33cmを測り、壁面は外
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

土坑SK163 (F ig。 34)

調査区 2次 C区に位置する。南側でSK164を切って構築している。上面径241× 261cmの 円形。底面は北側がわ

ずかに張り出した袋状で、深さ22cmを測り、壁面は北側が一部内傾するものの、大半は外傾して立ち上がる。底

面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。中央東側 Plは径20× 25cmの精円形で、深さ20

cmである。中央西側P2は径29× 41cmmの楕円形で、深さ44cmで ある。覆土は 3層からなる自然堆積である。遺

物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK164 (F ig.34)

調査区 2次 C区に位置する。北側でSK163に 切られている。上面径 195× 223cmの略円形。深さ3 1cmを測り、

壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。北西壁際に

位置するPlは径45× 47cmの 円形で、深さ20cm。 覆土は 4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片

が覆土から出土した。

土坑SK165 (F ig.33)

調査区2次 C区に位置する。北西側でSK170に切られている。上面径200× 215の 円形。深さ31cmを測り、底

面は外側に張り出す袋状。壁面はわずかに内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は3層からなる自然堆積

である。遺物は縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

上坑SK166 (F ig。 34)

調査区 2次 C区に位置する。南東側の上面をSK169に切られている。また北西側約半分が未調査区域に広がる。

上面径230cm、 底面径261cmを測り、円形を呈する。底面が全周外側に突出したフラスコ状で、深さ65cmを測り、

壁面は内傾して立ち上がる。覆土は 4層からなる自然堆積。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土。

土坑SK167 (F ig.35)

調査区 2次 C区に位置する。SK215を 切つている。北西側約半分が未調査区域に広がっている。上面径 1 59cm

の円形。深さ50cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 1

ヶ所検出された。東壁際に位置するPlは径34× 34cmの円形で、深さ34cmのサイドピットである。覆土は 5層か

らなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK168 (F ig.34)

調査区 2次 C区に位置する。上面径230× 241cmの 円形を呈する。深さ56cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる

円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 4ヶ所検出された。南壁際にPl～ P3は いずれも壁面に

張り出したいわゆる「子ピット」である。南西側Plは径61× 71cmの 円形で、深さ44cmである。南壁際のP2は

径42× 57cmの楕円形で、深さ40clllである。南東壁際のP3は径56× 60cmの 円形で、深さ62cmで ある。覆土は 4

層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

上坑SK169 (F ig.34)

調査区 2次 C区に位置する。北西側でSK166を 切っている。上面径182× 186cmの 円形。深さ38cmを測り、壁

面は外傾して立ち上がる円筒形。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK170 (F ig.33)

調査区 2次 C区に位置する。南東側でSK165の 上面を切っている。また北側約半分が未調査区域に広がつてい

る。上面径203cmの 円形。深さ3 1cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。覆土は 4層からなる自然堆積である。

遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSK171(F ig。 35)

調査区 2次 C区に位置する。北側でSK172に切られている。上面径225cmの円形。深さ26clllを 測り、壁面は外

傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。センターピットでP
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

1は径33× 37cmの円形で、深さ21cm。 覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

土塊SK172(F ig.35)

調査区 2次 C区に位置する。南側でSK171を 切つている。上面径146X162cn、 長軸方向をN-55° 一Wにと

る楕円形。深さ40cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期

の上器片が覆土から出土した。

土坑SK173(F ig.36)

調査区 2次 B区に位置する。東側でSK174に切られている。上面径233cmの円形。深さ37cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。北壁際のPlは径
54× 62cmの 円形で、深さ9 1cm。 西壁際のP2は径69× 89cmの楕円形で、深さ59cmで ある。覆土は自然堆積であ
る。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK174 (F ig.36)

調査区 2次 B区に位置する。北東側でSK175、 西側でSK173を切っている。上面径195× 204cm、 底面径221×

250cmを測り、円形を呈する。底面が全周外側に張り出したフラスコ状で、深さ93cmを測り、壁面は内傾して立

ち上がる。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

ユJttSK175(F ig。 36)

調査区 2次 B区に位置する。東側でSK190と南西側でSK174に切られている。また北西側は柱穴状遺構によっ

て破壊されている。上面径240× 265cmの円形。深さ29cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦

で内部施設として柱穴状掘り込みが 3ヶ所検出された。東壁際のPlは径33× 36cmの 円形で、深さ25cm。 南壁際
のP2は径50× 66cmの楕円形で、深さ35cm。 北壁寄りのP3は径68× 88cmの楕円形で、深さ74cmで ある。覆土

は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土境SK176(F ig.35・ 36)

調査区 2次 C区に位置する。北側でSK177、 179、 南西側で S K182を切っている。上面径205× 223cmの 円形。

深さ40cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として北壁際に柱穴状掘り込みが 1

ヶ所検出された。サイ ドピットPlは径35× 45cmの楕円形で、深さ5 1cmである。覆土は自然堆積である。遺物は

縄文中期の土器片と石器が覆土から出上した。

上塊 S K177 (F ig。 35。 36)

調査区 2次 C区に位置する。東側でSK176、 178に切られている。上面径247cmの円形。深さ1 5clllを測り、壁

面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として西壁際に柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。サイ

ドピットPとは径29×48cmの楕円形で、深さ27cm。 覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土。

上坑SK178 (F ig.35・ 36)

調査区 2次 C区に位置する。南側でSK1761こ 切られ、西側でSK177を切つている。残存は約1/3程で、上面径

16 1cmの 円形。深さ35cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は自然堆積である。遺物

は縄文中期の土器片が出土した。

土坑SK179(F ig.35・ 36)

調査区 2次 C区に位置する。東側でSK185を切っている。上面径180X19 1cm、 底面径205× 208cmを測り、円

形を呈する。底面が全周外側に張り出したフラスコ状で、深さ66cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。覆土は

6層からなる自然堆積。遺物は縄文中期の完形に近い土器が南壁際に接して底面から6cm程浮いて出上した。

土坑SK180(Fほ37)

調査区 2次 B区に位置する。東側で撹乱を受けている。上面径172× 183cm、 底面径190× 209cmを測り、円形

を呈する。底面が全周外側に突出したフラスコ状で、深さ84cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。覆土は 6層

からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の大型土器がほぼ中央の覆土中、底面から1 0cm浮いて出土している。
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第■章 検出された遺構と遺物

■ttSK181(F ig。 37)

調査区 2次 B区に位置する。南側で柱穴状遺構に切られている。上面径189× 197cmの 円形。深さ49cmを測り、

壁面は外傾して立ち上がる円筒形。覆土は 4層からなる自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK182 (F ig.35・ 36)

調査区 2次 C区に位置する。本跡は北側でSK177、 北東側でSK176、 南西側でSK172に切られている。上面径

125cm、 長軸方向をN-1° 一Wに とる楕円形。深さ1 lcmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。覆土は自然堆積

である。図示できる遺物は出土しなかった。

土塊SK183 (F ig.37・ 38)

調査区 2次 C区に位置する。上面径168× 1 97cm、 長軸方向をN-78° 一Eに とる精円形を呈する。深さ44cm

を測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片

と石器が覆土から出土した。

上坑SK184 (F ig.37)

調査区 2次 C区に位置する。南側でSK183に 切られ、北東側は未調査区域に広がっている。上面径246cmの 円

形。深さ34cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は 4層からなる自然堆積であ

る。遺物は縄文中期の上器片と石器が覆土から出土した。

上坑SK185(F ig.35,36)

調査区 2次 C区に位置する。西側でSK179に、東側でSK171に切られている。上面径141cmの 円形。深さ25cm

を測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は褐色土の単一層の自然堆積である。遺物は縄文中

期の上器片が覆土から出土した。

土坑SK186 (F ig.38)

調査区 2次 C区に位置する。上面径183× 220cmの 円形。深さ66cmを測り、西壁面は内傾して立ち上がる。底面

は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 4ヶ所検出された。Plは径42× 50cmの 円形で、深さ33clllo P 2は径

48× 66cmの楕円形で、深さ60cmo P 3は径53× 63cmの 円形で、深さ27cmo P4は 径45× 47cmの 円形で、深さ79

cmである覆土は層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

土坑SK187 (F ig.38)

調査区 2次 C区に位置する。西側半分は未調査区域に広がっている。上面径300cm、 底面径220cm、 長軸方向を

N-52° 一Eにとり精円形を呈する。底面が外側に張り出したフラスコ状で、深さ83cmを測り、壁面は内傾して

立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器が覆土から出土した。

土坑SK188 (F ig.38)

調査区 2次 C区に位置する。南西側でSK192に切られている。上面径204× 235cmの円形。深さ119cmを 測り、

壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は 6層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土

器片が覆土から出土した。

土塊SK189 (F ig.39)

調査区 2次 C区に位置する。SK207に切られ、側でSK208を切うている。上面径 198× 245cm、 長軸方向を

N-13° 一Eに とる楕円形。深さ41cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。覆土は自然堆積である。遺物

は縄文中期の上器と石器が覆土から出土した。

■JttSK190(F ig.36)

調査区 2次 B区に位置する。東側でSK191と 西側でSK175を 切つている。上面径145X17 1cmの 円形。底面が

全周外側に突出したフラスコ状で、深さ120cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。覆土は 4層からなる自然堆積

である。遺物は縄文中期の完形土器が南東壁際の底面から出土した。

■JttSK191(F ig.38)
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1表土
‖表上
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3黄橙色土(10YR8/81
4橙色土(25YR6/8)

Fig。37 土坑 SK180、  181、  183、  184
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

SK186
1黒褐色土(10YR3/2)
2褐色土(10YR4/6)
3黒褐色土(10YR2/2)
4黒褐色土(10YR3/2)

SK187
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本
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Φ
ω

SK187
1.表上
‖表上
1黒褐色土(10YR3/1)
2黒色土(10YR2/1)
3責橙色土(10YR3/働
4橙色土(25YR6/81

SK193
1黒褐色土(lCIYR2/3)
2黒褐色土(10YR2/2)
&暗褐色上(10YR3/3)
4黒褐色土(10YR3/2)
5暗褐色土(10YR3/3)
SK192
6明褐色土(7 5YR5/8)
7黒褐色土(10YR3/2)
8黒褐色土(10YR2/3)
9黒色土(10YR2/1)
SK197
lα 暗褐色土(10YR3/3)
11_黒褐色土(10YR2/2)

SK188

SK188
1黒褐色土(10YR3/1)
2黒色土(10YR2/1)
3黒褐色土(10YR2/3)
4黒褐色土(10YR3/1)
5黒褐色土(10YR2/2)
6黒褐色土(10YR3/2)

Fig.38 土坑SK186、  187、  188、  192、  193、  197
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

調査区 2次 B区に位置する。北西側でSK190に切られ、東側の一部が未調査区域に広がる。上面径181× 234cm、

長軸方向をN-28° 一Wに とる楕円形。深さ28cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。覆土は 3層からな

る自然堆積。遺物は縄文中期の完形土器 1点が北壁に寄って覆土中、底面から24cm浮いて出土している。

土坑SK192 (F ig.lo7)

調査区 2次 C区に位置する。SK188、 197を切って構築している。上面径184× 215cmの 円形。深さ67cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は 4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の

土器片と石器が覆土から出土した。

土坑SK193 (F ig。 38)

調査区 2次 C区に位置する。上面径232× 245cmの円形。深さ48cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。

底面は平坦である。覆土は 5層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK194 (F ig.39)

調査区 2次 C区に位置する。上面径 166× 266cm、 長軸方向をN-37° 一Wに とる楕円形。深さ26cmを 測り、

壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ 所。 Plは径32×43cmの 円形で、

深さ69cmo P 2は 径20× 30cmの円形で、深さ50cm。 覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土。

土坑SK195 (F ig.40)

調査区 2次 C区に位置する。北側でSK209を切つている。上面径276× 295cm、 底面径238× 305cmの円形を呈

する。底面が全周外側に突出したフラスコ状で、深さ11lcmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦であ

る。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

■ttSK196(F ig.41)

調査区 2次 C区に位置する。約半分の北西側は未調査区域に広がる。上面径204cmの 円形。深さ23cmを 測り、

壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器が覆土から出土した。

上坑SK197 (F ig.38)

調査区 2次 C区に位置する。北側でSK1921こ 切られている。確認面上面径230cmの円形。深さ1 9cmを測り、壁

面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器

片が覆土から出上した。

■ttSK198(F ig。 41)

調査区 2次 C区に位置する。上面径200× 254cmの円形。深さ20cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが 2ヶ所検出された。Plは径32× 44clllの円形で、深さ47cmo P 2

は径39× 58cmの楕円形で、深さ68cm。 覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

■ttSK199(F ig.41)

調査区 2次 D区に位置する。上面径263× 270cmの円形。深さ41cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は

平坦で内部施設としてサイドピッと3本検出された。東側Plは径15× 1 6cmの 円形で、深さ35cm。 南側P2は径

20× 23cmの 円形で、深さ48cm。 西側 P3は径35× 38cmの 円形で、深さ37cmで ある。覆土は 5層からなる自然堆

積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK200 (F ig.41)

調査区に 2次 D区位置する。西側の一部が未調査区域に広がる。上面径125cmの 円形。深さ3 1cmを測り、壁面

は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦。覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片と石器が覆土から出土した。

土塊SK201(F ig.42)

調査区 2次 D区に位置する。北西側でSK212を 切っている。上面径269cmの円形。深さ54cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は 4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と石

器が覆土から出土した。
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第2節 遺構

土坑SK202 (F ig.40)

調査区 2次 D区に位置する。西側でSK204を切っている。上面径80× 1 65cm、 長軸方向をN-24° 一Eに とる

長方形。深さ53cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は縄文

中期の土器片と石器が覆土から出土した。

土塊SK203 (F ig。 40・ 42)

調査区 2次 D区に位置する。北側でSK209に切られている。上面径 1 00cmの 円形。深さ22cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

土坑SK204 (F ig.40)

調査区 2次 D区に位置する。SK205、 209を切って構築している。上面径230× 253cm、 底面径275× 297cmの

円形。底面が全周外側に突出したフラスコ状で、深さ9 1cmを 測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦であ

る。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と石器が覆土から出土した。

上坑SK205 (F ig.40)

調査区 2次D区に位置する。南側でSK204に切られている。上面径205cm、 底面径243cmの 円形。底面が全周外

側に突出したフラスコ状で、深さ65cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積

である。遺物は縄文中期の上器が覆土から出土した。

上坑SK206 (F ig.42)

調査区 2次D区に位置する。北側でSK211を切っている。上面径226× 240cm、 底面径259× 263cmの円形。底

面が全周外側に突出したフラスコ状で、深さ80cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土

は 3層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

上坑SK207 (F ig.39)

調査区 2次 D区に位置する。南側でSK189を 切つている。上面径 165X18 1clll、 長軸方向をN-31° 一Eに と

る精円形。深さ41cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが

3ヶ所検出された。センターピットであるPlは径34× 4cmの円形で、深さ73cm。 南壁際のP2は径22× 32cmの

円形で、深さ26cm。 西壁際のP3は径21× 2 1cmの 円形で、深さ1 7cmである。覆土は 4層からなる自然堆積である。

図示できる遺物は出土しなかった。

土塊SK208 (F ig。 39)

調査区 2次 D区に位置する。北西側でSK189に切られている。上面径1 15cmの 円形。深さ1 9cmを測り、壁面は

外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。南壁際に位置する

Plは径31× 35cmの円形で、深さ1 5cm。 覆土は自然堆積。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK209 (F ig。 40)

調査区 2次 D区に位置する。北側でSK204に切られている。上面径235cmの円形。深さ35cmを測り、壁面は外

傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上坑SK210 (F ig.43)

調査区 2次D区に位置する。上面径110× 1 20cmの 円形。深さ36cnを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。

底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。Plは径28cmの 円形で、深さ 6 cmで ある。覆
土は自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

上坑SK211(F ig.42)

調査区 2次 D区に位置する。南側SK206に切られている。上面径190× 224cm、 底面径202X204clllの 円形を呈

する。底面が全周外側に突出したフラスコ状で、深さ72cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦であ

る。覆土は 4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片と石器が覆土から出土した。

上坑SK212(F ig.42)
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Fig.42 土坑SK201、 206、  211、  212、  213、  222
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第2節 遺構

調査区 2次 D区に位置する。東側でSK201を 切り、西側の大半は未調査区域に広がっている。上面径 122cm、

底面径168cmの 円形。底面が北側に突出したフラスコ状で、深さ77cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面

は平坦である。覆土は 4層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。 1～ 7は隆帯

に沿つて角押文が施文される。

上坑SK213(F ig.42)

調査区 2次 D区に位置する。北側でSK222に 切られている。上面径214cmの円形。深さ41cmを 測り、壁面は外

傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦で内部施設として柱穴状掘り込みが lヶ所検出された。 Plは径37×42cm

の円形で、深さ41cm。 覆土は 2層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出上した。

上塊SK214(F ig.43)

調査区 2次 D区に位置する。北・西側の1/4が未調査区域に広がっている。上面径81cmの 円形を呈するものと

推定する。深さ60cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。覆土は 4層からなる自然堆積である。遺物は縄

文中期の土器片が覆土から出土した。

土坑SK215(Fほ 35)

調査区 2次D区に位置する。SK167に切られている。また北側の大半が未調査区域に広がっている。上面径

191cm、 底面径175cmを 測り、円形を呈するものと推定する。底面が東側から南側に大きく張り出したフラスコ状

で、深さ75cmを測り、壁面は東側から南側は内傾し、北東側は大きく外傾して立ち上がる円筒形。覆土は5層から

なる自然堆積である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出土した。

上ウiSK216(F ig.12)

調査区 2次 D区に位置する。東側でSK39を切つている。上面径207× 239cmの円形。底面が全面に張り出した

フラスコ状で、深さ84cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 3層からなる自然堆積

である。遺物は縄文中期の土器片が覆土から出上した。

土坑SK217(F ig.43)

調査区 2次D区に位置する。北側が未調査区域に広がっている。上面径 172cm、 底面径141cmの 円形。底面が西

側に張り出した袋状で、深さ47cmを測り、西壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は 5層からな

る自然堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

上坑SK218(F ig.43)

調査区 2次D区に位置する。北側半分が未調査区域に広がっている。上面径188cmの 円形。底面が全面に張り出

したフラスコ状で、深さ89cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。

遺物は縄文中期の土器と石器が覆土から出土した。

土坑SK219(Fig43)

調査区 2次 D区に位置する。北側半分が未調査区域に広がっている。上面径142cmの 円形。底面が南側に張り出

した袋状で、深さ73cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は

縄文中期の土器片が覆土から出土した。

土塊SK220(F ig.11)

調査区 2次 D区に位置する。南側でSK36を切つて構築している。上面径168X176cmの 円形を呈する。底面が

全面に張り出したフラスコ状で、深さ97cmを測り、壁面は内傾して立ち上がる。底面は平坦である。覆土は自然

堆積である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

土塊SK221(F ig.44)

調査区 2次 D区に位置する。北側で風倒木痕に切られている。上面径233cmの円形。深度さ31cmを測り、壁面

は垂直気味に立ち上がる袋状。底面は平坦である。覆土は自然堆積である。遺物は縄文中期のが覆土から出上した。

上朗蒔K222(Fig42)
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第3節 遺物

調査区 2次 D区に位置する。西側でSK211に切られ、南側でSK213を切っている。上面径240cmの円形。深さ

5 1cnを 測り、壁面は外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は黒褐色土の単一層からなる自然堆積

である。遺物は縄文中期の上器片が覆土から出土した。

上坑SK223 (F ig.43)

調査区 2次D区に位置する。SK218、 219に大半が切らている。上面径45cmの 円形。深さ44cmを測り、壁面は

外傾して立ち上がる円筒形。底面は平坦である。覆土は褐色土の単一層からなる自然堆積である。遺物は縄文中期

の土器片が覆土から出土した。

2)平安時代の住居跡

住居跡SЮl(Fig43)

調査区 2次D区に位置する。少なくとも縄文土坑 3基と重複している。規模は南北2.7m、 東西3.lmの東西に長

い方形を呈している。主軸方位は北壁に設置されているカマ ドの位置からN-55° 一 Eを指す。壁高は北壁のカ

マド付近で10cmを測り、緩やかに外傾して立ち上がる。床面はほぼ平坦であるが、踏み固めは軟弱である。柱穴

は確認できない。カマ ドは北壁ほぼ中央に設置され、壁外に50cmほ ど掘り込んで煙道部としている。カマド構築

材は砂質粘土を主体に袖部を構築している。規模は長さ45cm、 幅101cmで遺存状況は不良である。火床部は円形

に掘り窪め、深さ1 0cmを測る。わずかに焼土粒が残存しているのみである。

遺物は床面直上から土師器 。杯と甕の破片が出上している。平安時代の遺物であり、住居跡の時期も平安時代と

推定され。

(小川 和博)

第 3節 遺物
1)縄文時代の遺物

土坑SK01(Fig45)

1は 3山の波状日縁で背割り隆帯による波状文の大木 8b式。底部は網代痕。 2～ 5は大木 8a式。 6～ 8は大

木 8b式。14は凹孔の磨石。

土坑SK02(F ig.45)

1～ 3のキャリパー形深鉢の頸部は無文帯を有する。大木8b式。

上坑SK03 (F ig。46)

1は背割り隆帯による渦巻文。 3は渦巻隆帯。大木8b式。 9は撥形の打製石斧。

土塊SK04(Fig46)

1は回縁部破片。縄文地文。 2は隆帯が横走する。

土坑SK08(F ig.46)

1～ 3はキャリパー形の深鉢。日縁部区画文内は縦位の沈線を充填する。

上坑SK09(F ig.46)

1はキャリパー形の小型深鉢。背割隆帯による単位文を施す。 2は日縁部破片。微隆帯区画文。

土舛 K10(Fig46)

1はキャリパー形の深鉢胴部破片。縄文地文に 3本単位の懸垂文を垂下させる。

土坑SKll(F ig.46)

1は楕円区画文に 2列の角押文を施す阿玉台Ⅱ式。 2も角押文を施す。いずれもの覆土から出土した。

土坑SK12 (F is灘 7・ 48)

1・ 2は大型の中空把手を有する深鉢。 1の中空把手は正面観 8の字状となり、上部は貫通孔があり、下部は橋
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

状把手となる。孔周縁は渦巻文。日縁部は貼付隆帯による波状文。なお、斜め反対側には眼鏡状把手が付す。 3は

胴部が大きく張り、日縁部はくの字状に外反する。4単位の波状口縁。日縁部は隆帯と沈線の組み合わせよる文様。

頸部に沈線による区画文。胴部は 3本単位の沈線による懸垂文と渦巻文を配する。大木 8b式。 4の 口縁部は縄文

地文に貼付隆帯によるクランク文。 5は円盤状把手。 6は貫通孔を有する把手。 7・ 8は隆帯による波状文。 9は

隆帯による楕円形区画文。11も貫通孔を有する深鉢。日縁部上端は縦位の爪形文を充填する。大木 8a式。19は

波状口縁を有する浅鉢。21・ 23～ 26の底部は網代痕。27は石皿。凹孔を伴う。

■ttSK13(F ig。 48)

1～ 4・ 6～ 8は背割隆帯によるクランク文、渦巻文。 5は 日縁区画内に縦位の沈線文を充填する。大木8b式。

12は敲打と磨痕を併せもつ磨石。

■ttSK1 4 (F ig。 49)

1～ 3は加曽利El式新期の口縁部破片。 6は分銅形の打製石斧。 7は安山岩製の磨石である。

土坑SK15(F ig.49)

1は対峙する 2山の波状口縁の深鉢。日唇部は背割隆帯が全周し、波頂部内面に渦巻文を配する。地文は反撚の

縄LL縄文。 2～ 5はキャリパー形の深鉢。渦巻文を施文する。 8・ 9は磨石。10は円礫の周縁に調整剥離を施す。

■ttSK16(F ig.50)

1は渦巻文を有する深鉢。 3は日縁に多条化沈線を施す。 4は浮線文による大木 8a式。 5は貫通孔のある山形

把手である。 14・ 15は磨石で、14は磨痕と凹孔を伴い、15は中央部に敲打孔と磨痕を伴う

土坑SK17 (F ig.50・ 51)

1は口縁区画内に有節線文によるモチーフを描出する阿玉台 Ib式。 2は蛇行状隆帯を枠状に区画する日縁部。

3は回縁部に沈線による蛇行文や渦巻文を配する。 5は隆帯による区画文と渦巻文を施す。 6は精円形区画文。 7

～ 9は背割隆帯による渦巻文。10は隆帯に押圧を加えている。14は無文の深鉢。 15。 16は浅鉢。いずれも赤彩が

施されている。17の底部は網代痕。

■iえSK18(F ig.51)

1は押圧を加えた隆帯を区画文とする。

■ttSK19(F ig.51)

とは大型の眼鏡状中空把手を有する深鉢。日唇部は把手から連結する背割り状隆帯が巡り、さらに横 S字状隆帯

による橋状突起を有する。また隆帯間には半我竹管状工具による波状文を施す。頸部に平行沈線による区画文間に

波状文を横走させる。大木8b式。 2～ 4はキャリパー形の深鉢。 2・ 3は加曽利El式新期。渦巻区画文に 3本

単位の懸垂文を垂下させる。

■ttSK20(F ig.51)

1は日縁区画文に多条沈線を施す。 2・ 3は長方隆帯区画文に渦巻文が付される。 5は胴部破片。縄文地文に2

条単位の沈線による渦巻文等のモチーフが施されている。

ユJttSK21(F ig.52)

1は押圧を加えた隆帯区画文。大木8a式。 4は軟質砂岩製の磨石。磨痕と凹孔を伴う。

上坑SK22 (F ig.52)                                                        ,

1～ 3は隆帯による区画文に渦巻文が付し、 1は 4本単位の沈線による懸垂文が垂下する。

土塊SK23 (F ig.52)

1は把手である。双頭状の波頂部は半円形を連結させ、精円形の貫通孔を開け、背割隆帯を巡らす。 2は隆帯に

よる渦巻文。 3は波状文を配する。 8～ 10は 2本単位の沈線による渦巻文・波状文を施す。

上坑SK24 (F ig.52)

1の 日縁区画文は貼付隆帯による。 2～ 4は隆帯に沿って沈線が伴う渦巻文・区画文。 5は 日縁端部から沈線文
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が垂下する。 7は胴部破片。櫛歯状による波状条線を垂下させる。

土坑SK25A(F ig.53)

とは日縁部が短く外反し、縦位に結節沈線文を充填する。 4は大型のキャリパー形の深鉢。沈線の沿う隆帯によ

る渦巻文を配する。 5は 日縁部上端部に押圧の加えた隆帯を巡らす。 7は隆帯による渦巻文。 8は胴部破片で、波

状沈線文と隆帯による区画文を施す。11～ 13は縄文地文に2本単位の沈線による懸垂文。16の底部は網代痕。

土坑SK26 (F ig.53)

1・ 2は隆帯に沿って角押文を巡らし区画文とし、区画内に波状沈線を施す。阿玉台Ⅲ式に比定される。 3は波

状口縁で、沈線区画内は無文とする。 8は石英斑岩製の小型磨製石斧。裏面の一部が欠損している。

土塊SK27 (F ig.54)

1・ 2は深鉢の胴部破片。縄文地文に 2本単位の沈線モチーフ。大木 8b式。 5は小型の石皿。凹孔を伴う。 6

は磨痕の伴う磨石。

土坑SK29 (F ig.54)

とは大型のキャリパー形深鉢。沈線の沿う隆帯による区画文。 2は口縁部を無文帯とし、くの字状に外反する。

9は安山岩製の磨石。

土塊SK30 (F ig.54)

1・ 2は小型のキャリパー形の深鉢。隆帯による区画文を施す。 3は爪形文。

上塊SK35 (F ig.54)

1は眼鏡状の中空把手の大木 8a式と 2は波状隆帯の大木 8b式。 3は安山岩製で敲打孔と磨痕を伴う磨石。

土坑SK36 (F ig.54)

1・ 2は沈線の沿う隆帯による区画文を施す。 5～ 9は胴部破片。縄文地文に沈線によるモチーフと磨消懸垂文

を垂下させる。大木8b式。

上坑SK39 (F ig.55)

1は波状口縁の深鉢。沈線による渦巻文。 2・ 3は浅鉢で、楕円形区画に爪形文と三角形刺突文が沿う。 5は日

唇下部に沈線を巡らす。 9は大型の波状口縁をもつ浅鉢。阿玉台Ⅲ式に比定される。

土坑SK40 (F ig.55)

1は浅鉢の日縁部破片。区画内に結節沈線文を縦位に充填する。 3・ 4も無文の浅鉢。

■lttSK41(F ig.55)

1はキャリパー形の深鉢。沈線による渦巻文。加曽利El式。

土坑SK42 (F ig。55)

1は日縁部破片。隆帯に沿って爪形文を巡らし、区画内は条線を充填する。阿玉台Ⅲ式。 2は胴部破片。縦位の

隆帯区画内に沈線文が施される。 3は日縁部破片。隆帯区画内に縦位の沈線を充填する。加曽利El式。 6の底部

は網代痕。

上坑SK43(F ig.55)

1は日縁部破片で、有節沈線文を区画文とする。阿玉台 Ib式。 3は指頭によるヒダ状圧痕が残される。 5は縄

文施文された隆帯が区画文とする。 6は軟質砂岩製の磨石。磨痕のみが観察される。

土坑SK44 (F ig.56)

1は口縁部破片。縄の側面圧痕を施す大木 7b式。 2は押圧を加えた隆帯を巡らす。 4は縄文地文に隆帯による

蛇行、直行懸垂文を垂下させる。 6は日縁部が内湾する鉢形で、赤彩が施されている。補修孔がみられる。

土境SK45 (F ig.56)

1は小型の波状口縁を有するキャリパー形の深鉢。

上坑SK46(F ig.56)
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1は深鉢の胴部破片。頸部は隆帯区画で、RL単節縄文と綾繰文を縦方向に垂下させる。 6は凝灰質砂岩製で方

形を呈した台石。表裏面に凹孔がある。 7～ 9は磨石。 7・ 8に凹孔を有している。

土坑SK47 (F ig.56)

1は断面三角形の隆帯による蛇行文。 3は浅鉢。

土坑SK48 (F ig.56・ 57)

1・ 4は 日唇郡端郡が押圧を加えて波打状となり、隆帯に沿って 1列の爪形文による区画文。 2も隆帯に沿つて

爪形文が施文される。 3は背割り状隆帯が口唇部に巡る。 5は大型の深鉢。日唇部に隆帯による渦巻文 2ヶ 所が連

結し、精円形区画文による突起を作出する。日縁部は背割り状隆帯が巡り、隆帯上に刻みをもつ。頸部は無文帯と

し、直状沈線と波状沈線による多条沈線文の区画文間に鋸歯状沈線文を施文する。大木8a式。 6は橋状把手を有

し、三角状の隆帯区画内は縦位の角押文を充填する。胴部は沈線による弧線文。地文は撚糸文 L。 7は隆帯に沿っ

て沈線が施される。 8。 9。 10は直状沈線と波状沈線による区画文。11は 2列の角押文施文。12は隆帯区画文に

連結して懸垂する。隆帯に沿つて沈線文が施文される。 13・ 14は火焔土器である。13は隆帯区画文に沿つて半我

竹管状工具による渦巻文を施文する。14も 半我竹管による平行沈線文を縦位方向に懸垂する。16は底部破片。17

は粘板岩製の打製石器。両側縁部に調整加工を施す。18は砂岩製の磨石。石皿状の凹面を伴う。

土坑SK49 (F ig.57)

1～ 3はキャリパー形の深鉢。沈線の沿う隆帯による区画文。加曽利El式。 4は隆帯に沿って角押文が施され

ている。阿玉台Ⅲ式。 5は条線を地文に多条沈線を施す。 7・ 8は磨石。 8は表面中央に敲打痕をもつ。

上坑SK50 (F ig.58・ 59)

1は平縁の深鉢。日縁部にM字状の隆帯が貼付られ、日縁下部と隆帯に沿つて 2列の爪形文が巡り区画文とし、

区画内には 2条の波状沈線文が横走する。胴部も隆帯に沿って 2列の爪形文が施され、連結した隆帯が弧線状に貼

り付けられ、やはり隆帯に沿って角押文が施文される。 2は大型の山形把手を4山有する。波頂部は縄文施文の隆

帯によって三角状区画文を配し、隆帯に沿って沈線を施す。日縁部下端は肥厚する顎状をもち、頸部は沈線による

波状文。胴部は隆帯区画文に連結して懸垂文が垂下する。阿玉台Ⅲ式。 3も同様に4山の山形把手。三角状区画文

は波頂部から押圧の加えた隆帯が垂下する。 4は 日唇部が肥厚し、隆帯による渦巻文が 4単位貼付られている。日

縁部下端は押圧を加え、波状を呈している。大木8a式。 5も波状口縁。波頂部に渦巻文が施文される。 6は単節

LR縄文施文の深鉢。 7は底部。隆帯に沿って角押文が施文される。 8は波状日縁の深鉢。日唇部が隆帯による渦

巻文を配する。大木8a式。 9は把手を有する鉢。無文で把手部には三角状の快りが施されている。全面に赤彩が

施されている。 10は 日縁部に沿つて角押文が巡る。11は 山形把手の破片。縄文施文の隆帯による三角状区画文。

隆帯に沿って沈線が施文される。 12・ 21は結節文が垂下する。 13は縄文施文の隆帯。14は連続コの字文。 15は

平行沈線による区画文と懸垂文。17は隆帯上に刻みを施し、隆帯に沿つて平行沈線を施す。18は有節沈線文。19

は隆帯に沿って角押文が施文される。22は隆帯。23は安山岩製の石皿破片。

土坑SK51(F ig.60)

1は眼鏡状の大型中空把手を有する。日縁部に貼付隆帯による波状文を施す。 2は貫通孔のある把手。 3・ 4・

7～ 14は背割隆帯によるクランク文・渦巻文を施す。 3は波状口縁で、波頂部に隆帯による渦巻文を施文する。

15は赤彩が施された浅鉢。 16・ 17の底部は網代痕。21・ 22は磨石。いずれも磨痕とともに凹孔を伴う。

土坑SK52 (F ig.61・ 62)

1は大型の深鉢で、4単位の把手は窓状孔が開く眼鏡状、橋状の組み合わせで、さらに横 S字状の隆帯が施され、

日唇部は背割り状隆帯の下端部は押圧の加えた波打状。日縁部下端は 2列の交互刺突文がによる区画文で、日縁部

は背割り状の隆帯の間に交互刺突文が入り、連結する渦巻文を形成する。部分的に隆帯に沿って角押文が施文され

る。地文は単節LR縄文。 2は隆帯に沿って角押文が施されている。 3は渦状の貼付隆帯による突起をもち、胴部

は沈線による枠状文や弧線文を施文する。 4は 口唇部に刻みが施され、日縁部は S字状隆帯が角押文の施文によっ
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て背割り状となり、さらに角押文による直状文や弧線文を充填する。 5は肥厚する日唇部上に凹線による渦巻文を

もつ。日唇端は刻みが巡り、胴部は羽状縄文が施されている。 6は箱状把手で外面と左右側面からの窓状孔が開け

られている。 7は浅鉢。日唇部に隆帯による枠状文。胴部は単節RLを 1回転単位施文されている。 8の把手は隆

帯に沿って 2列の角押文が渦巻状に施文される。阿玉台Ⅲ式。 9は扇状把手。頂部から隆帯を垂下させ、両側に平

行沈線による三角形枠状文を施す。阿玉台Ⅳ式。15は波状日縁で、日縁部は隆帯と波状隆帯の区画文に添って、

直状沈線と波状沈線の平行沈線文を施文する。阿玉台Ⅳ式。20は波状日縁の把手破片。隆帯区画に沿って平行沈

線文が施される。阿玉台Ⅳ式。21。 22は縄文施文の隆帯に沿って沈線文が施文される。23～ 25は頸部下部に直状

沈線と波状沈線文による区画文。24。 25。 29は枠状文や懸垂文が垂下する。31は蛇行する櫛歯文。32・ 33は浅

鉢。35の底部は網代痕。36は安山岩製の磨石。37は凝灰岩製の石皿。凹孔を伴う。

上坑SK53 (F ig.63)

1は胴部がほぼ直線的に立ち上がり、日縁部で内湾する深鉢。 1単位の突出する把手は内面からは眼鏡状、外面

からは貫通孔を呈し、孔周縁は貼付隆帯による波状文。この把手隆帯に連結して日縁部隆帯が形成され、日縁部区

画文となる。区画内は隆帯にによる波状文、渦状文、渦巻文、枠状文を配する。頸部は半我竹管状工具による平行

沈線文を垂下させ、頸部で波状文を挟む直状文が区画文となり、胴部では直状文、蛇行文、弧線文を懸垂文として

垂下する。大木8a式。 2は 日唇部が刻み日で、爪形文を施文する。 3は背割隆帯によるクランク文。 5。 6は縄

文施文に平行沈線による区画文、枠状文、懸垂文を施す。 7は口唇部が肥厚する波状口縁の浅鉢。

土坑SK54 (F ig.63)

1は日縁部に平行して有節沈線文が巡り、波状沈線文が 2条平行する。 2は口縁部が外反し、隆帯を区画文に半

我竹管状工具による波状文を 2条巡らし、頸部に隆帯区画内に平行沈線による枠状文を垂下させる。 3は 日縁部上

端に縦方向の円形刺突文を施し、押圧隆帯に沿つて爪形文が施される。 4は隆帯区画内に 3列の有節沈線文を巡ら

す。 5。 6・ 8は縄文地文に沈線による区画文、枠状文を施す。 9。 10は浅鉢。

土坑SK55 (F ig.63)

1は口縁部破片。沈線による波状文を横走させる。 2は貼付隆帯による文様。 3は 3本単位の沈線懸垂文を垂下

させる。

上坑SK56 (F ig.64)

1は橋状把手を有し、橋状部および日縁部は角押文による渦巻文、枠状文を施す。 2も橋状把手を有し、背割り

隆帯による枠状区画文。波頂部には貼付隆帯による渦巻文を配する。 3は日縁部にS字状文の背割り隆帯が貼付け

られている。大木 8a式。 4は日縁部が内湾する。単節RL縄文が施文された枠状区画文内の隆帯に沿って 2条の

沈線が巡る。 5は把手破片。円孔と隆帯内には角押文が施文される。 6は波状による貼付隆帯。 7は日唇部下位に

押圧を加えた隆帯を巡らす。 9。 12は同一個体。断面三角形の 2条並行隆帯による区画文と懸垂文。12の底部は

網代痕。 14は刻みが施された隆帯間に爪形文を巡らす。15の底部は網代痕。16は小型の撥形打製石斧。 17・ 18

は磨石。19は凹孔を伴う台石。

土塊SK57 (F ig.65)

とは胴部が直線的に立ち上がり、頸部で屈曲して内湾し、日縁部は外反する。単節LRを縦位施文する。大木8

a式。 2の波頂部は山形状を呈し、円形隆帯上は刻みを施し、隆帯に沿って 2列の角押文を施文。 3は把手で、波

頂部は背割り隆帯によるC字状文。隆帯に沿って 1列の角押文が伴う。 4も 山形突起。波部は眼鏡状の楕円形区画

文をもち、口縁部に沿って 1列の角押文が施文されている。5も波状口縁で、口縁部上端は 3列の角押文を巡らす。

6も波状口縁。日唇部に刻みのある隆帯を施文し、隆帯に沿って 2列の角押文が施されている。 8,10は低い隆

帯による楕円形区画文で、10は櫛歯状工具による波状文。 9は Y字状の隆帯を垂下させ、隆帯に沿つて 1列の角

押文と胴部には爪形文。 11は平行沈線による区画文間に波状文を横走させる。 12は隆帯を垂下させる。隆帯の両

側面はナデ調整が施されている。13は浅鉢の底部破片。14は石皿の破片である。
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第3節 遺物

土坑SK58(F ig.65・ 66)

10は 4単位の波状口縁の深鉢。橋状把手を有する。日縁部に沈線による区画文を配し、縦位の弧状沈線を充填

させる。阿玉台Ⅳ式。 1・ 2は箱状把手をもつ。 1の把手は左右からの貫通孔と垂直方向と正面からの孔があり、

把手上には貼付隆帯による渦巻文が施文されている。 2は左右からの貫通孔があり、把手上には隆帯と沈線による

渦巻文を施す。 3は橋状把手。 4は隆帯による楕円形区画文に沿って円形刺突文を巡らし、縦位の貼付隆帯上にも

連続する円形刺突文を垂下させる。 5は日唇部に刻みを入れ、日縁部上端に 1列の角押文を巡らし、区画内は鋸歯

状の間隔の開く結節沈線文を施す。 6は波状口縁で、横走する波状隆帯に沿って 1列の角押文を施す。 7は背割隆

帯の楕円形区画文内は角押文が施され、頂部に隆帯渦巻文が付される。 8は山形把手。縄文施文の隆帯に沿って沈

線区画を施し、区画内に沈線文を充填させる。 9・ 11は背割り隆帯による楕円形区画文。頸部は多条の直状沈線

文に波状沈線文を間走させる。なお、11の 日唇部下部に角押文が巡る。12は隆帯間に角押文を施す。13は波状口

縁。背割隆帯による区画文。14は 口縁部下に交互刺突文に爪形文が並走する。15は貼付隆帯による波状文。 16は

貼付隆帯による渦巻文と枠状文を配する。17は隆帯に沿って 1列の角押文が施文されている。18は沈線による枠

状区画文内に沈線を横走させる。19は刻みのある突起を縦位に貼り付ける。20は短く立ち上がる口縁部下部に 2

列の三角形刺突文が巡り、頸部に三叉文が配される。勝坂式新期。29は波状口縁の浅鉢。30は石皿。31は安山岩

製の磨製石斧。32・ 33は磨石であるが、33は砥石として使用している。

■ttSK59(F ig.67)

1・ 2は隆帯に沿つて 1列の角押文が施文されている。阿玉台 Ia式。 3は貼付隆帯による横位波状文。 4は 日

縁部が無文で外反し、日縁下に交互刺突文が巡り、突出した渦巻文を有する背割隆帯が区画文となり、区画内に縦

位の沈線文を充填する。中峠タイプ。 5・ 6は沈線の沿う隆帯による枠状区画文。 5は区画内が縦位の沈線文。 6

は円形刺突文。 7は磨消懸垂文を垂下させる。

上坑SK60(F ig.67・ 68)

1は 3山の双頭状を呈する山形把手をもつ。波頂部は隆帯による円形区画文を配し、隆帯区画に沿つて沈線が巡

り、区画内は波状文を施文し、さらに直交するように直状文と蛇行文を垂下させる。波頂部から連結した隆帯は日

縁部で三角状区画文を作出させ、区画内は沈線文で充填する。頸部は無文帯で、胴部は隆帯により区画され、胴部

は沈線の沿う隆帯による渦状垂線を呈し、波状沈線文を施す。阿玉台Ⅳ式。 2は 4山の山形把手を持つ深鉢。波頂

部から平行隆帯が垂下し、日縁部下部で垂直から貫通する橋状突起をもつ。口縁部下部は押圧隆帯が巡る。胴部は

隆帯による蛇行垂線。地文は単節RL縄文。 3は平縁の深鉢で、 4単位のV字状隆帯を貼り付ける。日唇部も肥厚

する。阿玉台Ⅳ式。 4は深鉢の胴部下半の破片。縄文地文に平行沈線による枠状垂線。大木8b式。 5は三角形状

把手。波頂部は円孔を有し、ここから太隆帯が垂下する。 6は中空の眼鏡状把手である。端部は沈線で縁取られ下

位は沈線の沿う隆帯が区画文となる。 8は波状口縁で、日縁部下では幅狭い隆帯による楕円形区画文。 9は口縁部

の背割隆帯上に粘土紐を鋸歯状に貼付る。10は 日縁部に刻みのある小突起が縦位に貼付られている。11は垂直に

穿孔された突起を有する。日唇部および口縁部に角押文が巡る。12は背割隆帯による区画文。13はキャリパー形

の深鉢。沈線の沿う隆帯による渦巻文と枠状区画文の連絡。14は胴部破片。隆帯による楕円形区画文に沿って 1

列の角押文が施文されている。16は無文地に断面三角形の隆帯の区画文と懸垂文。17は浅鉢。日縁部下端は連続

三角形刺突文が巡る。18は無節Lを地文に 3条の沈線文が巡る。19は単節RL縄文を地文に平行沈線による幾何学

文。20は横走する隆帯。21は条線文を垂下する。22は浅鉢の波状口縁。25は網代痕。26は凹孔が並列する磨石。

27は軽石製品で、内面の凹部に擦痕がみられる。

上坑SK61(Fig.68・ 69)

1は深鉢の山形把手。Y字状隆帯が垂下し、隆帯に沿つて 1列の爪形文が施文される。阿玉台正式。 2は連続す

る三角形刺突文を区画文とし、区画内にも充填文させる。勝坂式。 3は隆帯による楕円形区画文。隆帯に沿って 1

列の爪形文を施す。 4。 16は同一個体。 4は日縁部で日唇部は肥厚し、内側に突出する。日縁部上位は半我竹管
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第Π章 検出された遺構と遺物

による平行沈線を巡らし、縦位の 3本の短沈線によって画される。口縁部も平行沈線による文様構成されるが、円

孔 。三角孔を配する。 16の胴部も平行沈線による幾何学文や渦巻文を施し、円孔を伴う。胎土に石英・黒色粒

子 。長石を含む。火焔系土器である。 5は橋状把手を有する深鉢。把手上は背割貼付文を配し、隆帯による区画文

は横沈線文が施されている。 6・ 9は同一個体。波状日縁の深鉢で縄文施文の隆帯は枠状区画を呈し、隆帯に沿つ

て 1列の爪形文を施す。 7は縄文隆帯を区画文とし、平行沈線が沿う。 8は平行沈線によるモチーフ。10は精円

形突起と幅広の背割隆帯を巡らす。 11・ 12は縄文地文に隆帯を区画文と懸垂文として垂下させる。13は波状口縁

を呈する深鉢。三角形区画文の隆帯に沿って 2列の角押文が施文されている。阿玉台Ⅱ式。 14は胴部破片。横走

隆帯に沿って 1列の角押文が施されている。15は隆帯区画に沿って平衡沈線を施文する。17の底部は網代痕。19

は浅鉢の底部。21は安山岩製の磨石。婉状を呈している。

■ttSK6 2 (F ig.69)

1は阿玉台式の円盤状を呈する把手。中央に円孔を施す。 2は背割り状を呈する隆帯による区画文。加曽利El

式。 3は縄文地文に沈線による懸垂文が垂下する。

上坑SK63 (Fig.69・ 70)

1・ 3～ 9・ 11はキャリパー形の深鉢。1は日縁部は貼付隆帯による渦巻文とクランク文を配する。 2は波状日

縁。波頂部は短沈線を施し、日縁部には隆帯に沿って 1列の円形工具による連続刺突文を施文する。 3・ 5は同一

個体。背割れ隆帯による渦巻文に剣先文が連結する。 4・ 6は同一個体。背割隆帯によるクランク文。 9の 日縁部

は上下端が背割隆帯で区画され、区画内は背割隆帯による剣先文と連結する渦巻文やクランク文を配する。10は

V字状隆帯が貼付される。 12は 2列平行する結節沈線文による渦巻文。13は浅鉢。隆帯により弧線文が貼付られ

る。赤彩が施されている。14は安山岩製の凹孔を伴う磨石。15は石棒。凹孔を伴う。16は磨痕と凹孔を伴う磨石。

上坑SK64 (F ig.70・ 71)

とは結節沈線文による区画文内に縦位の結節沈線文を充填する。 2は円形隆帯に沿つて角押文が施文される。 3

は日縁部上端がわずかに外反する縄文施文の深鉢。 4～ 8はキャリパー形の深鉢。沈線の沿う隆帯による渦巻文と

連結する枠状区画文。 8・ 9は縄文地文に沈繰による懸垂文を垂下させる。10は浅鉢。11の底部は網代痕。

主JttSK65(F ig.71)

1は結節沈線による区画文。阿玉台Ⅲ式。 2は胴部破片。縄文地文に 2本単位の沈線によるモチーフ。加曽利E

l式。

土塊SK66(F ig,71)

とは結節沈線文による懸垂文。阿玉台Ⅲ式。 2は無文土器。

■JttSK67(F ig.71)

1は隆帯による渦巻文に沿って角押文を施す。 2は口縁上端で隆帯による波状文を巡らす。連続コの字文を巡ら

す。 3は平行沈線による区画文と懸垂文。 4は単節RL縄文。

土坑SK69 (F ig.71・ 72)

1は頸部で括れ、口縁部は肥厚して外反する。日縁部は沈線による精円形区画文と渦巻文を配し、下部は押圧の

加え波打状となる。頸部は無文帯とする。胴部は 3条の沈線を区画文とし、沈線による横位の区画文に連結する渦

巻文を配する。地文は単節RL縄文。 2～ 6・ 8。 9・ 12・ 14～ 18は加曽利El式のキャリパー形の深鉢。隆帯

による区画文と波状文を施文する。 2は日縁部が隆帯によって区画され、背割隆帯によるクランク文を施す。 7は

回縁部を無文とし、背割れ隆帯による渦巻文に連結する区画文内は弧状沈線が充填する。頸部も無文。 10はキャ

リパー形の深鉢頸部付近の破片。隆帯による区画文で、隆帯上は縄の側面圧痕を施し、胴部は縦位の条線文。11

は頸部付近の深鉢。背割れ隆帯による区画文に平行沈線による直状文と波状文を伴う。 19。 20は浅鉢。20の 回唇

部は内外面に突出する。22は刃部を欠損する磨製石斧。24は絹雲母片岩製の磨製石斧。研磨が十分ではない。23

は肥厚する打製石斧。25。 26は磨石。凹孔を伴う。27は安山岩製石皿の破片。凹孔を伴う。
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Fig。 67 土坑SK59、  60(1)出土遺物
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土塊SK70 (F ig.72)

1は隆帯による区画文。 2～ 4は同一個体。 2本単位の沈線文によるモチーフ。 5は条線文を垂下させる。加曽

利El式。

■ttSK71(F ig.73)

1は V字状隆帯の貼付。 2は波状の把手破片。沈線による楕円形区画文に、波頂部は渦巻文を施文する。 3は 日

縁部に隆帯による幅狭な区画文。地文は単節RL。 4は縄文地文に貼付隆帯による区画文と区画内に波状文が施文

され、下部には背割隆帯による区画文で渦巻文を伴う。 5は貼付の背割隆帯区画文。 6は日縁部を無文とし、交互

刺突文を巡らす。 8は隆帯に沿って 2列の角押文を巡らす。 9も隆帯に沿って 2列の角押文を施す。11は角押文

を垂下させる。

上塊SK72 (F ig.73)

1は大型の箱状把手で、沈線が沿う隆帯に縁取られた孔が外面と両側面には縦方向に 2孔、頂部と内面には 1孔

開けられている。 2・ 6は波状口縁の深鉢。 2は日唇部下端が沈線による波頂部は渦巻文。日縁部上部区画は背割

隆帯によって区画され、渦巻文を伴う。区画内は背割隆帯渦巻文と波状隆帯が連結する。 6は背割隆帯と隆帯によ

る区画文。 3は波状口縁の深鉢。眼鏡状把手をもつ。把手は沈線により渦巻状に縁取られ、頂部と左右から孔が開

く。 4は波状口縁の深鉢で、眼鏡状把手が付く。把手は頂部、内面および左右方向から開けられている。日縁部は

縄文地文に背割隆帯による区画文。

土塊SK73 (F ig.73)

1は撚糸文 Lを地文に半我竹管状工具による平行沈線によるモチーフ。大木 8b式。 2は底部破片。

上坑SK74 (F ig。73)

1は隆帯に沿つて縄の側面圧痕が施されている。

土坑SK75 (F ig.75)

1は波状口縁の山形把手。隆帯に沿って沈線文を施す。区画内は縄文地文に沈線によるは縄文。阿玉台Ⅳ式。

2・ 3は同一個体。隆帯による波状文を区画文とし、貼付隆帯による区画文と懸垂文を施す。大木8a式。

上坑SK77(F ig.74)

1は隆帯に沿つて 1条の角押文による楕円形区画文。 2は 2条の角押文が施されている。阿玉台Ⅱ式。 3は刻め

のある隆帯を垂下させる。 5は凹孔を伴う磨石。

上坑SK78 (F ig。 19・ 74)

1は浅鉢で、隆帯による楕円形区画文内は単節LR縄文施文。 2は貫通孔のある山形把手。日縁部に沿つて角押

文が施され、波頂部は渦巻文が配される。

■ttSK79(F ig.74)

1は単節LR縄文施文の深鉢。

土坑SK80(F ig.75)

1は三角形把手の破片。内面の左右から貫通し、波頂部に背割隆帯による渦巻文を配する。胴部は沈線による区

画文。 2は胴部破片。縄文地文に沈線文を施す。大木 8a式。

土坑SK81(F ig.74)

1は浅鉢の胴部破片。 2は凝灰質砂岩製の多孔石。

土塊SK82 (F ig.75)

1・ 2はY字状隆帯を垂下させる。 3は断面三角形隆帯の貼付。 4は波状口縁で、結節線文による区画内に円形

刺突文を充填する。 5・ 6は爪形文を施文。

土坑SK83 (F ig.75)

1は無文の深鉢。日縁部が僅かに内傾する。底部は網代痕。 2～ 4は日縁郡破片。隆帯区画内に結節沈線文によ

104
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る波状文や曲線文を施す阿玉台正式。 5は 日唇部に刻みを有し、半我竹管状工具による楕円懸垂文。 6は口縁部上

に下方からの刺突文を巡らし、平行沈線による区画文。 7は縄文地文に沈線による区画文。蛇行沈線文を垂下させ

る。 8は押圧を加えた隆帯を区画文とする。 9は断面三角形隆帯による楕円形区画文。10。 11は爪形文。14は 日

縁部に交互刺突文、胴部は縄の側面圧痕を施す大木 7b式。15は有節線文を 1列垂下させる。18は敲打と磨痕を

伴う安山岩製の磨石。

土坑SK84 (F ig.76)

1は日縁部に無節Lが施文されている。 2は波状口縁の深鉢。 3は押圧を加えた隆帯が垂下する阿玉台式。 4は

敲打孔を伴う磨石。

土坑SK8S (F ig.75)

1は磨消沈線が横走する。 2は断面三角形隆帯が垂下する。

上坑SK87(F ig.76)                       ｀

1は日縁部がわずかに外反する無文土器。 2は単節LR縄文。 3は縄文地文に沈線区画文を施す。

上塊SK88 (F igi76)

1は日縁部が肥厚し、日唇部に角押文が巡る。 2は波状日縁。日縁部に沿って 1列の角押文。 4も隆帯に沿って

1列の角押文が施文される。阿玉台 Ib式。 3は縄文施文された隆帯に沿って沈線が施されている。 5は押圧され

た隆帯が垂下し、爪形文が施文されている。

土坑SK89 (F ig.86)

1は縄文地文に半載竹管状工具による平行曲線文。 2は単節RL縄文。

土坑SK90 (F ig.86)

1は沈線の沿う隆帯区画文。加曽利El式。

上坑SK92 (F ig.76)

1は単節LRを地文に平行沈線による曲線文。 2は半我竹管状工具による平行沈線文。大木 8b式。

上坑SK94(F ig.76・ 77)

1は波状口縁。隆帯に沿って 2列の角押文を巡らす。2は Y字状隆帯に沿つて 1列の角押文を施す。3も角押文。

4・ 5は結節沈線による幾何学文、弧線文を施文する。 6は小突起に隆帯による区画文に沿って角押文を巡らす。

7は日縁部がくの字状に外反し、角押文による方形区画文。 8は刻みのある小突起を縦位の区画文とし、枠状の隆

帯区画内は結節沈線によるモチーフ。阿玉台 Ib式。 9は日縁部を無文とし、縄文施文の隆帯区画内は重畳する沈

線文で充填する。10は隆帯区画内に角押文を巡らす。11は縄文地文にV字状隆帯を貼り付ける。12は刻日のある

隆帯。 13・ 15はひだ状の調整痕。 17は石棒。現存の長さ21.36cm、 亀頭の太さ13,76cmを 測る。 18は砂岩製の

磨石。

土坑SK95 (F ig.77)

1は縄文地文に断面三角形の隆帯が貼付られている。 2は浅鉢の胴部破片。

土坑SK97 (F ig.23・ 77)

1は縄文地文に平行沈線による枠状文。 2は隆帯が垂下する。

土坑SK98 (Fi営 .77)

1～ 8・ 10～ 12は加曽利El式のキャリパー形深鉢。 1は 口縁部に渦巻文。胴部は平行沈線による区画文。2

～8は沈線が沿う隆帯区画文。枠状文や渦巻文を施文する。 9。 13は浅鉢。 9は沈線が沿う隆帯による区画文。

10～ 12は縄文地文に沈線文が垂下する。

土坑SK100 (F ig.77・ 78)

1は波状口縁の深鉢。隆帯による三角形区画に沿って爪形文が巡り、区画内は沈線区画に波状沈線が施文されて

いる。阿玉台Ⅲ式。 2は円形隆帯に沿って角押文が施される。 3は隆帯に沿って爪形文が施文される区画文内に三
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第3節 遺物

角形刺突文が充填する。 4はV字状貼付隆帯に、平行沈線による曲線文。 5は眼鏡状に貫通孔のある把手。波頂部

には貼付隆帯による楕円形文や波状文が施文されている。 6は円盤状の把手。日縁部は角押文が巡る。 7・ 8は山

形把手。 7は隆帯区画内に 3列単位の角押文を充填する。 8は 2列の角押文を垂下させる。 9は口縁部が肥厚し、

日唇部に刻みを入れる。10は隆帯区画内が爪形文が充填する。11は 日唇部が肥厚し、角押文による幾何学文。 12

は波状口縁。 2列の隆帯上に押圧が加えられている。13は貼付隆帯による円形文と区画文。日縁部上部は無文帯。

14は隆帯に沿つて 2列の角押文が巡る。15は隆帯に沿って 1列の角押文。16は胴部破片で爪形文。 17・ 18は 2

列の角押文によるモチーフ。19は太隆帯による区画文。20は胴部破片。隆帯区画の上下に波状沈線文。22は縄巻

縄文 Lに Lを左巻きにした原体による施文。の24は有孔軽石製品。中央に両側から穿孔されている。25。 26は砂

岩製の磨石で磨痕と凹孔を伴う。

量lttSK101(F ig.78)

1は日唇部に刻めが入り、角押文によるモチーフ。 2～ 4は隆帯に沿って 1列の角押文が施文される。 5は縄文

地文に弧状の平行沈線。 6は隆帯による楕円形区画文内に結節沈線文を充填する。 7は 3列の角押文。 8は押圧の

加えた隆帯をもつ。

上競おK102(F ig.78)

1は浅鉢胴部の小破片。ヘラナデ整形が施されている。

土塊SK103(Fis78)

1は有節沈線文によるモチーフ。大木 8a式。

土坑SK104 (F ig.79)

1は隆帯による枠状区画文に沿って爪形文が施文される。阿玉台Ⅲ式。 2・ 3は頸部破片。角押文による直状文

で区画し、下位を角押文のモチーフをもつ。 4は波状の条線を横走させ、下位に爪形文を重畳する。

上坑SK105(F ig.79)

1～ 3はキャリパー形の深鉢。 1は波状口縁で、日縁部上端は太沈線による渦巻文。日縁部は背割隆帯による渦

巻文。 2・ 3は同一個体。背割隆帯による区画文に、渦巻文やクランク文が貼付られ、隆帯に沈線が沿う。 8。 9

は磨石。 8はは磨痕と敲打孔。 9は磨痕と敲打痕が伴う。

上坑SK106 (F ig.79)

1はキャリパー形の深鉢。 4単位の波状口縁のうち山形状を呈する 3山が欠損。 1山のみ扁平の橋状把手。日縁

部は橋状把手から背割隆帯による連結した渦巻文と横 S字文に剣先文、縦位の区画文を施し、渦巻文下部に区画文

を垂下させる。顕部は隆帯により区画される。大木 8b式。 2は背割隆帯による渦巻文に剣先文が付く。また渦巻

文の下部に接続して縦位の区画文が貼付られている。 3は浅鉢の頸部破片。沈線による文様が施文されている。

4・ 5は背割隆帯による渦巻文、区画文。7は縄文地文に半我竹管状工具による平行沈線文のモチーフ、懸垂文。

8は無文土器。粗いヘラケズリ調整。 9は隆帯により区画され下部は無文部を有する。加曽利El式。
土塊SK107 (F ig.80)

1～ 4・ 6はキャリパー形の深鉢。沈線が沿う隆帯による渦巻文に、 2は剣先文が伴う。 5は波状日縁で、日縁

に沿つて 2条の沈線間に波状沈線文が巡り、波頂部は刻みが入る。 8～ 10は磨消沈線文が垂下する。 12～ 16は浅

鉢。 12は 日縁部に隆帯による楕円形区画文が配され、隆帯に沿って 2列の角押文と爪形文が巡り、 2列の結節沈

線による鋸歯状文が施される。阿玉台Ⅱ式。 13・ 14は口縁部が内湾する。16の底部は網代痕。

■ttSK108(F ig.80)

1は日唇部に刻みの入った低い扇状把手を有し、隆帯区画文に沿って角押文が施文され、日縁部隆帯上は円形刺

突文が施されている。 2はヒダ状の調整痕がみられる。 3は安山岩製の磨石。

土坑SKl10(F ig.81)

1は楕円形区画文の隆帯に沿って 2列の角押文が施文されている。 2は回唇部が肥厚し、無文土器。 3は隆帯に
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第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

沿って角押文が施文される。 4は V字状貼付文。 5は結節沈線によるモチーフ。

■ttSKlll(F ig.81)

1は隆帯上に縄文施文し、隆帯に沿って爪形文を巡らす阿玉台Ⅲ式。 2・ 3は同一個体。波状日縁で口縁部が肥

厚する。 4は鉢形で、日縁部は折り返し日縁である。

ユJttSKl12(F ig.81)

とは細隆帯による円形文と区画文を施し、細隆帯に沿って沈線を施文する。日縁部上端は有節沈線文を巡らす。

2は波状口縁で口唇部は刻みを有し、また刻みが施された楕円形区画文に沿って 2列の有節沈線を施す。 3は日唇

部に押圧痕を巡らし、日縁部は楕円形の隆帯区画内に沿って爪形文を施し、頸部は楕円形区画文を配する。 4・ 5

は無文土器。6は日縁部上端からV字状貼付文から蛇行隆帯が垂下する。7は頸部破片。連続コの字状文を巡らし、

Y字状隆帯を垂下させる。 9は爪形文。 10は 口縁部の区画文は隆帯を施文する。11は直状隆帯を垂下させ、底部

は網代痕。

■ttSKl13(F ig.81)

1は扇状把手の波頂部から刻みのある小突起を貼付、日唇部および口縁部は角押文が巡る。 2は縄文施文の隆帯

による渦巻文。 3は口唇部を押圧し波状とする。 4は日縁部が肥厚する隆帯が巡り、 3列の角押文が沿う。

■ttSKl14(F ig.81)

1は隆帯による枠状区画文に沿って角押文を施文する。 2は 2列の結節沈線による弧線文。 3は鉢形。日唇部は

押圧による刻みを施し、日縁部下に 1列の角押文を巡らす。

■ttSKl15(F ig.81)

1は頸部付近の破片。隆帯下に 2列の角押文を巡らす。 2は浅鉢の胴部破片。

■ttSKl16(F ig.82)

1はキャリパー形の深鉢。隆帯区画文に沈線が沿う。2は胴部破片。沈線による直状文が懸垂文として垂下する。

上坑SKl17(F ig.82)

1は刻みの有する隆帯楕円形区画文に沿って 2列の角押文が巡る。阿玉台Ⅱ式。 2も隆帯区画文に沿って 2列の

角押文。阿玉台正式。 3は無文土器。 4は口縁部に並行して 2列の角押文が巡る。 5は波状口縁が双頭状を呈し、

背割り状の沈線が入つた小突起が付く。 7は有節沈線にヒダ状の調整痕。 8は 2列の角押文による渦巻文。 9は断

面三角形の隆帯を区画文とし、縄の側面圧痕を施す。12は角押文を巡らす。14は凝灰岩製の多孔石。

主iF■sKl18(F ig.82)

1～ 6はキャリパー形の深鉢。 1は背割隆帯による区画文。 3は貼付隆帯による剣先文が連結する。 6は蛇行隆

帯が垂下し、多条沈線による弧線文。 7・ 8は浅鉢。 8の 口唇部は沈線による渦巻文。

上塊SKl19(F ig.82・ 83)

1は双頭状の突起をもち、隆帯による精円形区画内は 2列の角押文。阿玉台Ⅱ式。 2は波状日縁。波頂部に押圧

を加えた突起が付く。 3は回縁部に沈線の沿う隆帯が巡る。 4は隆帯区画内に有節線文によるモチーフ。 5は 2と

同様の突起を有する。 7は日縁部上端に間隔の開く角押文が巡る。 8は日縁部上下の区画文に角押文が巡り、区画

内も角押文が充填する。 12は 日唇部に刻みを巡らし、日縁部は縦位の有節沈線を充填させ、爪形文で区画する。

14はヒダ状調整痕。15は隆帯による楕円形区画文に沿って 2列の角押文が巡る。18は隆帯に沿つて角押文を施文

する。20・ 21は浅鉢の破片。201ま赤彩が施されている。21は山形状把手の日縁部が肥厚する。25は安山岩製の

磨石。

上坑SK120(F ig.83)

1は日唇部が肥厚する。爪形文による区画文。 2は波状日縁で、小突起を有する。 1列の角押文によるモチーフ。

3は Y字状隆帯を垂下させ、爪形文が施文されている。 5は口唇部に刻みを有し、 3列の角押文が弧線状に施文さ

れている。 8は凹孔を伴う台石。 9。 10は磨石で凹孔を表裏面に伴う。
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土心 K121(Fほ83)

1は日唇部が肥厚する深鉢。平行沈線による区画文。 2は赤彩の施された浅鉢。 3は角押文が巡る。 4も角押文

による弧線文。

土坑SK122 (F ig.84)

1は無文の深鉢。 2は背割隆帯による渦巻文。 3の 日唇部は内削状で、断面三角形の隆帯を貼り付ける。 4は頸

部付近の破片。 3条の沈線文を巡らす。

上坑SK123 (F ig.84)

とは日縁部の突起。角押文が施文されている。 3・ 4は単節LR縄文。

土坑SK124 (F ig.84)

1・ 2は同一個体。単節RL縄文。

上坑SK125 (F ig.84)

とは波状口縁のキャリパー形深鉢。日縁部の上下区画は背割り隆帯。区画内は隆帯による波状文。 2・ 6は同一

個体。背割り隆帯の渦巻文。 3は隆帯渦巻文に沿って平行沈線文が重畳する。 5は口縁部が無文帯で、爪形文によ

る区画文。 7は隆帯が押圧による刻み。 8・ 9は縄文地文に沈線による懸垂文。11は撚糸文 Lを地文に沈繰懸垂

文が垂下する。

土坑SK126(F ig.84)

とは縄文地文に沈線が施文される。 2・ 3は縄文施文。

土坑SK127 (F ig.29・ 84)

とは隆帯区画文に沈線文が施文されている。 2は台形土器の脚部破片。丁寧なミガキが施されている。

上坑SK128 (F ig.84)

1は山形把手の破片。把手郡全面単節RL縄文。口縁部は平行沈線による区画文。阿玉台Ⅳ式。 2は日唇部に刻

みをもち、単節LR縄文。 3は貫通孔を有し、孔周縁は隆帯区画され、隆帯にそって平行沈線が巡る。 4は 2列の

角押文。 5は条線を地文とする。 5は縄文地文に 2条沈線文が垂下する。

上坑SK130 (F ig.85)

1はキャリパー形の深鉢。縄文地文に日縁部に沿って 2列の隆帯が巡り、下位に波状の隆帯が貼付されている。

2は小突起をもつ波状口縁の深鉢。日縁部は上部を角押文、下部を隆帯によって区画し、沈線による渦巻文と角押

文による枠状文が配される。大木8b式。 3は日縁部が内湾する。縄文地文に有節沈線文による枠状文を施文する。

4は日唇部が肥厚する浅鉢。 5・ 6は縄文地文に沈線による渦状文と直状文が垂下する。 7は撚糸文 Lを地文に平

行沈線文と波状沈線文が重畳する。 8は隆帯に沿つて角押文が巡る。 9は撚糸文 Lを地文とする。11は 日唇部が

内湾する浅鉢。

土坑SK131(F ig.85)

とはキャリパー形の深鉢。日縁部は隆帯によって区画され、区画内に隆帯による渦巻文、クランク状文が施され

ている。 2も沈線が沿う隆帯による区画文。 3は区画内に波状沈線文を横走させる。 5・ 6は縄文地文に沈線文に

よる区画文と懸垂文を施す。 5は枠状文内に蛇行沈線文を垂下させる。

土坑SK132 (F ig.86・ 87)

1は胴部が括れた波状口縁の深鉢。 4単位の扇状把手を有し、波頂部には隆帯による円形区画文に 2列の角押文

を巡らし、さらに内側に波状沈線を伴う円形文を配する。頸部は 2列の角押文と2条の波状沈線文を巡らし、地文

は縦位の条線。胴部は角押文が沿う隆帯による渦巻文と蛇行懸垂文を垂下させる。阿玉台Ⅱ式。 2も 4単位の波状

口縁の深鉢で、貫通孔を伴う扇状把手と橋状把手が対峙するように一対有する。波頂部および口縁部は角押文が沿

う隆帯によって区画され、頸部は 1条の波状沈線を巡らし、胴部は 1列の角押文が沿う隆帯による懸垂文が垂下し、

それに連結するように蛇行沈線が垂下する。地文は条線文。阿玉台Ⅲ式。 3は胴部が直立気味に立ち上がり、日縁
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第3節 遺物

部は内湾する。口縁部は 4列の角押文を巡らす。地文は単節LR縄文。 4はキャリパー形の深鉢。日縁部に貼付隆

帯による渦巻文を配する。加曽利El式。 5は波状口縁。日縁部上端から5本単位の櫛歯状工具による蛇行条線を

垂下させる。 6・ 7は日唇部が肥厚し、縄文施文の隆帯となる。 8は日縁部に押圧を加えた隆帯が巡る。 11・ 26

は波状口縁の浅鉢。山形把手の波頂部に刻みを施し、日縁部は凹帯文による渦巻文。12は無節 Lを施文する。14

は山形把手、沈線による区画文が施される。15は浅鉢。口縁部は沈線区画文内に枠状文を配する。 16・ 17は同一

個体。日縁部は内傾し、垂直から開日した橋状把手が付く。胴部は隆帯枠状文に沿って角押文が巡る。18は角押

文が沿う隆帯が枠状区画文および渦巻文を施文する。大木 8a式。 19は正面、左右から貫通する橋状把手。赤彩

が施されている。22は平行沈線による渦状文。27も浅鉢。日縁部は外反し、日唇部に刻みを施す。大木8a式。

28はチャー ト製の石鏃。30は有孔軽石。

土塊SK133 (F ig.87・ 88)

1は胴部破片の深鉢。縄文地文に 2条単位の沈線による渦巻文を伴う弧線文。大木 8a式。 2は直状隆帯を垂下

させる。 3は無文。 4は三角状区画に沿って爪形文が施され、沈線区画内に沈線による鋸歯状文が施文される。阿

玉台Ⅲ式。 5は押圧を加えた隆帯が 2条平行して垂下し、有節沈線による弧線文が施文される。 6は縄巻縄文 Lに

Lを左巻きにした原体による施文。は 7は条線文を地文に沈線による鋸歯状に施文される。 8は 4単位の波状口縁

を有する浅鉢。

土塊SK134 (F ig.88)

1は橋状把手が付く深鉢。把手上は波打つ隆帯が貼付られている。この把手に連結して押圧の加わった隆帯が 3

条巡る。大木 8a式。

土坑SK135 (F ig.88)

1は 4条の隆帯に沿って爪形文が巡り、下位は波状を呈する。大木8a式。 2は隆帯に沿つて角押文が施文され

る。 3の 日縁部は縄文施文の隆帯が巡り、 2列の爪形文が施文されている。 4は 2列の角押文が垂下する。 6は 2

条の隆帯による弧状文に連結して区画文が施される。 7は平行沈線文が蛇行状に垂下する。

上坑SK136 (F ig.88,89)

1は日縁部が内湾気味立ち上がる。口縁郡下と頸部に押圧を加えた隆帯が巡る。大木8a式。 2は S字状文の突

起を有し、回縁部は隆帯による枠状区画文内に縦長の刺突文を充填する。 3は貫通孔の伴う把手で、孔周縁を背割

り状隆帯による渦巻状に施す。 4は背割り状隆帯による渦状文。 5・ 8は日唇部が肥厚し、押圧の加えた隆帯が巡

る。 5の回唇部は隆帯による区画文に波状隆帯が施され、 8は爪形状の刺突文が充填する。 6は 2列の角押文によ

る三角状文。 9の 口唇部には斜行の刻みが入る。10は枠状区画の隆帯に沿って 1列の角押文が施文される。 11・

12・ 14は縄文地文に 2も しくは 3本一組の沈線による渦巻文や区画文が施される。13は縄文地文に 2列の角押文

による枠状文。16の底部は網代痕。18は板状の砂岩製による多孔石。

上坑SK137 (F ig.89)

1はキャリパー形の深鉢。沈線の沿う隆帯によるクランク文。大木8b式。 2～ 4は隆帯にそって角押文が施文

されている。 5は隆帯区画文に角押文によるモチーフ。 6は直状文の隆帯が垂下する。

上坑SK138 (F ig.89)

1は隆帯に沿って 2列の角押文が施文されている。 2はRL縄文。

土坑SK139 (F ig.89)

1は胴部が内湾し、日縁部は短く内傾して立ち上がる有孔鍔付土器。胴郡は沈線による渦状や三角状の連結した

文様をもつ。 2は区画内に円形刺突文を充填する。 3は沈線の沿う隆帯区画内は無文。 4・ 5は背割り状の隆帯に

よる渦巻文。大木 9式。

上坑SK140 (F ig.90)

1は双頭状の山形把手。隆帯上には刻みをもち、平行沈線が沿う。阿玉台Ⅳ式。 2は渦状の隆帯が突起となる。

124



第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

‖
0             10crn    125
1       1       1Fig.88 土坑SK133(2)、 134、 135、 136(1)出土遺物

/  7



第3節 遺物

1 14

SK136 (2)

∈η
SK138

0                   10cm
I         I         IFig 89 土坑SK132(2)、 137、 138、 139出土遺物

126  SK139



第Ⅱ章 検出された遺構と遺物

ぢ言息患急ヨ
岳
ai:)6

鰯にI議‖3
SK142

朝 瓢
SK144

鞄―星鋒班

(〔:こIこ⊃12

課 プ 5

Fig.90 土坑SK140、 142、 143、 144出土遺物
0                  10Cm
l        l        l



第3節 遺物

隆帯上は縄の側面圧痕。日唇部は断面三角状の隆帯に刻みを施す。 3は隆帯区画文に沿って 1列の角押文が施文さ

れ、沈線による波状文が横走する。 4の 日唇部は沈線が巡る。 5は沈線が沿う隆帯による渦巻文と枠状文。 6は隆

帯による剣先文。 7は大型の深鉢の胴部破片。RL縄文を地文に沈線による渦巻文を描出する。大木 8b式。 8は

隆帯による楕円形文を突出させ、隆帯区画内に爪形文を充填させる。 9は隆帯による区画文に蛇行する平行沈線を

垂下させる。 101ま無節Lの縦位施文。12は安山岩製の凹孔を伴う磨石。

土境SK142(Fは 90)

1は波状日縁。波頂部は沈線による渦状文。日縁部も沈線文によるモチーフ。火焔系土器。2はヒダ状の調整痕。

3は単節RL縄文。

土坑SK143 (F ig.90)

1・ 2は同一固体。沈線が沿う隆帯による区画文。渦巻文や三角状隆帯を伴う。4の 日唇部は背割り状を呈する。

地文は撚糸文 L。 5・ 6は縄文地文に 2も しくは 3本一組の沈線懸垂文。

■ittSK144(F ig.9o)

1は沈線の沿う隆帯区画文。 2は貼付隆帯。 3は縄文地文に沈線による蛇行懸垂文。

kttSK145(F ig.91)

1の口縁部は無文とし、区画文は渦状文を連結する背割り状の隆帯。下部は貼付隆帯による枠状文。 2・ 3はキ

ャリパー形の深鉢。 2の 日縁部は隆帯による渦巻文。頸部は平行沈線による区画文。 4・ 6は縄文地文に沈線によ

る文様。 8～ 10は浅鉢。 8の口唇部は外面へ三角状に突出する。

■ttSK147(F ig.91)

1は隆帯に沿って 1列の角押文。同玉台 Ib式。

土坑SK148(F ig.91)

1～ 3はキャリパー形の深鉢。沈線の沿う隆帯区画文。加曽利El式。 4は押圧を加えた隆帯を垂下させる。
土坑SK149 (F ig.91,92)

1・ 2は同一個体。縦位の刻みのある瘤状小突起を付す。日縁部上端に 1列、胴部に2列の爪形文を巡らす。 3

も瘤状の小突起を付す。日縁部上下部に爪形文を巡らす。 4は無文。 5は隆帯による楕円形区画文に沿って、有節

沈線文が巡り、区画内も斜行する有節沈線文を充填する。 6～ 9はキャリパー形の深鉢。沈線が沿う隆帯による区

画文と渦巻文。11は押圧の加えた隆帯を垂下させる。12は小突起を付し、隆帯に沿って角押文を巡らす。16は縦

長剥片の上部に摘みを作出した縦長石匙。安山岩製で、両側縁に刃部をもつ。17は敲打痕を伴う磨石。18は安山

岩製の台石。

上坑SK150(Fほ 92)

1は渦状の隆帯を伴う把手を有し、顎状に突出した隆帯に爪形文が沿う。頸部は沈線による渦巻文と連結した弧

線文。胴部区画文の楕円形隆帯内は爪形文。胴部下半部は縄文地文に沈線による枠状文、渦巻文、波状文、直状文

を施す。大木8a式。 2は波状の有節沈線文。 3は楕円形の隆帯区画文。

■ttSK151(F ig.92)

1～ 3はキャリパー形の深鉢。口縁部は沈線の沿う隆帯による渦巻文と枠状文を配し、胴部は 2も しくは 3本一

組の沈線による蛇行、直状懸垂文を垂下させ、沈線間は磨消す。加曽利E2式。4は連続コの字状文と有節沈線文。
上坑SK152 (F ig。 93)

1・ 2・ 5～ 8はキャリパー形の深鉢。大木 8b式。 1は背割隆帯による渦巻文に違結した区画文。 2は波頂部
に突出した渦巻文を施こす。 3は隆帯区画された口縁部内は短沈線を充填する。 4は蛇行隆帯に爪形文を付す。

上坑SK153 (F ig.93)

1は波状口縁の深鉢。日唇部は凹線による渦巻文。胴部は 5本単位の櫛歯状文を垂下させる。 2は沈線の沿う隆

帯による区画文。 4の地文は撚糸文 L。
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土坑SK154 (F ig.93・ 94)

1は双頭状で貫通孔を伴う山形把手。また頂郡は左右に貫通する橋状を呈し、貫通孔に沿って爪形文が施文され、

日唇部にも爪形文が施されている。阿玉台Ⅲ式。 2・ 3は隆帯に沿つて 1列の角押文が施される阿玉台 Ib式。 2

の隆帯に刻みを有し、区画内にも角押文による弧状文。 4は貫通孔を伴う把手。頂部は S字状文。隆帯に沿って角

押文が施される。 5は中空把手。背割り隆帯の渦巻文と楕円形文が付される。 6は内面から貫通する眼鏡状把手。

貫通孔に沿って沈線が巡り、胴部は貼付隆帯の区画文。 7は幅狭で器高の高いS字状隆帯を有する。 8。 9は 1列

の角押文を施す。10は V字状隆帯が垂下し、区画文に沿つて爪形文が巡る。11～ 19はキャリパー形の深鉢。11は

間隔幅の広い隆帯。 12は背割り隆帯が正面で突起状に突出する。20～22は浅鉢。20は波状口縁。21は日縁部が

隆帯に沿つて 1列の角押文が巡る。赤彩が認められる。23は安山岩製の磨石。凹孔を伴う。24は軽石製品。

土坑SK155 (F ig.94)

とは扇状把手。日唇部は刻み、把手周縁の隆帯上は 2列の角押文。阿玉台Ⅱ式。 2は隆帯による楕円形区画文に

沿つて 1列の角押文が巡る。阿玉台 Ia式。 3は貼付隆帯が波状を呈する。 4・ 6は同一個体。微隆帯による渦巻

文。 5は断面三角状の隆帯に沿って角押文が巡る。

上坑SK156 (F ig.94)

1・ 2・ 5。 6。 9はキャリパー形の深鉢。背割り隆帯による渦巻文をもつ。 1は大木 8b式。波頂部に渦巻文

を有する。 3は波状口縁で、断面三角状の隆帯に沿って 1列の角押文が巡る。阿玉台 Ia式。 4は円形把手。沈線

区画文。 7は日唇部が肥厚し、刻みをもち、隆帯に沿って 2列の角押文が施文される。阿玉台Ⅱ式。 8は有節沈線

による精円形区画文。14は網代痕。

土坑SK158 (F ig.95)

1・ 3は隆帯に沿って 2列の角押文が巡る。阿玉台Ⅱ式。 4は隆帯に沿って角押文が巡る。 2・ 5は浅鉢。 2は

波状口縁。 6は縄文地文に隆帯と蛇行沈線文、直状沈線文が垂下する。

土坑SK159 (F ig.95)

1は隆帯に有節線文が巡り。3は隆帯に沿つて角押文が垂下する。2は小突起を付す。4は単節LRを施文する。

土坑SK160 (F ig.95)

1は隆帯に沿って 1列の角押文が施文される。 2は 1列の有節線文によるモチーフ。阿玉台 Ia式。

土坑SK162 (F ig。 95)

1は隆帯に沿つて角押文が施文されている。 2は櫛歯文。横位 。縦位に施文する。 3は小型の深鉢。底部破片。

沈線文が垂下する。

土坑SK163 (F ig.95)

1は日縁部下が沈線による直状文と波状文が重畳し、胴部の渦巻文と連結する。大木8a式。 2は無文土器。 3

は背割り状の隆帯区画。 4は平行沈線によるモチーフ。 5は隆帯に沿つて平行沈線が垂下する。

上坑SK164 (F ig.95)

とは貫通孔の有する小突起。表裏面とも背割り状の隆帯が渦状を呈する。 2の 日唇部は刻みを有する。 3は瘤状

小突起と隆帯に沿って 1列の有節沈線を巡らし、区画内にも有節沈線を施す。 6は浅鉢。

土坑SK165 (F ig.95。 96)

1は波状日縁をもつ小型の鉢。無文。 2～ 4は隆帯上に刻みをもつ。 2は口唇部隆帯上に爪形文が施文される。

5は縄文施文の隆帯が 2条巡る。 6は波状口縁の深鉢。縄文施文。 7は折り返し回縁。 9は縄文地文に隆帯が垂下

し、 2も しくは 3条の沈線による区画文。10は隆帯に沿って爪形文を巡らす。 11は櫛歯文。 12・ 13は浅鉢。12

は波状口縁をもつ。14は安山岩製の石皿の破片。

土坑SK166 (F ig.96)

1は山形把手の破片。縄文施文の隆帯に沿つて沈線が巡り、区画内に沈線文を充填する。阿玉台Ⅳ式。 2も縄文
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施文の隆帯に 2条の沈線が沿う。 4は縄文施文の隆帯が懸垂文とし、結節文も垂下する。 5は隆帯上に角押文が施

文される。 6は日唇部が肥厚する浅鉢。

土坑SK167(F ig.96)

1は口唇部が肥厚し、口縁部に沿って有節沈線が巡る。 2は沈線が沿う隆帯の区画文。 6は櫛歯文。

上塊SK168 (F ig.96)

1は波状口縁の深鉢で、肥厚する。日唇部は凹帯による渦巻文。 2・ 3・ 6～ 8。 10～ 15はキャリパー形の深

鉢。隆帯による渦巻文。 4は波状口縁。撚糸文Rを地文に、 3本一組の沈線文が垂下する。 5は隆帯に沿って角押

文が巡る。16は台形土器の脚部破片。円孔が 2ヶ所残存している。

土坑SK169 (F ig.97)

1は連弧文土器。 2条の沈線による弧線文。地文は単節RL。 2は磨消縄文による懸垂文。加曽利E2式。
上坑SK170 (F ig.97)

1は爪形文を施文。 2はヒダ状の調整痕。阿玉台式。

■ttSK171(F ig.97)

1は隆帯による渦巻文の小突起を有する。日縁部に連続コの字文を巡らす。 2は日縁部が短く外反する深鉢。単

節LR縄文。 4は隆帯区画文に単節RL縄文を施文する。 5は波状口縁の浅鉢。
上坑SK172 (F ig.97)

1は双頭状の把手で、 1列の角押文が施文されている。阿玉台 Ia式。 2・ 3は同一個体。縄文地文に平行沈線

による区画文に弧線文。 5は 口縁部が肥厚する浅鉢。

土坑SK173 (F ig.97)

1,2はキャリパー形の深鉢。 1の回縁部は隆帯に区画され、区画内は背割隆帯の渦巻文に連結する弧状文。 2
は波状口縁で沈線の沿う背割り隆帯による枠状区画文。 3は縄文施文。大木8b式。 4は台形土器。脚部に 5孔の

貫通孔を有し、台上面が若干窪み凹状を呈する。 5は千枚岩製の打製石斧。

土境SK174 (F ig.98・ 99)

1は体部が直線的に外傾し、回縁部は内湾する。回縁部に刻みのある縦長の小突起は 4単位。隆帯による区画文

に波状平行沈線文を施し、胴部上部は隆帯による横位の精円形区画文内に横位の波状沈線文。下位は縦位の楕円状

区画文内に縦位の波状平行沈線文を垂下させる。 3は背割り隆帯の突起を有し、日唇部端部は刻みを入れる。頸部

は多条沈線で区画し、胴部は沈線による渦巻文と連結する直状文。 4は波状口縁。口唇部は押圧の加えた隆帯。頸

部は 3条の直状文による区画文。胴部は 3本一組の沈線文による渦巻文に連結するクランク文、枠状文。 5は扇状

の突起を有する。日唇部は押圧による刻みが入り、胴部は平行沈線による枠状文と渦状文を連結させる。 6は波状

口縁で、日唇部は隆帯貼付による渦巻文を付す。端部は押圧による波打状文。頸部区画文に 2列の角押文に波状沈

線文を横走させる。 7は 日縁部に4単位の橋状把手を有し、波頂部に渦巻文を付す。日縁部下部は押圧の加え波打

状を呈する。頸部に多条沈線による区画文に 3本の沈線による短い垂線がみられる。 8は 4山の波状口縁を呈する

大型深鉢。日唇部は隆帯による渦巻文と連結する波状文。日縁部は隆帯による楕円形区画文。頸部は沈線の枠状区

画文。直状沈線と波状沈線による区画文をもつ。 9は橋状把手上に円孔文や隆帯貼付の波状文を複雑に施文する。

日縁部隆帯による渦巻文。 10は橋状把手を並列させ双頭状とする。隆帯上は刻みを施す。11は背割り状隆帯によ

る渦巻文。12は S字状隆帯を呈する突起。貫通孔を伴う。日縁部は沈線文。13は深鉢の胴下半部。沈線の沿う隆

帯による組合せ三角状区画文に 2条一組単位の懸垂文を垂下させる。縄文地文。14は隆帯に沿って爪形文を巡ら

す。15は縄文施文の隆帯。16は体部が直線的に外傾する深鉢。日縁部上端は角押文を巡らし、日縁部にM字状の

貼付隆帯上に角押文を施文する。17は 2条の直状沈線と波状沈線を横走させる。18は縄文地文に貼付隆帯の枠状

区画文。19は 口縁部を無文とし、 1列の角押文を区画文とする。20は口縁郡下位から頸部付近の破片。日縁部は

角押文による渦巻文と枠状文。頸部は格子目状の隆帯を施し、胴部は沈線のモチーフ。21は無節 Lを地文に沈線
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によるモチーフ。22は縄文施文の隆帯。23・ 24は縄文地文に沈線文。27は安山岩製の石皿の破片。

上坑SK175(F ig。 100)

とは平行沈線による双頭渦巻状文を施文する。 2は有節沈線文を 2条並行して施文する。 4は刻みのある隆帯を

垂下させ、 2列の有節沈線による枠状文。 5は角押文のモチーフ。

土坑SK176(F ig.loO)

1は波状口縁の深鉢。日唇部は沈線が施され、日縁部は凹帯による渦巻文。 2は単節RL縄文を施文した円形把

手。 3は貼付隆帯の区画文。 4～ 8は浅鉢。 5は口縁部が大きく内湾する。橋状把手は横 8の字状を呈し、胴部に

付く。鍔状の口唇部に、日縁部は有節沈線文による波状の区画文が施文される。内外面とも赤彩が施される。 6の

口縁部は沈線による枠状区画文。区画内には 1条の横走沈線文。 7は波状回縁。 8の 日縁部は肥厚する。 9は砂岩

製の打製石斧。

上塊SK177(Fは 100)

1は浅鉢の胴部破片。

上塊SK178 (F ig。 100)

1は無文の深鉢口縁郡破片。 2は浅鉢胴部破片。赤彩が施されている。

土坑SK179 (F ig.loO～ 102)

1は山形把手。隆帯に沿って平行沈線文を巡らす。阿玉台Ⅳ式。 2～ 4・ 10,12～ 15。 17・ 20は隆帯に沿っ

て角押文を施文する。 2・ 3は波状口縁で、隆帯による三角状・楕円形状区画文に橋状把手を付す。 10は Y字状

隆帯を垂下させる。阿玉台Ⅲ式。 5は口縁部にV字状隆帯を貼付、2段の爪形文を巡らす。6は双頭状の山形把手。

縄文施文の隆帯による縦長枠状文、隆帯に沿って角押文を施文する。 7は角押文を縄文隆帯下に直状と波状沿って

巡らす。 8は微隆帯による精円形枠状文。 9は 日縁部に沿って 2列の角押文を巡らす。11は 4山の波状口縁。16

はY字状隆帯。 19・ 21・ 22は沈線区画文。25の底部は木葉痕、26の底部は網代痕。31～ 33は浅鉢。31は補修孔

を有する。34は磨製石斧の破片。35は敲打痕を伴う磨石。

土坑SK180(F ig.lo2・ 103)

1はキャリパー形の深鉢。日唇部は凹帯による渦巻文、日縁部は縄文地文に隆帯区画内に貼付による渦巻文、ク

ランク文を配する。胴部は沈線による直状文と波状文。大木 8b式。 2は垂直から貫通する橋状把手。日唇部下に

角押文を巡らし、把手に連結した隆帯は背割り状を呈し、押圧を加えられている。胴部し平行沈線による直状文、

波状文、枠状文を重畳する。 3は山形把手。垂直から貫通する橋状突起を有し、隆帯に沿って角押文を巡らす。阿

玉台正式。 4・ 6は背割り隆帯による横 S字状文を施す。 5は背割り状隆帯による区画文。 7は口唇部が交互刺突

文を巡らし、日縁部は 3条単位の沈線による弧線文。 8は隆帯間に並行沈線による波状文。 9は把手が欠落してい

る。隆帯上は刻みをもち、隆帯に沿って角押文が巡る。赤彩が認められる。 10・ 15。 17は隆帯に沿つて角押文が

巡る。阿玉台Ⅲ式。11は背割り隆帯による渦巻文が突出するキャリパー形の深鉢。12・ 13は貼付隆帯による波状

文。16は隆帯に沿って円形刺突文が施文される。14は隆帯による枠状文。18は 日縁部上端が隆帯による楕円形区

画文。19は隆帯による精円形区画文。20は背割り状の隆帯。21は波状日縁で、日唇部は刻み、日縁部は沈線によ

る波状文。22は 日縁部が鍔状に突出する。角押文を充填する。23は隆帯に沿って沈線を施文する。24～ 32は縄文

地文に沈線文を施す。36は敲打痕を伴う磨石。37は砂岩製の石皿。磨面が表裏面で、表側は左側に偏つている。

土坑SK181(F ig.103)

1は日縁部上端の隆帯上は角押文を巡らし、日縁部は爪形文を施す。 2は有節沈線文を隆帯に沿つて施文する。

3は櫛歯文を充填する。 4は口唇部が肥厚し、隆帯による区画文。 5は円形隆帯上に角押文による刻みをいれる。

6・ 7と も爪形文施文。 8は背割り隆帯によるモチーフ。

土坑SK183 (F ig。 lo3)

1は内削状の日唇部は無文。浅鉢であろう。 2は砂岩製の磨石。凹孔を両面に施されている。
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上坑SK184 (F ig。 103)

1。 2の隆帯上は縄文施文。 4は磨製石斧。刃部の一部と端部は欠損する。

上塊SK185 (F ig.lo4)

1は口縁部上端に縦位の心棒上を横位の粘土紐を 2本貼付け、小突起とする。2は刻みのある隆帯を垂下させる。

8～ 10は隆帯に沿つて角押文が施文される。 9の隆帯上には縄文施文される。

土坑SK186 (F ig.lo4)

1～ 4はキャリパー形の深鉢。 との回縁部は沈線が沿う隆帯による渦巻文に連結した枠状区画文。胴部は 2も し

くは 3本一組の沈線による懸垂文。 4は櫛歯文を地文に波状沈線が横走する。 5は安山岩製の磨石。凹孔を伴う。

土坑SK187 (F ig.lo4)

1は日縁部に隆帯による横 S字状の突起を有し、日縁部は橋状把手に連結した楕円形枠状文を施文する。隆帯に

沿つて 1列の角押文を巡らす。同玉台 Ia式。 2はキャリパー形の深鉢。断面三角形の隆帯による精円形枠状文。

区画内に無節Lを充填する。 3は隆帯に刻みを入れ、 1列の角押文によるモチーフを施文する。 4は日唇部が肥厚

し、単節RL縄文を施文する。 6は隆帯による区画文と懸垂文。 7は縄文施文の隆帯を垂下させ、区画文とし、 2

列の有節沈線文に 1列の波状沈線文を横走させ区画文とする。 8は隆帯に沿って角押文が施される。 9。 10は沈

線によるモチーフ。

土坑SK188 (F ig.lo5)

1は爪形文による楕円形モチーフ。 2・ 3は隆帯による楕円形区画文。 4は小橋状把手に連結した隆帯区画文。

上坑SK189 (F ig.lo5)

1は 日唇部が顎状に突出し、 2列の角押文が巡る。 2～ 5・ 8～ 10はキャリパー形の深鉢。沈線が沿う隆帯に

よる渦巻文、枠状文を配する。胴部は 2も しくは 3本一組の磨消沈線による懸垂文。加曽利E2式。7は山形把手。

隆帯による渦巻文。14は凹孔を伴う安山岩製の磨石。15は石皿の破片。

土坑SK190 (F ig.105・ 106)

1は円筒形の深鉢。口縁部は隆帯による楕円形区画文。胴部は隆帯に沿う 1列の角押文による渦巻文に連結した

枠状文。地文は単節LR縄文。 2は波状日縁を呈する。貫通孔のある山形把手に、橋状把手が付く。内面把手部は

横 S字状文を施す。 3も波状口縁。 2段の橋状把手が付く。 4は山形把手。橋状把手が付く。 5は双頭状の突起を

もつ。 6は隆帯による楕円形区画文。 7は山形把手。縄文施文の隆帯に沿って 2列の角押文が巡り、内面も隆帯渦

巻文に沿って角押文が施文されている。8は縄文施文の隆帯に沿って角押文が施される。9は 1列の爪形文が沿う。

日縁部の隆帯に沿って角押文が施され、蛇行の櫛歯文が垂下する。11は小型の深鉢。日縁部区画文にV字状文が

貼付られ、隆帯に沿つて 2も しくは 3列の角押文が巡る。12は背割り状横 S字状文の突起で貫通孔を有する。13

は日唇部が顎状に突出し、押圧による波打状の隆帯を区画文に 5列の角押文が巡る。 14は 日唇部が突出し、日唇

部にヘラ状工具による刺突列が施される。16は山形把手。縄文施文の隆帯に 2列の有節沈線文が巡る。阿玉台Ⅱ

式。17は 口縁部が無文。顎状に突出した隆帯上は刻みが施され、頸部は沈線による直状文と波状文。 18・ 24～ 29

は縄文地文に沈線文によるモチーフを施文する。19・ 20は隆帯に沿つて有節沈線文を施す。21は隆帯区画文。22

は渦状隆帯に円形刺突文。36は木葉痕。37は網代痕。40は小型の深鉢。41は土器片錘である。胴部打欠けで、長

軸にV字状の糸掛け溝をもつ。長さ5.55cm、 幅4.02cm、 重さ31.8g。 42は土器片円板。長さ2.48cm、 幅2.36cm、 重

さ7.54g。 43は砂岩製の球形磨石。中央に 1条の組掛け溝痕がみられる。

■ttSK191(F ig。 lo7)

1～ 5はキャリパー形の深鉢。 1の 口縁部は隆帯区画に隆帯による波状文を横走させる。 2は地文が単節LRに

斜行する結節文が付され、口縁部は背割り隆帯による渦巻文に連結する弧線文。 3は胴部下半部で、単節LR縄文

施文に 3条沈線による区画文に連結して 2条単位の懸垂文、渦巻文に剣先文が付く。 4は沈線が沿う隆帯渦巻文。

7は日縁郡が隆帯区画文に、胴部は平行沈線による直状文と波状文が重畳する。10は磨消懸垂文が垂下する。
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Fig。 lo4 土坑SK185、 186、 187出土遺物
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土坑 SK192(F ig.lo7)

1・ 2は波状口縁のキャリパー形深鉢。いずれも波頂部に渦巻文を有する。 1の口縁部は背割隆帯による渦巻文

に連結して直状文と山形文を施文する。 3は山形把手に角押文が施されている。 6は隆帯に沿って角押文が巡る。

9～ 12は浅鉢。 9は双頭状の突起をもつ。 14は調整加工の少ない打製石斧。

土塊SK193 (F ig.lo8)

1は波状口縁の深鉢。背割り状隆帯による楕円形区画文。 2の 口縁部は直状の隆帯による区画文。 3は隆帯区画

文に沿って 2列の有節沈線文を巡らす。 5は隆帯による渦巻文に連結した区画文内は縦位の条線を充填する。 6は

波状口縁の深鉢。

土境SK194 (F ig.lo8)

1は隆帯による渦巻文と連結する区画文。 2は平行沈線文を垂下させる。 3は隆帯に沿って有節沈線文を施す。

7はヒダ状の調整痕。

上坑SK195 (F ig.lo8)

とは山形把手をもつ深鉢。刻みのある隆帯に沿って角押文が施文される。波頂部は円形を呈した角押文。 2は貼

付隆帯による区画文。 3の隆帯上は縄文施文。 4は隆帯上に押圧が加えられる。 6,7は 隆帯施文。 7は爪形文が
施文される。10は貼付によるV字状隆帯に有節沈線文が施文される。11は押圧の加えた隆帯が垂下する。14は 3

本一組の沈線による懸垂文。16は網代痕。

上坑SK196(F ig.lo9)

と～ 5はキャリパー形の深鉢。 1は沈線による渦巻文に連結した枠状区画文。胴部は 3本一組の沈線懸垂文と蛇

行沈線文を垂下させる。 2も沈線による渦巻文に連結した枠状文。頸部は無文。胴部は 3、 4本一組の沈線文が垂

下する。地文は撚糸文 R。 3は縄文施文。 4は背割隆帯によるクランク文。

土坑SK197 (F ig。 109)

1～ 3・ 5はキャリパー形の深鉢。 1の日縁部は背割隆帯による渦巻文を連結させる。2は波状日縁。7は浅鉢。

土坑SK198 (F ig.109)

1は隆帯に沿って沈線が巡る。 2は隆帯区画文。 3は 2列の角押文に平行沈線文が蛇行垂下する。 4も沈線区画

文に蛇行沈線が垂下する。 5は 3列の角押文のモチーフ。 6は有節沈線文。10は深鉢の底部で、 1・ 3・ 4本組

の沈線による懸垂文。

土坑SK199(F ig。 110)

1は日唇部端が波状隆帯となる。 2～ 5・ 7～ 15。 18はキャリパー形の深鉢。 2は背割隆帯による枠状区画文。

5は沈線による区画文。 7は胴部破片。沈線による渦巻文。 6は縄文施文。16・ 17は浅鉢。

土坑SK200 (F ig。 110)

1は橋状把手を有し、日縁部には爪形文が施文される。 2は日唇部が楕円形区画文に沿って有節沈線文が施文さ

れ、口縁部は隆帯区画され、沈線文が横走する。 3は隆帯による楕円形区画文。 4は波状口縁で、隆帯に沿って沈

線文が施文される。 5の 日唇部は外削状を呈し、端部が突出する。 6は日縁部が外反し、無文帯をもち、 3列の角

押文が重畳する。 7・ 8は沈線文。10は外面が直状の沈線文。内面は幅のある連続この字状文。12は隆帯に沿っ

て沈線文。以下櫛歯文が垂下する。11,14は縄文地文に沈線の懸垂文。 13は断面三角形の隆帯。 18は網代痕。

19は砂岩製の台石。凹孔を伴う。

■ttSK201(F ig.111)

1は扇状把手。波頂部は円形刺突文を 2列施文し、日縁部も隆帯に沿って円形刺突文が有節沈線文となって施さ

れる。阿玉台 Ia式。 2も 日縁部に沿って角押文。3は角押文と沈線による波状文。4は隆帯に沿って有節沈線文。

5はY字状隆帯を垂下させる。 6は蛇行沈線文を垂下させる。 8の底部は網代痕。 9はチャート製の石鏃。

■ttSK202(F ig.111)

150
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1は爪形文。 2は隆帯を垂下させる。 4は安山岩製の石皿。

主JttSK203(F ig.111)

1は背割隆帯による渦巻文。 2も背割隆帯による区画文。 3は隆帯に沿って沈線が施文される。 4は地文に撚糸

文 L。

上坑SK204(F ig。 111)

1は山形状の波状口縁。波頂部から垂下する隆帯は橋状把手をなす。日縁郡および隆帯に沿って 1列の角押文が

巡り、さらに連結して十字状文に施文する。頸部は波状沈線文。 2も山形把手。 2列の角押文が施文される。 3は

日縁部に爪形文が充填する。4は 口縁部に平行して 2列の角押文が施文される。5は隆帯に沿って角押文が施され、

内面波頂部にも施文する。 6は爪形文と波状櫛歯文が横位に施される。 8は浅鉢。波頂部に刻みのある山形状の波

状日縁を呈する。 9は安山岩製の石皿。

上塊SK205 (F ig.112)

1は胴部が僅かに外傾して立ち上がり、口縁部は直線的に外傾する。日唇部は 2列のヘラ状工具による連続刺突

文。日唇部は押圧の加えた隆帯が波打状となる。日縁部は沈線文と隆帯による区画。 2は隆帯区画内に 3列の爪形

文が施文される。 3・ 4は同一個体。日唇部に爪形文を施文し、隆帯による渦巻文をもつ。日唇端部は押圧を加え

波打つ。5は日唇部が肥厚し、端部は刻みが入り、日縁部は沈線文が充填する。6は口唇部が肥厚し、2列の角押文が

巡り、端部は押圧が加わり波打状を呈する。 9は垂直方向からの貫通孔を伴う把手と横 S字状の隆帯が貼付き、日

縁部は 2条隆帯の渦巻文に連結した弧状区画文。 10は体部が内湾し、日縁部が垂直気味に立ち上がる。眼鏡状把

手上部に貫通孔を有し、隆帯による波状文を貼り付ける。内面は横 S字隆帯を呈する。日唇部はヘラ状工具による

刺突列。日唇部下部は押圧の加えた隆帯が波打状となり、胴部は多条沈線に沿う刺突文の単位文よる渦巻文に連結

して懸垂文、区画文を施す。地文は単節LR縄文。11は刻みの隆帯による三角状区画文に爪形文が施文される。13

は単節RL縄文に結節文がみられる。15の底部は木葉痕。16は浅鉢。日縁部は平行沈線による枠状文。大木8a式。

土坑SK206(F ig.113)

1・ 2は正面、側面実測図である。大型の山形把手を有する。日縁部に対峙する把手をもち、隆帯上に爪形文を

巡らし、隆帯に沿って 2列の角押文が施文される。頸部は無文帯で、胴部も隆帯に沿つて 2列の角押文が区画文と

なり、枠状文を4単位配する。 3は 4単位の山形把手、把手は渦巻隆帯と三角状隆帯を区画文に、区画内に波状沈

線を施文する。胴部は隆帯区画文に連結した蛇行隆帯が垂下する。 4は波状口縁の深鉢。波頂部から刻みのある隆

帯が垂下し、日縁部に沿って 2列の角押文が施され、隆帯による渦巻文が施文される。 5は隆帯による楕円形区画

文に沿って 1列の有節沈線文が巡る。 6は口縁部下に爪形文による区画文が施文され、区画内に沈線による波状文

が施される。日縁部上端は縄文施文で、沈線による直状文と波状文が施文される。 8は波頂部に刻みが入る山形把

手。12は貫通孔のある把手で、孔に沿って角押文が巡り、端部は押圧が加わる波打状文を呈する。13は 口縁部の

円形隆帯上に有節沈線文が巡る。11は波状口縁。日唇部が外側へ折れる。 11は縄文地文に沈線によるモチーフ。

21は貫通孔のある軽石。

上坑SK208 (F ig.114)

1はキャリパー形の深鉢。沈線が沿う隆帯区画文。 2は縄文地文に沈線の懸垂文が垂下する。

上坑SK209(F ig.114)

1は深鉢の底部破片。

ユJttSK210(F ig.114)

1は刻みのある隆帯が枠状区画文を呈し、隆帯に沿って 2列の有節沈線文を巡らす。 2は山形把手。隆帯上は刻

みを有し、爪形文を施す。

■ttSK211(F ig.114)

1は山形把手の波頂部は粘土紐を貼付、 3条の直状沈線文と 1条の波状沈線文を巡らす。胴部は縄文施文に沈線
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による渦巻文。 2は口縁に沿って 1列の有節沈線文を巡らす。 3は日唇部が刻みをもち、日縁部は隆帯区画文に角

押文が沿う。 4は刻みにある瘤状突起をもち、隆帯区画文内は斜行する有節沈線文が施文される。 5。 6は隆帯に

よる楕円形区画文。 7は口唇部が肥厚し、沈線文が施文されている。内外面とも赤彩が認められる。8は山形把手。

縄文施文の隆帯に直状沈線と蛇行沈線文が沿う。 9は鍔状に突出した隆帯上は麹みが入り、口縁部は縄文地文に沈

線による直状文と波状文を施す、10も山形状の把手部分。波頂郡には菱形隆帯上に角押文が施文され、隆帯が垂

下する。11はヒダ状文が施文されている。12は日縁部上端で 1列の角押文を施す。20は浅鉢、沈線による渦巻文、

区画文が施文されている。23はチャート製の石錐。24は磨製石斧の頭部のみ残存。25は凹孔を有する磨石である。

■ttSK212(F ig。 115)

1～ 7は隆帯に沿つて角押文が施文される。 1・ 2・ 4は接合しないが同一個体と考えられる。大型の深鉢で、

2の双頭状の山形把手を有する。また日縁部に橋状把手が付き、隆帯区画と渦巻文を連結する。区画内は角押文に

よる区画文に連結した波状文が施文される。 5は円形隆帯が付く。 8は日縁部に沿つて縄の側面圧痕に、器面は直

前段反撚 L。 10。 11は押圧を加えた隆帯が垂下する。12は隆帯に沿って13は隆帯に沿って角押文が施文され、蛇

行沈線が垂下する。25の底部は網代痕。

■ttSK213(F ig.115)

1は日唇部が肥厚し、直状沈線文と波状沈線文が巡り、櫛歯文が垂下する。 2～ 4はキャリパー形の深鉢。沈線

の沿う隆帯による区画文。 5・ 6。 9は沈線による懸垂文。

■ttSK214(F ig.115)

1・ 2はキャリパー形の深鉢。 1は沈線の沿う隆帯による渦巻文に連結した区画文。胴部はヘラケズリされ、無

文である。 2は底部付近。 3本一組の直状沈線文と単一の蛇行沈線文を垂下させる。加曽利El式。

■ttSK215(F ig.116)

1は日縁部下端が押圧の加えた刻み、頸部は 3条の沈線文が巡る。 2・ 3と も日唇部にヘラ状工具による刺突文

を巡らす。 4は貼付の波状隆帯が施文される。 5は有節沈線文が口縁部に多条施文される。

土坑SK216(F ig.116)

1は胴部が内湾し、日縁部で外反する。日唇部は肥厚し、隆帯による渦巻文に違結する波状文。多条沈線で区画

され、胴部は沈線による複雑な渦状文を組み合わせる。底部は木葉痕。大木8a式。 2は扇状把手。区画文である

隆帯上は縄文施文され、平行沈線文が沿い、沈線文が充填する。阿玉台Ⅳ式。 3・ 12,14・ 15。 20は区画文の隆

帯に沿つて 2列の角押文が施文され、 3・ 12は 区画内に弧状文が施文され、 14・ 15は爪形文が施されている。

4・ 5は同一個体。隆帯による楕円形区画文を有する。 6は突起部で円形隆帯上に 2列の爪形文が施文される。 7

は日唇部が凹帯の区画文で肥厚し、頸郡は隆帯による楕円形区画文を付した後、 9本単位の櫛歯文を垂下させる。

11は Y字状隆帯を垂下させる。 16・ 17は縄文地文に沈線文を施文。18は有節沈線文を施す。19は ヒダ状の調整

痕。21は隆帯に沿つて 1列の有節沈線文を巡らす。23は浅鉢で、日縁部で隆帯による楕円形区画文。24は磨製石

斧、刃部の一部を欠損する。25は千枚岩製の磨石。

土塊SK217(F ig.117)

1は隆帯に沿つて 2列の角押文を施す。 2はヒダ状の調整痕。

■ttSK218(F ig.117)

1・ 12は隆帯に沿って沈線文を施す。 とは山形把手。垂下する隆帯は高く肥厚し、円孔を伴う。区画内は沈線

文を充填する。 2・ 3・ 9。 10は隆帯に沿って 2列の角押文を巡らす。 2は山形把手で波頂部は逆V字状の隆帯

貼付。 3も山形把手。区画内は単節RLを施文する。 5・ 16は同一個体。隆帯による区画文。胴郡は櫛歯文が垂下

し、沈線文によって区画される。 13・ 18は隆帯に沿つて 1列の角押文を施文する。 7・ 17は同一個体。口唇部は

沈線による蕨手文。日縁部は縄文地文に 3条の直状沈線と 1条の波状沈線文。 8は隆帯上に縄文施文。11はキャ

リパー形の深鉢。渦巻文に連結した背割り状の隆帯が付く。14は背割隆帯上に刻みが入る。15は押圧の加わつた
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隆帯が垂下し、爪形文が施文される。 19は櫛歯文。20は結節文が縦位と横位に入る。21・ 22は浅鉢。21は沈線

による精円形区画文。赤彩される。22は 日縁部に沈線による楕円形区画文が施され、区画内にも沈線文を充填す

る。24は凝灰岩製の磨石の破片。

上坑SK219(F ig。 117・ 118)

1は爪形文が施文された口唇部は肥厚し、隆帯に沿って平行沈線文が巡る。 2は 2列の有節沈線文が巡る。 3の

日唇部は押圧の加わった隆帯で突出する。 4は双頭状の突起を有する。 5は押圧の加わった隆帯が垂下する。 6は

山形把手を有する深鉢。波頂部は隆帯による三角状区画文をもち、 2列の有節沈線文を巡らす。阿玉台Ⅱ式。 7・
9は Y字状の隆帯をもち、隆帯に沿って角押文を巡らす。11は半我竹管状工具によるコンパス文。13は沈線文を

垂下させる。16・ 17の底部は網代痕。

上坑SK220 (F ig.118)

1は橋状把手に連結して隆帯区画文を有する。 2は波状口縁の深鉢。単節RL縄文。 4はキャリパー形の深鉢。

沈線の沿う隆帯による楕円形区画文。 7・ 8。 10は角押文。 6は沈線による三角状区画文内に波状沈線が横走す

る。 8は隆帯に沿つて 2列の角押文。11・ 13は浅鉢。13内面は断面三角形の鍔状隆帯が巡る。14は砂岩製の磨石。

上坑SK221(F ig.118・ 119)

1は大型の山形把手。波頂部から縄文施文の隆帯による三角状区画文。下部で垂直から貫通する橋状把手を有す

る。隆帯に沿って平行沈線文が施文される。 2は正面観眼鏡状の中空突起。突起上に隆帯による渦巻文や枠状文を

施文する。 3は背割り状の横 S字状の隆帯に連結してヘラ状工具の刺突文。 4は波状口縁の深鉢。刻みの有する隆

帯による区画文。 5は眼鏡状隆帯による突起。隆帯に沿って有節沈線文と沈線文が施文される。 6は上向きの渦巻

き突起に連結して渦巻文を伴う区画文。 7は貫通孔の有する円形把手。日唇部に刻みをもち、隆帯に沿って沈線が

巡る。 8は波状口縁の深鉢。波頂部にV字状の貼付文下部から 1列の角押文による渦巻文に連結して蛇行懸垂文と

区画文を施文する。 9は回縁部を無文とし、渦状の隆帯に刻み文と連続三角状押文を巡らす。同じく頸郡下部にも

施す。10は波状口縁の深鉢。沈線の沿う隆帯渦巻文と区画文。11は 日縁部に沿って縄の側面圧痕に、器面は直前

段反撚 L。 12は貫通孔を有し、隆帯による楕円形区画文に、胴部は直状沈線文と波状沈線文を重畳する。13は山

形把手。隆帯に沿つて平行沈線文が巡る。 141ま Y字状隆帯が垂下する。15は背割り状の隆帯による区画文。16は

縄文地文に沈線によるモチーフ。17は沈線による渦巻文に区画文。18は隆帯に沿って沈線文が巡る。19は隆帯区

画文。加曽利E2式。20。 221ま磨消懸垂文が垂下する。23は浅鉢で、日縁部に 2列の連続円形刺突文による楕円
形区画文を施文する。25は砂岩製の石皿、凹孔が多数みられる。26は表裏面に凹孔を伴う磨石。

土坑SK222 (F ig.120)

1は口縁部破片。隆帯区画文に沿つて 1列の有節沈線文を巡らし、さらに区画内には鋸歯状に施文する。 2は突

起。日唇部に刻みを入れ、有節沈線文を施す。 3は山形把手、波頂部に瘤状突起を有し、 1列の角押文を施文する。

4は櫛歯状文を垂下させる。 5は楕円形隆帯区画文に沿つて角押文を巡らす。 6は波状口縁の深鉢。隆帯に沿って

角押文が施文される。 7・ 11はヒダ状の調整痕。 8・ 9は蛇行隆帯が垂下する。10は櫛歯状文。14は 口縁部が背

割り状の渦巻文。胴部は沈線による懸垂文。15は 3条の横位直状沈線文。16は土器片円板。長さ4.03cm、 幅3.52

cm、 重さ19。28g。 16は砂岩製の磨石。

土坑SK223(F ig.120)

1はヒダ状の調整痕。 2は隆帯施文の深鉢。

2)平安時代の遺物

f■居跡S101(F ig.120)

1は土師器・杯の底部破片。ロクロ成形で、底部は回転糸切り痕を残す。 2は土師器・甕の口縁部破片。日縁部

を短く外反させ、胴部は内湾する。口縁部ヨコナデ、胴部横位のヘラケズリ。内面ナデ整形。    1/Jヽナ「1 和博)
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第Ⅲ章 まとめ

高ノ倉遺跡における今回の調査では縄文時代中期中葉から後葉にかけて土坑224基が検出された。これはいまま

で市内における発掘調査遺跡である梶巾遺跡、諏訪台遺跡、坪井上遺跡等に比べてもその検出数は見劣りしない。

ここ那珂川下流域や久慈川下流域における当該期の資料の少なさについては、鈴木素行氏が既に指摘している (鈴

木2001)とおりであるが、いまここに高ノ倉遺跡例を追加することによって、多少なりとも空白を埋めることがで

きるものと考えられる。

今回検出されたこれら土坑の多くは、その形態からみても当該時期における周辺地域 (東北・関東を中心とした

地域)の上坑とまったく同じである。円形を呈し、横断面形の底面が開口部よりも大きく広がる袋状もしくはフラ

スコ状である。なお、これら本報文における土坑形態の基準については坂口隆氏によるフラスコ状は『頸部が細く

くびれ、断面は底径が日径よりもはるかに大きくなるもの』、袋状は『底径が日径をやや上回るもの』、さらに円筒

状は『日径と底径がほぼ同じ大きさのもの』(坂口2003)を 基本としたものの、曖味なものが多いため、底径係数

(日径■底径×100)を求め、底径が日径よりも大きくなる係数90以下をフラスコ状、91～ 99を袋状、100以上を

円筒状として分類した。しかし、最終的にはとくにフラスコ状の基窄となる頸部の「括れ部」部分が曖昧なことか

ら “見た目"の判断によるものも結果的に多くなってしまったという反省材料のみが残った。しかも確認面の段階

で本来フラスコ状を呈していたものが崩落あるいは土坑同士の切り合いによる壁の崩れ、さらに掘り過ぎという失

態などの原因によりその形態が原状の形を保っておらず、崩れたままの状態で計測したものもあり、その基準は正

確なものではない。また構築時の季節や時期においても形態差がみられるものと推定されるなど、設定基準につい

てはまだ十分な検討を必要とされる。因みに検出された土坑224基の横断面形態の割合については、フラスコ状

45基 (20%)、 袋状58基 (25%)、 円筒状118基 (52%)、 その他 3基となったと

さて、検出された224基の土坑はすべて縄文時代中期中葉から後葉に所属する。そしてその大半に縄文土器が包

含されている。土器の出土状況あるいは遺存状態について報文中では詳述していないが、ここで土器の廃棄と遺棄

という全く異なる行為に画一的な解釈のみで分けることが可能であるかどうかを検証する意味で、ここにまとめと

して土器の出土状況図を示し、結果としての廃棄行為の多様性と遺棄行為という異なる事象を表現できるかについ

ての検討材料を提示したい。

まず廃棄行為、遺棄行為を実証できる事象として、土坑内のいわゆる覆土とされる埋没土のあり方が重要である。

本遺跡では大半の上坑を自然埋没土とした。逆に埋葬施設のようなに明確な人為的な埋土を観察できなかったから

である。そのなかでもとくに土坑最下層に堆積している第一次埋没土を基層とした。すなわち出土土器がこの第一

次埋没土中、もしくは上面で検出されるかによって遺棄あるいは廃棄行為を大きく分離できるものと推定したから

である。 (Fig.121・ 122)

a類 :土器の遺棄行為が行われたと推定される土坑 土坑底面上もしくは第一次埋没土下層中に完形土器の出土

が認められるもの。 (土坑SK106・ 174)

b類 :土器の廃棄行為が行われたと推定される土坑 土坑底面上に第一次埋没土が検出され、その上面に土器の

出土が認められるもの。なお、埋没土よび土器の出土状況のあり方で、大きく4種類の分類した。

b-1類 ;第一次埋没土の堆積状態が土坑中央部において高く、壁際周縁部付近が低く底面に接し、ちようど土

層横断面形が山形状を呈し、そこに完形上器を含む、多量の上器と土器破片が検出される。しかも廃棄位置の偏り

が顕著で、一方向に集中する。 (上坑SK12・ 52・ 58・ 107・ 130・ 132・ 149。 179・ 206・ 221)

b-2類 ;b-1類 と同様の第一次埋没土に、完形土器もしくは大型の破片が 1～ 2個体を中心に、少量の土器

破片が検出される。やはり上坑中央部から壁際にかけて検出され、土器の少なさから出土位置の偏りは顕著である。

C上坑SK15,83・ 114・ 122・ 131。 133・ 137・ 173・ 216)
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b-3類 ;第一次埋没土が山形状にならず、埋没土がほぼ平坦を呈し、そこに完形土器を含む多量の土器片が出
土する。これは土坑廃絶後、時間を空けないで廃棄行為が行われた結果と推定されるが、ここに土坑の二次使用

(再利用)も考慮されるものの、第一次埋没土上に踏み固められた硬化面や貼床面は確認できない。 (土坑SK01・

48,50・ 51・ 60。 69。 139。 174)

b-4類 ;b-3類 と同様平坦な第一次埋没土上に完形土器もしくは大型の上器破片が 1～ 2個体とわずかな土
器破片が検出される。 (土坑 S K03・ 53・ 165。 180・ 191)

今回実施された「高ノ倉遺跡」における土坑群は重複が激しく、土器を初めとする遺物の拡散が懸念された。と

くに土坑の構築時期を決定する根拠を困難にしているだけではなく、調査時における上面で取り上げた遺物につい

て、明確な覆上の違いを見出せないものは、その所属を誤せる原因となっている。これはすでに当事者 (縄文人)が

隣接あるいは重複して構築する段階においても古い土坑の土器は確実に移動させているものと推定される。さらに

それらの土器は新たな土坑内に流れ込み、あるいは廃棄されている可能性が高いのである。調査中においても、明

らかに異なる時期の遺物が混入しているのはそのためであろう。しかし、ここでいくつか明らかにされたものもあ

る。それは上記のb-1・ 2類で提示した第一次埋没上の状況、つまり上坑廃絶後の自然堆積土は、土坑中央が高
く、壁際周縁では低くなる山形状堆積を示していることである (Fig。 121)。 そこに土器の廃棄行為を行うと、土

器はぼらつきながら中央部では高い位置に、壁際周縁では底面近くに検出される。しかも、土器はまとまり、一方

向に偏って出土していることである。これは一土坑に対して継続して廃棄行為が繰り返されるのではなく、廃棄土

器の数量はともかくとして明らかに一回性的な一括廃棄行為であることを示唆している。それは下層である第一次

埋没土中に土器破片の混入が極端に少ないこと、さらに覆土上層においても完形もしくは完形に近い土器が殆んど

検出できないこと等が傍証となろう。

ここで廃棄土器群を挟んで、下層の第一次埋没土と上層の第二次埋没上の形成過程が異なっていることが指摘さ

れる。第一次埋没上の多くは山形状堆積を示す自然埋没土であるのに対し、第二次埋没土は土器廃棄を伴う人為的

な埋土行為が実施されていたと推定される。それは高ノ倉集落内の居住区域と離れた、本来凹地となって当然の土

坑掘削区域に繰り返し掘削行為を続けることが可能であった裏には、常に機能終了済み土坑の早い段階の埋め戻し

作業の必要性があったと考えられるからである。土坑用途の問題は大きな考古学テーマのひとつであるが、使用で

きなくなったあるいは機能しなくなった上坑の後処理問題についても、個々の土坑ごとの状況把握から詳しく検討

していかねばならないということを十分に反省している。

参考文献

阿久津久他1995「大宮の考古遺物」常陸大宮市歴史民俗資料館大宮館

坂口 隆2003「縄文時代貯蔵穴の研究」『未完成考古学叢書 5』

鈴木素行1999「越の旅人 望郷編 ―坪井上遺跡B区地区第182号土坑の上器について一」『茨城県考古学協会誌』
第11号 茨城県考古学協会

鈴木素行2001「坪井上遺跡の伝言―久慈川下流域における縄文時代中期中葉の上器群―」婆良岐考古第23号所

収婆良岐考古同人会

(小川和博)
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Tab.1 土坑一覧表

土抗番号 位置 平面形 断面形・壁面
上面規模 底面規模

癬
働

長軸方向 付帯施設 備  考
長径 (cm) 短径 (cm) 長径 (cm) 短径 (cm)

SK01
SK02
SK03
SK04
SK05
SK06
SK07
SK08
SK09
SK10
SKll
SK12
SK13
SK14
SK15
SK16
訳 17

SK18
C双く19
SIC20

SK21
弘 22

SK23
SK24
SK25A
SK25B
SK26
SK27
SK28
SK29
SK30
SK31
SK32
SK33
SK34
SK35
SK36
SK37
SK38
SK39
SK40
SK41
SK42
SK43
SK44
SK45
SK46
SK47
SK48
SK49
SK50
SK51
SK52
SK53
SK54
SK55
SK56
SK57
SK58
SK59
SK60
SK61
SK62
SK63
SK64
SK65
SK66
SK67
SK68
SK69
SK70
SK71
SK72
SK73
SK74
SK75
SK76
SK77
SK78
SK79
SK80
SK81

1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次A区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 C区
1次 C区
1次 B区
1次 B区
1次 B区
1次 C区
1次 C区
1次 C区
1次 C区
1次 C区
1次 C区
1次 C区
1次 C区
1次 C区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区

楕円形

楕円形

円形

円形

楕円形

楕 円形

円形

楕 円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕 円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕 円形

円形

楕 円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕 円形

円形

円形

円形

楕 円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

方形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形 ,外傾

円筒形・外傾

円筒形 '外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

袋状・肉傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

袋状・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

袋状・内傾

フラスコ。内傾

袋状・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

袋状・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

袋状・内傾

袋状・内傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

袋状・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

外傾

袋状・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

3320
2600
2460
2280
1950
1600
(1050)
(2540)
(1230)
2130
2140
2310
2250
2500
1700
2480
2220
(2140)
1520
2500
(2350)
2550
2100
2160
1550
(1200)
2650
1750
(1810)
2300
(3000)
1780
(1360)

(660)
1730
1600
1920
(1560)
1230
2350
(300)
2900
2320
1890
3230
2250
1840
2240
2050
2440
2380
2650
2350
2230
2780
1890
2340
2370
2280
3000
2720
2350
(1330)
3350
1990
2170
1840
2390
2300
1640
1400
2130
2200
1970
2050
1730
2320
(1320)
2670
2060
2160
2500

2690
2290
2400
2100
1220
(1550)
(960)

(2120)
(680)
1700
1810
2300
2040
(950)
1470
1390
2140
(1460)
(960)
2120
(1030)
2500
1100
2230
(1300)
(1060)
2430
1730
(700)
1830
(1900)
(1100)
(520)
(600)

(920)
1500
(1300)
1440
(530)
(2060)

()

2360
2270
(600)
2420
1410
1800
2060
2000
2160
2150
2180
2200
(1050)
2630
(2000)
(1850)
2150
2240
(1650)
2200
(2330)

(800)
2650
1920
(520)
(1540)
(1540)
1640
(1120)
(560)
(1300)

(790)
1860
1900
1590
1960
(960)
(2250)

()

2110
(2000)

2900
2280
2110
2020
1840
1200
970
(2350)
(1000)
2040
1910
2650
2040
1950
1470
2370
2180
(2060)
1220
2300
(2000)
2230
(1970)
2020
1230
(1070)
2300
1600
(1550)
2100
(2800)
1850
(800)

(540)
1300
1050
1250
(1460)

()

2280
520
2360
2370
1900
2860
1370
1980
2150
2140
2350
2750
2650
2490
2280
2750
1670
2250
3100
2850
2340
2560
2800
(1120)
2600
1750
1980
1660
1950
2390
2020
1240
1330
2110
1900
1880
1550
1760
(1280)
2500
1560
2080
2190

1930
1820
2040
1850
890
(1500)
(800)
(1800)
(550)
1040
1670
2650
1720
(800)
1100
2130
2140
(1230)
(860)
1890
(1080)
2230
1350
590
(1020)

(380)
2500
1410
(590)
1600
(1700)
(1200)

(350
(470)
(710)
1050
(1030)
1120
0

(2240)
()

2660
2540
(560)
2660
710
1930
2130
2140
1970
2600
2350
2220
(1000)
2510
(1460)
(1940)
2780
2520
(1570)
2470
(2700)
(570)
2230
1720
(470)
(1450)
(1540)

(160)
(1360)
(540)
(1280)

(760)
1750
1800
1310
2150
(940)

(2400)
()

1980
(1830)

990
410
430
195
130
130
300
150
440
270
240
810
585
190
240
400
450
230
470
640
740
580
650
760
680
480
880
550
520
560
300
640
340
4■ 0
250
390
450
290
240
740
120
1270
730
730
770
440
570
660
630
825
550
820
810
420
560
340
950
1100
850
520
1090
1190
720
630
805
560
570
460
795
1140
130
1250
690
350
350
200
120
350
510
150
170
240

N82° ―E
N83° ―W

N34° ―W
N30° ‐W

N58° ―E

N44° W

N21° Aヽた

N14°

N-54°

Ｅ

　

　

Ｅ

N37° ―W

N85° ―W

N87° ―W

N67° ―E

ピット1
ピット2
ピット2

ピット

ピット5
ピット1

ピット1

ビット1

ビット

ピット1

ピット1
ビット2
ピット2

ピット1

ピット1

ピット6

ピット3
ピット2
ピット2

1/2未調査

一部未調査

1/2未調査

1/4のみ調査

複

複

複

複

複

複

複

重

重

重

重

重

重

重



土坑番号 位 置 平面形 断面形・壁面
上面規模 底面規模 さ

ω
深
俺 長軸方向 付帯施設 備  考

長径⊂n) 短径 (cm) 長径 lcm) 短径 (cm)

SK82
SK83
SK84
SK85
SK86
SK87
SK88
SK89
SK90
SK91
SK92
SK93
SK94
SK95
SK96
K97
∝ 98

SK99
SK100
縣 101

筐 102
SK103
SK104
SK105
SK106
SK107
SK108
SK109
SKl10
SKlll
SKl12
SKl13
SKl14
SKl15
SKl16
SKl17
SKl18
SKl19
SK120
SK121
SK122
SK123
SK124
SK125
SK126
SK127
SK128
SK129
SK130
SK131
SK132
SK133
SK134
SK135
SK136
SK137
SK138
SK139
SK140
SK141
SK142
SK143
SK144
SK145
SK146
SK147
SK148
SK149
SK150
SK151
SK152
SK153
SK154
SK155
SK156
SK157
SK158
SK159
SK160
SK161
SK162
SK163

2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 A区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 B区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

精 円形

円形

円形

隅丸方形

円形

円形

楕 円形

隅丸方形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

楕 円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

袋状・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

袋状・内傾

袋状・内傾

袋状・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

外傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

袋状・外傾

袋状・内傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

円筒形 '外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形 '外傾

袋状 ,内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

円筒形 '外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形 '外傾

袋状・内傾

2220
2500
2200
750
1300
2100
1750
1120
1020
1750
1900
(1770)
2640
2240
2260
1970
2560
(1630)
2100
2130
950
1660
1930
2850
2140
2020
2220
900
2500
2440
2060
2300
2100
1040
(2220)
2010
1570
2040
2190
1560
2330
2200
2110
2970
173.0

1630
2220
1950
2170
2130
2280
1520
1800
(2040)
2150
(1230)
2040
1760
2560
1280
1840
280.0
1660
2350
3020
2600
1900
1960
2550
1920
2340
2340
2360
1570
2260
148.0

2250
2570
1800
2020
1900
2610

1960
2860
2170
600
1210
2050
(1000)
950
1000
1240
(1470)
1890
2560
(2000)
2240
(1360)
2370
(1030)
1980
1700
800
1200
(1600)
(1880)

(1500)
(1050)
(810)
860
2170
(2270)
1840
2250
1950
(420)
(1340)
1780
1510
1950
2000
(960)
2050
2090
1930
(2750)
(1240)
(650)
1750
(600)
2300
2000
1920
(900)
1720
1750
2210
1630
1850
1540
(19■ 0)

(480)
1500
0

(1110)

(2040)
2800
2220
(720)
1860
2520
1590
2330
2210
2140
1420
2050
(540)
1850
2340
(1020)
1950
(1090)
2410

2060
2550
1980
850
1100
1990
1570
900
940
1550
1700
(1700)
2740
2070
2050
1820
2380
(1500)
2550
3180
690
1480
1940
3000
2070
2720
2000
8■ 0

2680
2490
2300
2250
2060
980
(2070)
2180
1300
2310
1960
1380
2120
2110
1910
2740
1200
1470
2060
1690
2390
2190
2640
1950
1560
(1050)
1910
(1150)
1850
1540
2950
1020
1420
2660
1330
2320
2570
2400
1780
2380
2430
1580
2070
2150
2660
2570
1930
1300
2100
2220
1600
1840
1700
2330

1780
2340
1960
730
1090
1820
(970)
780
750
1030
(1300)
1700
2710
1800
1860
(1300)
2160
(940)
2560
3170
560
1000
(1520)
(1730)
(1400)
(1420)
(720)
630
2590
(2320)
2060
2070
1870
(330)
()

1790
1230
2450
2190
(910)
1820
2100
1780
(2470)

(1030)
(550)
1610
(500)
2250
1950
2320
(1000)
1310
(1880)
1750
1410
1400
1480
(2120)
(430)
1340
(1140)

(1030)
(2110)
2650
2050
(600)
2240
2390
1450
2010
2020
2330
2360
2000
400()
1630
2190
(850)
1750
(980)
2090

360
560
220
520
230
260
420
630
780
100
130
120
520
230
330
190
350
230
840
1040
220
200
260
320
680
1120
20
190
660
400
450
390
510
120
620
710
310
630
570
350
610
350
430
530
100
420
310
320
350
510
1080
520
490
300
390
490
140
900
680
180
570
250
400
500
500
460
320
420
290
470
210
240
680
1250
660
130
370
840
190
120
330
220

N59° ―E

N78° ‐E

N25° 引V
N70° ―E
N75° =E

N3° ―E

N5° ―E

N50° ―E

N58° ―W

N-68° ―E

N10° ―W

ピット4
ビット

ピット1
ビット2
ピット

ピット

ビット

ピット1

ピット1
ピット

ピット2

ビット1

ビット1
ビット
ピット2
ピット

ピット1
ピット

ピット1

ビット

ピット
ピット1

ピット2



土坑番号 位置 平面形 断面形・壁面
上面規模 底面規模

癬
働

長軸方向 付帯施設 備  考
長径 (cnJ 短径 tcml 長径鰤 短径 にml

SK164
SK165
SK166
SK167
SK168
SK169
SK170
SK171
SK172
SK173
SK174
SK175
SK176
SK177
SK178
SK179
SK180
SK181
SK182
SK183
SK184
SK185
SK186
SK187
SK188
SK189
SK190
SK191
SK192
SK193
SK194
SK195
SK196
SK197
SK198
SK199
SK200
SK201
SK202
SK203
SK204
SK205
SK206
SK207
SK208
SK209
SK210
SK211
SK212
SK213
SK214
SK215
SK216
SK217
SK218
SK219
SK220
SK221
SK222
SK223

2次C区
2次C区
2次C区
2次C区
2次C区
2次C区
2次C区
2次C区
2次C区
2次B区
2次B区
2次B区
2次C区
2次C区
2次 C区
2次C区
2次 B区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 B区
2次 B区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 C区
2次 D区
2次 D区
2次 D区
2次 D区
2次 D区
2次 D区
2次D区
2次 D区
2次 D区
2次 D区
2次 D区
2次 D区
2次D区
2次 D医
2次D区
2次 D区
2次 D医
2次 D区
2次D区
2次 D区
2次 D区
2次 D区
2次 D区
2次D区
2次 D区

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

楕円形

円形

精円形

円形

楕円形

円形

精円形

円形

袴円形

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

精円形

円形

長方形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

袋状・内傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形。外傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形 '外傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

外傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

フラスコ・内傾

フラスコ・内傾

円筒形・外傾

外傾

フラスコ・内傾

フラスコ。内傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

袋状・内傾

フラスコ・内傾

袋状・内傾

円筒形・外傾

円筒形・外傾

223.0
215,0
230.0

159.0

241.0
186.0

203.0
2250
162.0

2330
2040
2650
2230
2470
161.0

1910
1830
1970
(125,0)
1970
2460
141,0

220.0

300.0
2350
245.0
171.0

2340
(2150)
245,0
266.0
295.0

(204.0)

230,0
2540
270.0

(1310)
269,0
165.0

1000
253.0
205,0

2400
181.0

115,0

2350
120.0

⑫240)

(122.0)
2140
(81.0)

191,0

239,0
172.0

188.0

142,0

176.0

232.0

(275.0)

(45.0)

195,0

200.0

(80.0)

(740)
230,0

182.0

()

(1800)
146.0

(1890)
1950
2400
205.0

(800)
(740)
180.0

1720
189.0

1040
1680
(1630)
(1250)
183.0

(1560)
(2040)
198.0

145.0

181,0

1840
232.0

166.0

2760
(105_0)

(140.0)

(200.0)

263.0
125,0

200.0
80.0

(49,0)

230.0

(1680)
226.0
165.0

(110.0)

205.0
110.0

190.0

(640)
(139.0)

(800)

(35,0)

207.0

(87.0)

(1140)
(79,0)

168.0

(125.0)

240.0

0

201.0
200.0

2610
1390
185,0

1500
1680
2050
142.0

1890
2500
226.0
181.0

220.0

148,0

200
209.0
1980
(820)
175,0

2000
119.0

162.0

220.0

160,0

2380
1960
2040
(1940)
222.0

2310
3050
(1640)
2160
2340
225.0

(116.0)

2490
1100
840
2970
2430
2590
165.0

960
2000
930
(202.0)

(1640)
1790
(700)
175,0

2670
1410
2140
1760
2160
2120
(213,0)

(46.0)

175,0

1900
(1050)
(640)
1740
125,0

()

(1750)
1150
(1860)
2210
2150
1800
(60.0)

(610)
2050
190.0

1910
920
139.0

(92.0)

(1050)
150.0

(1120)
(146.0)

165.0

179.0

1580
1640
210.0

1470
2380
90_0()

(132.0)

(185.0)

2220
98.0

1740
500
(440)
275,0

(1900)
2630
141.0

(89.0)

1770
100.0

2040
(47.0)

(120.0)

(71.0)

(58.0)

2220
(71.0)

(146.0)

(92.0)

2100
(1180)
2000
(340)

310
31.0

650
500
560
38.0

310
260
400
370
930
290
40.0

150
35,0

66.0

840
49.0

110
生 0
340
25,0

660
830
119.0

41.0

1200
280
670
480
260
1110
230
190
200
410
31.0

540
530
220
910
650
800
41.0

190
350
360
720
770
410
600
750
840
470
890
730
970
310
51.0

440

N‐ 55° 対′

Nl°  W
N78° ―E

N-0°

N-52° ―E

N-13° ―E

N-28° W
N-54° W

N-37°  W

N53° W

N望 9° ‐W

N-2ぜ ―E

N-31° ―E

ピット1

ピット1
ピット3

ピット1

ピット2

ピット3
ピット1
ビット1

ピット
ピット2
ピット1

ピット
ピット3

ピット1

ピット1

ビット3
ピット1

ピット
ピット4



Tab.2 石器一覧表

土坑番号 図版番号 器  種
計測値 (cm)(g)

石  質 備   考
長 さ 幅 厚 さ 重 量

SK01
SK03
SK12
SK13
SK14
SK14
SK15
SK15
SK15
SK16
SK16
SK20
SK20
SK21
SK26
SK27
縣 27
SK29
蛍 35
∝ 43
SK46
訴 46
SK46
SK46
SK48
SK48
SK49
SK49
SK50
SK51
SK51
SK52
訴 52
SK56
SK56
SK56
SK56
SK57
SK58
SK58
SK58
SK58
SK60
縣 60
SK61
SK63
SK63
SK63
SK69
SK69
∝ 69
SK69
SK69
SK69
SK77
SK81
SK83
SK84
SK94

SK94
SK100
SK100
SK100
SK105
SK105
SK108
SKl17
SKl19
SK120
SK120
∝ 120
SK130
SK130
SK132
SK132
SK136
SK140
SK149
SK149
SK149
SK154

Fig 45-14

Fig 46-9

Fig 48-27

Fig 48-12

Fig 49 6

Fig 49-7

Fig 49-8

Fig49 9
Fig 49-10

Fig 50-14
Fig 50-15

Fig 51-9

Fig 51 10

FIg 52-4

Fig 53-8

FIg 54 5

FIg 54-6

Fig 54-9

Fig 54 3

FIg 55 6

F意 56‐ 6
Fig.567
F感 56-8
F意 56‐ 9
Fig.5717
Fig.5718
Fig.577
Fig.57-8

Fig 59-23

Fig60 21
Fig 60‐ 22
FIg 62 36

FIg 62-37

Fig 64 16

Fig.6417
Fig.6418
Fig.6419
Fig.65‐ 14
Fig 66-30

Fig 66-31

Fig 66-32

Fig 66‐ 33
FIg 68 26

FIg 68-27

Fig 69-21

Fig.70-14

Fig 70-15

Fig 70-16

Fig 72-22

Fig 72‐ 23

Fig 72 24
Fig 72-25

Fig 72-26

Fig.72‐ 27
Fi3745
Fig 74-2

Fig 75-18

Fig 76-4

Flg 77 17

Fig 77-18

Fig 78-24

Fig 78-25

Fig 78-26

Fig 79 8

FIg 79 9

Fig 80-3

Fig 82-14

Fig 83-25

Fig 83-8

Fig 83-9

Fig 83-10

Fig 85-12

Fig 85-13

Fig 87-30

Fig 87 31

Fig 89‐ 18

Fig 9o-12

Fig 92-16

Fig 92-17

Fig 92-18

Fig 94-23

暦石

打製石斧

石皿

磨石

打製石斧

磨石

磨石

磨石

打製石器

磨石

磨石

磨石

磨石

磨石

磨製石斧

石皿

磨石

磨石

磨石

磨石

台石

磨石

磨石

磨石

打製石器

磨石

磨石

磨石

石皿

磨石

磨石

磨石

石皿

打製石斧

磨石

磨石

台石

石皿

石皿

磨製石斧

磨石

磨石

磨石

軽石製品

凹石

凹石

石棒

磨石

磨製石斧

打製石斧

打製石斧

磨石

磨石

石皿

磨石

多孔石

磨石

磨石

石棒

磨石

有孔軽石

磨石

磨石

磨石

磨石

磨石

多孔石

磨石

台石

磨石

磨石

磨製石斧

石鏃

有孔軽石

石鏃

多孔石

磨石

石匙

磨石

台石

磨石

1119
772
83
681
1066
782
1435
1392
1031
908
739
1061
819
861
538
996
967
721
1378
657
1056
1483
881
503
832
678
435
1184
958
825
1117
398
2631
697
948
11.39

1385
1202
1453
793
685
865
1175
926
601
1255
1593
1249
1132
962
1196
1165
95
1269
1304
1979
671
1134
2136

966
722
1524
2765
1239
1081
763
1729
414
1654
163
881
601
278
553
376
1305
1047
1023
689
956
1294

991
536
1236
517
697
592
655
743
879
6.24

933
798
7.58

75
297
1076
888
646
941
491
113
675
1005
602
319
105
876
1022
924
7.52

655
676
1938
566
671
1044
198
903
208
618
5.31

603
1584
1146
726
1835
1506
822
452
496
498
1002
475
112
923
1796
768
867

(頭 1370
1131)
444
799
783
925
65
747
631
107
615
1295
883
761
176
108
714
194
1345
732
368
516
722
76

446
■31
482
43
316
611
466
615
171
43
568
507
395
307
152
405
488
465
587
449
436
487
599
382
109
304
329
568
282
385
491
381
1178
212
307
465
591
778
584
372
282
332
524
488
317
96
1129
738
21
265
219
534
321
332
639
553
878
51

(頭896
881)
232
295
358
552
581
59
254
■96
377
594
60
352
114
065
226
068
811
419
103
288
275
37

4390
630
4480
2710
3010
4010
6250
8750
2790
4080
5110
5920
2680
2650
320
5490
4010
3490
8510
1490
8180
7690
6510
1090
3850
2280
1420
8690
2770
2990
2570
1140
45810
710
2930
6020
2,5500
5790
1,8200
2860
1480
259,0

1,0500
490
610
2,3210
3,4800
4210
1490
1470
1760
7710
1810
3280
1,0420
2,5150
3210
7320
3,6500

1820
3250
6390
1,4380

7030
6690
1720
5690
1520
1,3830
7960
3020
244
■6

2■ 0

46
6520
3980
421
1480
2510
5290

安山岩

ホ,レンフェ,レス

凝灰質砂岩

安山岩

砂岩

安山岩

安山岩

砂岩

ホルンフェルス

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

軟質砂岩

石英斑岩

安山岩

角閃安山岩

安山岩

安山岩

軟質砂岩

凝灰質砂岩

砂岩

凝灰岩

安山岩

粘板岩

砂岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

凝灰岩

安山岩

凝灰岩

粘板岩

砂岩

安山岩

石英斑岩

凝灰岩

ホ,レンフェ,レス

安山岩

砂岩

砂岩

砂岩

軽石

安山岩

安山岩

凝灰岩

凝灰岩

ホ,レンヘ,レス

ホルンヘルス

絹雲母片岩

軟質砂岩

砂岩

安山岩

石英斑岩

凝灰質砂岩

安山岩

砂岩

角閃安山岩

砂岩

軽石

砂岩

砂岩

安山岩

安山岩

安山岩

凝灰岩

安山岩

花蘭質砂岩

安山岩

軟質砂岩

流紋岩

チャー ト

軽石

チャー ト

花闊質砂岩

安山岩

安山岩

緑色凝灰岩

安山岩

安山岩

磨痕十凹孔

凹孔

敲打+磨痕

磨痕

磨痕+凹孔
敲打+磨痕

磨痕十凹孔

敲打孔+磨痕
敲打十磨痕

磨痕

磨痕 +凹孔

凹痕

磨痕

磨痕

磨痕 +敲打孔
磨痕

四孔

磨痕 +凹孔
磨痕 +凹孔
磨痕

磨痕

磨痕

磨痕 +敲打孔

磨痕十凹孔

磨痕十四孔

磨痕

凹孔

磨痕 +凹孔
磨痕 +敲打孔
凹孔

磨痕

磨痕

磨痕キ凹孔

磨痕十砥石

凹孔

凹孔

磨痕+凹孔

磨痕 +凹孔
磨痕十凹孔

磨痕 +凹孔
磨痕十凹孔

磨痕+敲打
磨痕キ敲打孔

磨痕 +凹孔

敲打十磨痕

磨痕十凹孔

磨痕 +凹孔
磨痕十敲打孔

磨痕 +敲打
磨痕

磨痕十凹孔

磨痕

磨痕 +凹孔
磨痕 +凹孔
磨痕十凹孔

磨痕十四孔

磨痕十敲打孔

磨痕 +凹孔



土坑番号 図版番号 器 掴
計測値 (ctal(g)

石  質 備  考
長 さ 幅 厚 さ 重量

SK154
SK165
SK173
SK174
SK176
SK179
SK179
SK180
SK180
SK188
SK184
SK186
SK139
SK189
SK190
SK192
SK200
SK201
SK202
SK204
SK206
SK211
SK211
SK211
SK215
SK216
SK216
SK218
SK220
SK221
SK221
SK222

FttC
F患奄
Fig.C

FttC
F壌ユ
F意 1
叱 1

Hg.1
Fこと
F感 1
叱 1

叱 1

Fig l

Fig l

Fig l

叱 1

Fig l

Fig.1

Flg l

聴 1

F意 1
聴 1

Fi建
「ユ

Fを 1
Fig年 1

1粥と|ユ
g竜.1
Fを 1
1可進ュI

ng.1

唯 .1

F感 1

424
6-14
7-5

9-27

00-9
02-34
02-35
03-36

03-37
03-2
03弦
04-5

05-14
05-15
06望 1
07-14
10-19

11-9

11-4
11-9
13-21
14-24

14-25
14-23
16-10
16-24

16-25
17-24
18-14
19-25
19-26

19-26

軽石製品

石皿

打製石斧

石皿

打製石斧

磨製石斧

磨石

磨石

石皿

磨石

磨製石斧

磨石

磨石

石皿

磨石

打製石斧

台石

石鏃

石皿

石皿

有孔軽石

磨製石斧

磨石

石錐

石鏃

磨製石斧

磨石

磨石

磨石

石皿

磨石

磨石

6.61

9.23

11,09

11.14
565
9.68

1049
9.03

1133
13017
13i73

1334
1442
1614
9虚
1038
1195
319
25,04
13,74

13.03

432
11.35

434
2.8

9,8

1301
5,59

11.46

1552
641
387

7,17

875
491
11.69

47
1.28

5.03

6.66

1941
7.52

7.39

8.75

723
9.51

100
654
1014
2.01

1669
91
733
5.17

976
1.17

1.56

3.91

3.67

6.29

3.23

21.77

6.39

7.52

33
405
■13
8.36

1.58

2≧9
452
489
676
455
441
469
899
531

263
538
071
686
541
37
3,76

5.68

0,53

0.75

2.02

1.39

176
1.48

549
321
103

29,0

373,0
980
3800
590
590
3880
3190
1,7210
4890
6680
8180
4790
7290
9430
1910
798,0

40
2,098.0

721.0
52.0

122.0

489,0
29
28
118.0

127.0

59,0

830
2,2500
6■ 0

590

軽石

安山岩

千枚岩

安山岩

砂岩

角閃片岩

安山岩

安山岩

砂岩

砂岩

石英閃緑岩

安山岩

安山岩

角礫岩

砂岩

ホルンフェルス

砂岩

チャー ト

安山岩

安山岩

軽石

砂岩

安山岩

チャー ト

安山岩

輝緑凝灰岩

千枚岩

凝灰岩

砂岩

砂岩

凝灰岩

砂岩

凹孔

磨痕 +敲打孔
磨痕十敲打孔

多孔石

磨痕 +凹孔

磨痕 +凹孔
磨痕十凹孔

凹孔

紐掛け痕

凹孔

凹孔

磨痕+凹孔

・ 磨痕

敲打 +磨痕
多孔石

磨痕 +凹孔
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PL.21

SK12   3 SK48   4・ 5 SK50



PL.22

1～5 SK50   6 SK51   7 SK52



PL.23

5

5 SK57   6 SK581 ・2 SK52   3 SK53   4 SK56



PL.24

l  SK58   2～ 5 SK60   6 SK63



PL.25

5

5 SK130   6 SK131l  SK69   2 SK106   3 SK107   4 SKl14



1～6 SK132



PL.27

7

6 SK1651・ 2 SK133   3 SK136   4 SK139   5 SK150 7 SK173   8 SK174



1-7   SK174



PL.29

5

4 SK205l  SK180   2 SK191   3 SK179 5 SK196   6 SK205



l  SK205   2～ 4 SK206   5 SK216



a 火焔系土器
1 ・2 SK48
3・ 4 SK61

b.赤彩土器(1)
l SK176
2 SK40
3・ 4 SK132

PL.31

c.赤 彩土器 (2)
l  SK63
2 SK154
3 SK211
4 SK44
5 SK179



a.石 皿
l  SK202
2 SK180
3 SK156

b 多孔石(1)
l  SK221
2 SK81

c.多 孔石 (2)
l  SKl17
2 SK120
3 SK136
4 SK189
5 SK46



a 磨石類 (1)
l  SK01
2・ 3 SK15
4 SK20
5 SK35
6 SK21
7・ 8 SK46

b.磨 石類 (2)
l  SK16
2 SK60
3 SK61
4 SK56
5 SK77
6 SK69
7 SK84

c.磨 石類 (3)
1・ 2 SK
3 SK120
4 SK140
5 SK154

PL 33



PL.34 a 磨石類 (4)
1・ 2 SK105
3 SK179
4 SK183
5 SK186
6 SK190
7 SK211

b.石 鏃類
l  SK130
2 SK132
3 SK201
4 SK215
5 SK211
6 SK149▲

ア

c.軽石
l  SK60
2 SK206
3 SK132



PL.35群
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b 磨製石斧
l  SK130
2 SK26
3 SK216
4 SK179
5 SK184
6 SK69
7 SK58
8 SK211

c 打製石斧
l  SK03
2 SK14
3 SK48
4 SK56
5 SK69
6 SK176
7 SK173
8 SK192
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収 録 遺 跡 所 在 地

コ ー ド

】ヒ漁阜 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市 町村 遺跡番号

高ノ倉遺跡 常陸大宮市小野

字南高倉2167 他

344 006 度

分

秒

６

１

７

３

３

１

140度

22分

50秒

2004.06.28

2004.08.08

1,539∬ 老人ホーム建設に伴

う事前調査

遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主な遺物 特 記 事 項

高ノ倉遺跡 集落跡 縄文時代
平安時代

縄文時代 (土坑223基 )
平安時代 (竪穴住居跡1軒 )

縄文土器 (中期)
土師器・石器 (石鏃・

石棒・石皿。多孔石・

台石・磨製石斧。打製
石斧・磨石)

住居跡は検出で
きなかったが、
縄文時代中期中
葉から後葉にか
けての大規模集
落である。


